
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１・2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 5

２
学
期

　２章　遺伝情報とタンパク質
【知識及び技能】
遺伝情報とDNA 、遺伝子とそのはたらき、遺
伝情報とタンパク質の合成のことを理解する
とともに、それらの観察、実験などに関する
技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
遺伝子とそのはたらきや遺伝情報とタンパク
質合成についての、観察、実験などを通して
探究し、遺伝情報を担う物質としてのDNAを
見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
遺伝子とそのはたらきや遺伝情報とタンパク
質合成に関する事物・現象に主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度と、生命
を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を
養う。

・ＤＮＡの遺伝情報はＲＮＡを経て、タンパ
ク質となることを知る。

・生命現象がタンパク質の働きで行われてい
ることを知る。

・生命現象がタンパク質の働きで行われてい
ることを知る。

・分化した細胞でも、同じ遺伝子をもってい
ることを知る。

【知識・技能】
遺伝情報とDNAやタンパク質合成の基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に探究するため
に必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
遺伝情報とDNAやタンパク質合成について、問題を見いだ
し見通しをもって観察、実験などを行い、科学的に考察し
表現しているなど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
遺伝情報とDNA やタンパク質合成に関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。

〇 〇

6

定期考査

○ ○ 1

第２編　遺伝子とそのはたらき
　１章　遺伝情報とDNA

【知識及び技能】
遺伝情報とDNA 、遺伝子とそのはたらき、遺
伝情報とタンパク質の合成のことを理解する
とともに、それらの観察、実験などに関する
技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
遺伝子とそのはたらきや遺伝情報とタンパク
質合成についての、観察、実験などを通して
探究し、遺伝情報を担う物質としてのDNAを
見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
遺伝子とそのはたらきや遺伝情報とタンパク
質合成に関する事物・現象に主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度と、生命
を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を
養う。

・ＤＮＡが全ての生物が共通してもつ遺伝子
の本体であることを知る。

・ＤＮＡは二重らせん構造であることを知
る。

・遺伝情報とゲノムの関係について知る。

・体細胞分裂では、間期にＤＮＡの複製が行
われることを知る。

・体細胞分裂の前後で生じる細胞の遺伝情報
はもとの細胞と同じであることを知る。

【知識・技能】
遺伝情報とDNAやタンパク質合成の基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に探究するため
に必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
遺伝情報とDNAやタンパク質合成について、問題を見いだ
し見通しをもって観察、実験などを行い、科学的に考察し
表現しているなど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
遺伝情報とDNA やタンパク質合成に関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。

○ ○ ○

○ 1

　2章　生物とエネルギー
【知識及び技能】
生物の特徴について、生物とエネルギーのこ
とを理解するとともに、それらの観察、実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
生物の特徴について、観察、実験などを通し
て探究し、生物とエネルギーを見いだして表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
生物とエネルギーに関する事物・現象に主体
的に関わり、科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与す
る態度を養う。

・ＡＴＰが生命活動のエネルギー物質として
利用されていることを知る。

・生命活動で酵素が働いていることを知る。

・光合成では光エネルギーを用いて有機物が
作られ、呼吸では有機物からエネルギーが取
り出されることを知る。

・光合成では光エネルギーを用いて有機物が
作られ、呼吸では有機物からエネルギーが取
り出されることを知る。

【知識・技能】
生物の特徴について、生物とエネルギーの基本的な概念や
原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
生物とエネルギーについて、問題を見いだし見通しをもっ
て観察、実験などを行い、科学的に考察し表現しているな
ど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生物とエネルギーに関する事物・現象に進んで関わり、見
通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しよ
うとしている。

○ ○ ○ 7

態
配当
時数

第1編　生物の特徴
　1章　生物の多様性と共通性

【知識及び技能】
生物の特徴について、生物の共通性と多様性
のことを理解するとともに、それらの観察、
実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
生物の特徴について、観察、実験などを通し
て探究し、生物の共通性と多様性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
生物の共通性と多様性に関する事物・現象に
主体的に関わり、科学的に探究しようとする
態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄
与する態度を養う。

・全ての生物は共通の祖先をもつこと、生物
は多様でありながら共通性をもっていること
を知る。

・細胞が生命の基本単位であること及び原核
生物と真核生物の存在を知り、代表的な生物
名を挙げることができる。

・ミトコンドリアと葉緑体の起源について知
る。

【知識・技能】
　生物の特徴について、生物の共通性と多様性の基本的な
概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生物の共通性と多様性について、問題を見いだし見通し
をもって観察、実験などを行い、科学的に考察し表現して
いるなど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生物の共通性と多様性に関する事物・現象に進んで関わ
り、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探
究しようとしている。

○ ○ ○ 6

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査

○

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象に
ついて理解するとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるように
する。

観察，実験などを行い思考・判断・表現を行い，科学的に
探究する力を養う。

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようと
する態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態
度を養う。

生物基礎（東京書籍）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】  自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

（1年A組：遠藤　弘） （１年B組：遠藤　弘） （２年AB組：遠藤　弘） （２年EK組：風間　勇樹） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2



・生態系は生物と非生物的環境からなること
と、その中で炭素や窒素などの物質が循環し
ていることを知る。

・生態系では、物質の移動に伴ってエネル
ギーが一方向に移動していることを知る。

・生態系は常に変動しているが変動の幅は一
定の範囲内に保たれていることを知る。

・生態系は常に変動しているが変動の幅は一
定の範囲内に保たれていることを知る。

【知識及び技能】
生態系とその保全について，生態系と生物の多様性，なら
びに生態系のバランスと保全の基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバランスと保全
について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験など
を行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究
している。
【学びに向かう力、人間性等】
生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバランスと保全
に関する事物・現象に進んで関わり，見通しをもったり振
り返った
りするなど，科学的に探究しようとしている。

〇 〇 〇 10

1

３
学
期

第4編 生物の多様性と生態系
　1章 植生と遷移

【知識及び技能】
植生と遷移について、植生と遷移のことを理
解するとともに、それらの観察、実験などに
関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
植生と遷移について、観察、実験などを通し
て探究し，遷移の要因を見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
植生と遷移に関する事物・現象に主体的に関
わり、科学的に探究しようとする態度と、生
命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度
を養う。

・火山噴火後の裸地から草原を経て森林に至
る遷移のモデル的過程を知る。

・植生の変化に伴い、環境も変化していくこ
とを知る。

・バイオームの意味を知る。

・植物を基盤とした世界の代表的なバイオー
ムの名前をあげることができる。

・植物を基盤とした世界の代表的なバイオー
ムの名前をあげることができる。

【知識及び技能】
植生と遷移について、植生と遷移の基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
植生と遷移について、問題を見いだし見通しをもって観
察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，
科学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
植生と遷移に関する事物・現象に進んで関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

〇 〇 〇 9

第4編 生物の多様性と生態系
　２章 生態系と生物の多様性

【知識及び技能】
生態系とその保全について、生態系と生物の
多様性、ならびに生態系のバランスと保全の
ことを理解するとともに、それらの観察、実
験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
生態系とその保全について，観察，実験など
を通して探究し，生態系における生物の種多
様性を見いだすととともに，生態系のバラン
スと保全について表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
生態系とその保全に関する事物・現象に主体
的に関わり，科学的に探究しようとする態度
と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与す
る態度を養う。

定期考査

○ ○

○ 1

第３編　ヒトの体の調節
　２章　免疫のはたらき

【知識及び技能】
免疫について、免疫のはたらきのことを理解
するとともに、それらの観察、実験などに関
する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・免疫について、観察、実験などを通して探
究し、異物を排除する防御機構が備わってい
ることを見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
免疫のはたらきに関する事物・現象に主体的
に関わり、科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与す
る態度を養う。

・免疫反応は細胞の働きによる生体防御であ
ることを知る。

・ワクチンの接種は免疫を利用した予防法で
あることを知る。

・アレルギーやエイズは免疫機能の異常で起
こる疾患であることを知る。

・陸上には気候に応じて様々な植生が存在し
ていることを知り、その植生が不変でないこ
とを知る。

【知識及び技能】
免疫について、免疫の働きの基本的な概念や原理・法則な
どを理解しているとともに、科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
免疫の働きについて、問題を見いだし見通しをもって観
察，実験などを行い科学的に考察し表現しているなど、科
学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
免疫の働きに関する事物・現象に進んで関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとし
ている。 〇 〇 〇 12

〇 5

第３編　ヒトの体の調節
　１章　体内環境と情報伝達

【知識及び技能】
神経系と内分泌系による調節について、情報
の伝達のことを理解するとともに、それらの
観察、実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
神経系と内分泌系による調節について、観
察、実験などを通して探究し、体内での情報
の伝達が体の調節に関係していることを見い
だして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報の伝達に関する事物・現象に主体的に関
わり、科学的に探究しようとする態度と、生
命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度
を養う。

・体液には血液・リンパ液・組織液があり、
体内環境を形成していることを知る。

・血液の成分を挙げることができる。

・心臓の構造と心臓につながる血管名、動脈
と静脈の違いについて知る。

・体内環境を維持するために、肝臓や腎臓が
重要であることを知る。

・血液凝固により失血を防ぐことは、体液量
を保つために重要であることを知る。

・自律神経には交感神経と副交感神経の二つ
があること、それらが拮抗的に働くことを知
る。

・ホルモンが体内環境の調節に働く物質であ
ることを知る。

・血糖濃度は一定の範囲に保たれているこ
と、インスリンとグルカゴンの主な働き、イ
ンスリンの分泌不足により糖尿病が発症する
ことを知る。

【知識及び技能】
神経系と内分泌系による調節について、情報の伝達の基本
的な概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学
的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報の伝達について、問題を見いだし見通しをもって観
察、実験などを行い、科学的に考察し表現しているなど、
科学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
情報の伝達に関する事物・現象に進んで関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとし
ている。

〇 〇 〇 10２
学
期

　２章　遺伝情報とタンパク質
【知識及び技能】
遺伝情報とDNA 、遺伝子とそのはたらき、遺
伝情報とタンパク質の合成のことを理解する
とともに、それらの観察、実験などに関する
技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
遺伝子とそのはたらきや遺伝情報とタンパク
質合成についての、観察、実験などを通して
探究し、遺伝情報を担う物質としてのDNAを
見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
遺伝子とそのはたらきや遺伝情報とタンパク
質合成に関する事物・現象に主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度と、生命
を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を
養う。

・ＤＮＡの遺伝情報はＲＮＡを経て、タンパ
ク質となることを知る。

・生命現象がタンパク質の働きで行われてい
ることを知る。

・生命現象がタンパク質の働きで行われてい
ることを知る。

・分化した細胞でも、同じ遺伝子をもってい
ることを知る。

【知識・技能】
遺伝情報とDNAやタンパク質合成の基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に探究するため
に必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
遺伝情報とDNAやタンパク質合成について、問題を見いだ
し見通しをもって観察、実験などを行い、科学的に考察し
表現しているなど、科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
遺伝情報とDNA やタンパク質合成に関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。

〇 〇

定期考査

○



1

合計

70

定期考査

○ ○

・生態系は生物と非生物的環境からなること
と、その中で炭素や窒素などの物質が循環し
ていることを知る。

・生態系では、物質の移動に伴ってエネル
ギーが一方向に移動していることを知る。

・生態系は常に変動しているが変動の幅は一
定の範囲内に保たれていることを知る。

・生態系は常に変動しているが変動の幅は一
定の範囲内に保たれていることを知る。

【知識及び技能】
生態系とその保全について，生態系と生物の多様性，なら
びに生態系のバランスと保全の基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバランスと保全
について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験など
を行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究
している。
【学びに向かう力、人間性等】
生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバランスと保全
に関する事物・現象に進んで関わり，見通しをもったり振
り返った
りするなど，科学的に探究しようとしている。

〇 〇 〇 10

３
学
期

第4編 生物の多様性と生態系
　２章 生態系と生物の多様性

【知識及び技能】
生態系とその保全について、生態系と生物の
多様性、ならびに生態系のバランスと保全の
ことを理解するとともに、それらの観察、実
験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
生態系とその保全について，観察，実験など
を通して探究し，生態系における生物の種多
様性を見いだすととともに，生態系のバラン
スと保全について表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
生態系とその保全に関する事物・現象に主体
的に関わり，科学的に探究しようとする態度
と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与す
る態度を養う。
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

19

第1編　生命現象と物質
　4章　代謝とエネルギー

【知識及び技能】
呼吸における各過程の反応を理解
させる。アルコール発酵，乳酸発
酵，解糖を理解させる。光合成に
おける各過程の反応を扱い，細菌
による光合成と化学合成を理解さ
せる。窒素同化の概要を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
呼吸、アルコール発酵、乳酸発
酵、解糖、光合成、細菌による光
合成と化学合成について科学的に
考察し、導き出した考えを的確に
表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
呼吸、アルコール発酵、乳酸発
酵、解糖、光合成、細菌による光
合成と化学合成について関心や探
究心をもち、意欲的にそれらを探
究しようとするとともに、科学的
態度を身に付けている。

・呼吸における各過程の反応を理
解させる。
・アルコール発酵，乳酸発酵，解
糖を理解させる。
・光合成における各過程の反応を
扱い，細菌による光合成と化学合
成を理解させる。
・窒素同化の概要を理解させる。

【知識及び技能】
呼吸における各過程の反応を理解させる。ア
ルコール発酵，乳酸発酵，解糖を理解させ
る。光合成における各過程の反応を扱い，細
菌による光合成と化学合成を理解させる。窒
素同化の概要を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
呼吸、アルコール発酵、乳酸発酵、解糖、光
合成、細菌による光合成と化学合成について
科学的に考察し、導き出した考えを的確に表
現している。

【学びに向かう力、人間性等】
呼吸、アルコール発酵、乳酸発酵、解糖、光
合成、細菌による光合成と化学合成について
関心や探究心をもち、意欲的にそれらを探究
しようとするとともに、科学的態度を身に付
けている。 ○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

第1編　生命現象と物質
　1章　生体物質と細胞
　2章　生命現象を支える
　　　 タンパク質
　3章　細胞間の相互作用と
　　　 タンパク質
　4章　代謝とエネルギー

【知識及び技能】
細胞の内部構造とそれを構成する
物質の特徴を理解する。また、
様々なタンパク質が様々な生命現
象を支えていることを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
生体物質と細胞、タンパク質の立
体構造と疾病、について、科学的
に考察し、導き出した考えを的確
に表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
生体物質と細胞、タンパク質の立
体構造と疾病、について関心や探
究心をもち、意欲的にそれらを探
究しようとするとともに、科学的
態度を身に付けている。

・細胞小器官と生体膜の特徴及び
それらを構成する物質の特徴を理
解させる。
・細胞小器官と生体膜の特徴及び
それらを構成する物質の特徴を理
解させる。
・タンパク質の立体構造と，タン
パク質が生命活動で果たす働きと
の関連を理解させる。

【知識・技能】
生体物質と細胞、タンパク質の立体構造と疾
病、について基本的な概念や原理・法則を理
解し、探究する技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
生体物質と細胞、タンパク質の立体構造と疾
病、について、科学的に考察し、導き出した
考えを的確に表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
生体物質と細胞、タンパク質の立体構造と疾
病、について関心や探究心をもち、意欲的に
それらを探究しようとするとともに、科学的
態度を身に付けている。

○ ○ ○ 19

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

生物

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め、科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本的な技能を身に付けるように
する。

観察、実験や資料から思考・判断・表現を行
い、科学的に探究する力を養う。

生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度と、生命を尊重し、自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

改定生物（東京書籍）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

（AB組：遠藤　弘）

理科 生物
理科 生物 5



19

第3編　生殖と発生
　1章　生物の生殖と配偶子形成
　2章　動物の発生
　3章　動物の発生のしくみ
　4章　発生をつかさどる遺伝子
　5章　植物の発生

【知識及び技能】
 配偶子の種類組換えと染色体上の
遺伝子の位置、ヒトの卵形成と受
精、背側または腹側だけで発現す
る遺伝子、胚のうによる花粉管の
誘引遺伝情報の発現と発生につい
て基本的な概念や原理・法則を理
解し、探究する技能を身に付けて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
 配偶子の種類組換えと染色体上の
遺伝子の位置、ヒトの卵形成と受
精、背側または腹側だけで発現す
る遺伝子、胚のうによる花粉管の
誘引遺伝情報の発現と発生につい
て、思考・判断し他者に表現す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
 配偶子の種類組換えと染色体上の
遺伝子の位置、ヒトの卵形成と受
精、背側または腹側だけで発現す
る遺伝子、胚のうによる花粉管の
誘引に関心や探究心をもち，意欲
的にそれらを探究しようとすると
ともに，科学的態度を身に付けて
いる。

・減数分裂によって遺伝子が配偶
子に分配され，受精が起きる結
果，多様な遺伝的組合せが生じる
ことを理解させる。・連鎖と組換
えについて理解させる。
・動物の初期発生の進行を理解さ
せる。
・細胞の分化と形態形成の仕組み
を理解させる。
・ショウジョウバエの発生をつか
さどる遺伝子を理解し，発生には
たらく遺伝子名を理解させる。
・被子植物の器官分化の過程を理
解させる。

【知識・技能】
 配偶子の種類組換えと染色体上の遺伝子の
位置、ヒトの卵形成と受精、背側または腹側
だけで発現する遺伝子、胚のうによる花粉管
の誘引遺伝情報の発現と発生について基本的
な概念や原理・法則について基本的な概念や
原理・法則を理解し、探究する技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
 配偶子の種類組換えと染色体上の遺伝子の
位置、ヒトの卵形成と受精、背側または腹側
だけで発現する遺伝子、胚のうによる花粉管
の誘引遺伝情報の発現と発生について、、に
問題を見いだし，探究する過程を通して，事
象を科学的に考察し，導き出した考えを的確
に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
 配偶子の種類組換えと染色体上の遺伝子の
位置、ヒトの卵形成と受精、背側または腹側
だけで発現する遺伝子、胚のうによる花粉管
の誘引について関心や探究心をもち、意欲的
にそれらを探究しようとするとともに、科学
的態度を身に付けている。

○ ○ ○ 19

第2編　遺伝子のはたらき
　1章　遺伝情報の発現
　2章　遺伝子の発現調節
　3章　バイオテクノロジー

【知識及び技能】
　DNAの構造や方向性、岡崎フラグ
メント、遺伝情報の発現、mRNAの
方向性、調節タンパク質、バイオ
テクノロジーについて基本的な概
念や原理・法則を理解し、探究す
る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　　DNAの構造や方向性、岡崎フラ
グメント、遺伝情報の発現、mRNA
の方向性、調節タンパク質、バイ
オテクノロジーについて科学的に
考察し、導き出した考えを的確に
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　DNAの構造や方向性、岡崎フラグ
メント、遺伝情報の発現、mRNAの
方向性、調節タンパク質、バイオ
テクノロジーについて関心や探究
心をもち、意欲的にそれらを探究
しようとするとともに、科学的態
度を身に付けている。

・ＤＮＡの複製の仕組み，遺伝子
の発現の仕組み及び遺伝情報の変
化について理解させる。
・遺伝子の発現が調節されるしく
みを理解させる。
・遺伝子の発現が調節されるしく
みを理解させる。
・遺伝子を扱った技術の原理と有
用性を理解させる。
・遺伝子を扱った技術の原理と有
用性を理解させる。

【知識・技能】
 ＤＮＡの複製の仕組み，遺伝子の発現や調
節の仕組み及び遺伝情報の変化について基本
的な概念や原理・法則を理解し、探究する技
能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　観察、実験、資料などを通して、遺伝情報
の発現と発生について科学的に考察し、導き
出した考えを的確に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ＤＮＡの複製の仕組み，遺伝子の発現や調節
の仕組み及び遺伝情報の変化について関心や
探究心をもち、意欲的にそれらを探究しよう
とするとともに、科学的態度を身に付けてい
る。

○ ○ ○

19

定期考査

○ ○ 1

第1編　生命現象と物質
　4章　代謝とエネルギー

【知識及び技能】
呼吸における各過程の反応を理解
させる。アルコール発酵，乳酸発
酵，解糖を理解させる。光合成に
おける各過程の反応を扱い，細菌
による光合成と化学合成を理解さ
せる。窒素同化の概要を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
呼吸、アルコール発酵、乳酸発
酵、解糖、光合成、細菌による光
合成と化学合成について科学的に
考察し、導き出した考えを的確に
表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
呼吸、アルコール発酵、乳酸発
酵、解糖、光合成、細菌による光
合成と化学合成について関心や探
究心をもち、意欲的にそれらを探
究しようとするとともに、科学的
態度を身に付けている。

・呼吸における各過程の反応を理
解させる。
・アルコール発酵，乳酸発酵，解
糖を理解させる。
・光合成における各過程の反応を
扱い，細菌による光合成と化学合
成を理解させる。
・窒素同化の概要を理解させる。

【知識及び技能】
呼吸における各過程の反応を理解させる。ア
ルコール発酵，乳酸発酵，解糖を理解させ
る。光合成における各過程の反応を扱い，細
菌による光合成と化学合成を理解させる。窒
素同化の概要を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
呼吸、アルコール発酵、乳酸発酵、解糖、光
合成、細菌による光合成と化学合成について
科学的に考察し、導き出した考えを的確に表
現している。

【学びに向かう力、人間性等】
呼吸、アルコール発酵、乳酸発酵、解糖、光
合成、細菌による光合成と化学合成について
関心や探究心をもち、意欲的にそれらを探究
しようとするとともに、科学的態度を身に付
けている。 ○ ○ ○

１
学
期



22

第5編　生態と環境
　1章　個体群と生物群集
　2章　生態系の物質生産と
　　　 エネルギーの流れ
　3章　生態系と生物多様性

【知識及び技能】
　生物の多様性、個体群と環境適
応、相利共生と寄生、生物群集の
多種の共存、深海底の生態系、生
物多様性を脅かす４つの要因、複
数の外来生物の問題について基本
的な概念や原理・法則を理解し、
探究する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の多様性、個体群と環境適
応、相利共生と寄生、生物群集の
多種の共存、深海底の生態系、生
物多様性を脅かす４つの要因、複
数の外来生物の問題について科学
的に考察し、導き出した考えを的
確に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の多様性、個体群と環境適
応、相利共生と寄生、生物群集の
多種の共存、深海底の生態系、生
物多様性を脅かす４つの要因、複
数の外来生物の問題について関心
や探究心をもち、意欲的にそれら
を探究しようとするとともに、科
学的態度を身に付けている。

・個体群とその変動について理解
させる。
・生物群集の成り立ちと，多様な
種が共存する仕組みを理解させ
る。
・生物群集の成り立ちと，多様な
種が共存する仕組みを理解させ
る。(実験）
・生態系における物質生産とエネ
ルギー効率について理解させる。
・生物多様性に影響を与える要因
を理解させ，生物多様性の重要性
を認識させる。

【知識・技能】
　生物の多様性、個体群と環境適応、相利共
生と寄生、生物群集の多種の共存、深海底の
生態系、生物多様性を脅かす４つの要因、複
数の外来生物の問題について基本的な概念や
原理・法則を理解し、探究する技能を身に付
けている。

【思考・判断・表現】
　生物の多様性、個体群と環境適応、相利共
生と寄生、生物群集の多種の共存、深海底の
生態系、生物多様性を脅かす４つの要因、複
数の外来生物の問題について科学的に考察
し、導き出した考えを的確に表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　生物の多様性、個体群と環境適応、相利共
生と寄生、生物群集の多種の共存、深海底の
生態系、生物多様性を脅かす４つの要因、複
数の外来生物の問題について関心や探究心を
もち、意欲的にそれらを探究しようとすると
ともに、科学的態度を身に付けている。 〇 〇 〇

○ ○ 1

1

２
学
期

第4編　生物の環境応答
　1章　動物の刺激の受容と反応
　2章　動物の行動
　3章　植物の環境応答

【知識及び技能】
　刺激の受容から反応への情報の
流れ、視覚の複雑な情報処理、聴
細胞、嗅覚と味覚、中枢神経での
情報処理、動物の生得的行動、花
成ホルモン、植物のストレス応答
について基本的な概念や原理・法
則を理解し、探究する技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　刺激の受容から反応への情報の
流れ、視覚の複雑な情報処理、聴
細胞、嗅覚と味覚、中枢神経での
情報処理、動物の生得的行動、花
成ホルモン、植物のストレス応答
について科学的に考察し、導き出
した考えを的確に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　刺激の受容から反応への情報の
流れ、視覚の複雑な情報処理、聴
細胞、嗅覚と味覚、中枢神経での
情報処理、動物の生得的行動、花
成ホルモン、植物のストレス応答
について関心や探究心をもち、意
欲的にそれらを探究しようとする
とともに、科学的態度を身に付け
ている。

・受容器による刺激の受容から効
果器による反応までの仕組みを理
解させる。
・神経系の働きと関連させて，動
物個体の行動について理解させ
る。
・植物が植物ホルモンや光受容体
の働きで環境変化に反応する仕組
みを理解させる。

【知識・技能】
　刺激の受容から反応への情報の流れ、視覚
の複雑な情報処理、聴細胞、嗅覚と味覚、中
枢神経での情報処理、動物の生得的行動、花
成ホルモン、植物のストレス応答について基
本的な概念や原理・法則を理解し、探究する
技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
　刺激の受容から反応への情報の流れ、視覚
の複雑な情報処理、聴細胞、嗅覚と味覚、中
枢神経での情報処理、動物の生得的行動、花
成ホルモン、植物のストレス応答について科
学的に考察し、導き出した考えを的確に表現
している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　刺激の受容から反応への情報の流れ、視覚
の複雑な情報処理、聴細胞、嗅覚と味覚、中
枢神経での情報処理、動物の生得的行動、花
成ホルモン、植物のストレス応答について関
心や探究心をもち、意欲的にそれらを探究し
ようとするとともに、科学的態度を身に付け
ている。

○ ○ ○ 19

定期考査

定期考査

○ ○

１
学
期



175

1

３
学
期

受験対策 ・入試問題の問題演習を行い、読
解力，計算力，知識力，思考力を
身につける。

・入試問題の問題演習を行い、読解力，計算
力，知識力，思考力を身につける。

〇 〇

31

合計

定期考査

○ ○

第6章　生物の進化と系統
　1章　生命の起源と生物の変遷
　2章　進化のしくみ
　3章　生物の系統

【知識及び技能】
　生命の起源、細胞内共生説、生
物の名前と分類名、生命の起源と
生物の変遷、染色体レベルで起こ
る突然変異、熱水噴出孔と古細菌
について基本的な概念や原理・法
則を理解し、探究する技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　生命の起源、細胞内共生説、生
物の名前と分類名、生命の起源と
生物の変遷、染色体レベルで起こ
る突然変異、熱水噴出孔と古細菌
について科学的に考察し、導き出
した考えを的確に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命の起源、細胞内共生説、生
物の名前と分類名、生命の起源と
生物の変遷、染色体レベルで起こ
る突然変異、熱水噴出孔と古細菌
について関心や探究心をもち、意
欲的にそれらを探究しようとする
とともに、科学的態度を身に付け
ている。

・生命の起源と，その後の生物進
化の道筋を理解させる。
・生物進化がどのようにして起こ
るのかを理解させる。
・生物はその系統に基づいて分類
できることを理解させる。
・生物はその系統に基づいて分類
できることを理解させる。

【知識・技能】
　生命の起源、細胞内共生説、生物の名前と
分類名、生命の起源と生物の変遷、染色体レ
ベルで起こる突然変異、熱水噴出孔と古細菌
について基本的な概念や原理・法則を理解
し、探究する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生命の起源、細胞内共生説、生物の名前と
分類名、生命の起源と生物の変遷、染色体レ
ベルで起こる突然変異、熱水噴出孔と古細菌
について科学的に考察し、導き出した考えを
的確に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生命の起源、細胞内共生説、生物の名前と
分類名、生命の起源と生物の変遷、染色体レ
ベルで起こる突然変異、熱水噴出孔と古細菌
について関心や探究心をもち、意欲的にそれ
らを探究しようとするとともに、科学的態度
を身に付けている。 〇 〇 〇 23

２
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

〇 30

３
学
期

年間のまとめ

1年間で自然とについての理解を深
めたこと，身に付けた技能を振り返
り今後の生活でどのように活かして
いくかを考える。
また、自然環境やその保全と関連付
けて科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
うとともに，科学に対する興味・関
心を高める。

・年間の振り返り
・環境保全に関しての問題点の検
討
・生態系保全に対する具体策の提
案

【知識、技能】
作成物、レポートなど
【思考、判断、表現】
レポート、作成物など
【主体性】
授業時の活動、作成物、レポートなど

〇 〇 〇

12

２
学
期

野外での動物観察

 野外で動物を観察することによっ
て、自然とについての理解を深め，
科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する技能を身に付
けるようにする。

野外の動物の観察，実験などを行
い，自然環境やその保全と関連付け
て科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
うとともに，科学に対する興味・関
心を高める。

・骨格標本の作製
・昆虫マップの作製
・昆虫・動物の採集
・動物の観察
・動物の記録

【知識、技能】
作成物、レポートなど
【思考、判断、表現】
レポート、作成物など
【主体性】
授業時の活動、作成物、レポートなど

〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

野外での植物観察

 野外で植物を観察することによっ
て、自然とについての理解を深め，
科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する技能を身に付
けるようにする。

野外の植物の観察，実験などを行
い，自然環境やその保全と関連付け
て科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
うとともに，科学に対する興味・関
心を高める。

・植物標本の作製
・植物マップの作製
・植物の採集
・植物の観察
・植物の記録

【知識、技能】
作成物、レポートなど
【思考、判断、表現】
レポート、作成物など
【主体性】
授業時の活動、作成物、レポートなど

〇 〇 〇 28

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 自然とについての理解を深め，科学的に探究
するために必要な観察，実験などに関する技能
を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，自然環境やその保全
と関連付けて科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に
探究しようとする態度を養うとともに，科学
に対する興味・関心を高める。

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

自然観察

（木村　嘉尚・遠藤　弘）

理科 自然観察
理科 自然観察 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 EK 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

２
学
期

第３部　光や熱の科学
【知識及び技能】
・光の直進や反射，屈折について
わかる。
・光の屈折を的確に記録し，屈折
率を求めることができる。
・波の性質や光のスペクトル，回
折や干渉のような現象の原理につ
いて理解することができる。
・電磁波の波長による分類と，そ
れぞれの利用について理解するこ
とができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・光の性質と，レンズのしくみや
眼の構造を関連づけて考え，説明
することができる。
・光の性質と色のしくみを，光の
波長と関連づけて考えることがで
きる。
・電磁波の種類と性質を，その利
用例と関連づけて考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・光の性質がどのように利用され
ているか調べようとする。
・光の波としての性質や光の色
が，どのような現象として見られ
るか調べようとする。
・身のまわりの光の色や性質につ

Ａ　光の進み方
・光の進み方，反射，屈折につい
て理解させる。
Ｂ　光の波としての性質
・光のもつ波の性質について理解
させる。
Ｃ　電磁波とその利用
・電磁波の種類とその利用につい
て理解させる。

【知識、技能】考査、実験など
【思考、判断、表現】考査、レポート、ワー

クなど
【主体性】実験、ワーク、探究活動など

○ ○ ○ 14

定期考査
○ ○

1

C 単元
【知識及び技能】
・火山活動がつくり出す景観と火
山の噴火，噴出物などによる災害
と対策について理解することがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・火山の形と噴火の特徴を，再現
実験でさまざまな条件を比較する
などして，関連づけて考えること
ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・火山活動がつくり出した景観に

１地殻変動がつくり出す景観/２地
震による災害/３プレートの動きと
地震・火山
１火山活動がつくり出す景観/２火
山活動による災害

【知識、技能】考査、実験など
【思考、判断、表現】考査、レポート、ワー
クなど
【主体性】実験、ワーク、探究活動など

○ ○ ○ 12

定期考査 ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A ４編 宇宙や地球の科学
【知識及び技能】
・太陽エネルギーによって河川の
様子が変化し，河川のはたらきに
よって形成される景観や引き起こ
される災害について理解すること
ができる。
・地殻変動によって景観が変化
し，地震などの災害が起こること
や，プレートの動きと地震・火山
の関係性について理解することが
できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・河川のはたらきがつくり出す景
観や引き起こす災害を，水の循環
や太陽エネルギーと関連づけて考
えることができる。
・地震発生のしくみと，地震に
よって引き起こされる災害と景観
について考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・気象災害について身近な例を調
べようとする。
・地殻変動がもたらす影響や災害
の様子について，モデル実験を行
うなどして調べようとする。
・地震による災害とその対策につ

１岩石の風化/２河川がつくり出す
景観/３河川による災害

【知識、技能】考査、実験など
【思考、判断、表現】考査、レポート、ワー
クなど
【主体性】実験、ワーク、探究活動など

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間
生活との関わりについての理解を深め，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて
科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探
究しようとする態度を養うとともに，科学に対
する興味・関心を高める。

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

科学と人間生活

（EK組：木村　嘉尚）

科学と人間生活

理科 科学と人間生活

理科 科学と人間生活 2



○

15

３
学
期

第１部　生命の科学
【知識及び技能】
・ヒトの生命現象にタンパク質が
関与していることや，タンパク質
が遺伝子の情報をもとにつくられ
る過程について理解することがで
きる。
・ヒトの眼の構造や視覚のしく
み，概日リズムや体内時計につい
て理解することができる。
・ホルモンによる血糖濃度の調節
のしくみと，糖尿病について理解
することができる。
・抗体による免疫のしくみと，ワ
クチン，アレルギーについてわか
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・ヒトの生命現象，タンパク質と
DNAを関連づけて考えることができ
る。
・眼の構造と視覚の性質につい
て，実験や実体験をもとに考える
ことができる。
・血糖濃度とインスリン濃度のグ
ラフを解釈し，それらと糖尿病の
関係を科学的に考察することがで
きる。
・ワクチンの種類について調べ，
比較し，表現することができる。
・免疫のしくみとワクチン，アレ
ルギーを関連づけて考えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・体をつくるタンパク質など，身
近なタンパク質について調べよう
とする。
・ヒトの視覚の性質や錯視の例な
どについて調べようとする。
・光が体内時計やヒトの行動に与
える影響について振り返って，日
常生活や社会に生かそうとする。
・血糖とヒトの健康の関係や，生
活習慣と糖尿病の関係について調
べようとする。

Ａ　タンパク質と遺伝子
・タンパク質と遺伝子の関係につ
いて理解させる。
Ｂ　ヒトの視覚と光
・光の情報によって視覚が生じ，
体内時計に影響を与えることを理
解させる。
Ｃ　血糖濃度の調節
・ホルモンの作用による血糖濃度
の調節について理解させる。
Ｄ　免疫
・抗体による生体防御について理
解させる。

【知識、技能】考査、実験など
【思考、判断、表現】考査、レポート、ワー
クなど
【主体性】実験、ワーク、探究活動など

○ ○

15

定期考査
○ ○ 1

第２部　物質の科学
【知識及び技能】
・プラスチックの種類と性質につ
いて理解することができる。
・未知のプラスチックの種類を決
定する実験を通して，結果を分析
して解釈し，プラスチックの種類
を決定する方法がわかる。
・金属の種類と用途，性質，製造
法について理解することができ
る。
・セラミックスの種類と特徴につ
いて理解することができる。
・循環型社会と3R，資源の再利用
の方法について理解することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・プラスチックの種類と製品につ
いて調べ，分類し，表現すること
ができる。
・身のまわりの金属の利用と種
類，その製造法について考えるこ
とができる。
・セラミックスの種類と用途につ
いて考え
・資源の有限性と再利用の重要性
について考えることができる。る
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・プラスチックの種類，性質およ
び用途，特殊な機能をもったプラ
スチックについて調べようとす
る。
・さまざまな金属が，どのような
特徴をもち，生活に利用されてい
るか調べようとする。
・身のまわりの金属の性質やその
利用について振り返って，日常生
活や社会に生かそうとする。
・資源の再利用について身近な例

Ａ　プラスチック
・プラスチックの種類と性質につ
いて理解させる。
Ｂ　金属
・金属の種類と用途，製造法につ
いて理解させる。
Ｃ　セラミックス
・セラミックスの種類と原料につ
いて理解させる。
Ｄ　資源の再利用
・資源の再利用を，プラスチッ
ク・金属・ガラスを例にして理解
させる。

【知識、技能】考査、実験など
【思考、判断、表現】考査、レポート、ワー
クなど
【主体性】実験、ワーク、探究活動など

○ ○ ○

○ ○ 1

２
学
期

第３部　光や熱の科学
【知識及び技能】
・光の直進や反射，屈折について
わかる。
・光の屈折を的確に記録し，屈折
率を求めることができる。
・波の性質や光のスペクトル，回
折や干渉のような現象の原理につ
いて理解することができる。
・電磁波の波長による分類と，そ
れぞれの利用について理解するこ
とができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・光の性質と，レンズのしくみや
眼の構造を関連づけて考え，説明
することができる。
・光の性質と色のしくみを，光の
波長と関連づけて考えることがで
きる。
・電磁波の種類と性質を，その利
用例と関連づけて考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・光の性質がどのように利用され
ているか調べようとする。
・光の波としての性質や光の色
が，どのような現象として見られ
るか調べようとする。
・身のまわりの光の色や性質につ

Ａ　光の進み方
・光の進み方，反射，屈折につい
て理解させる。
Ｂ　光の波としての性質
・光のもつ波の性質について理解
させる。
Ｃ　電磁波とその利用
・電磁波の種類とその利用につい
て理解させる。

【知識、技能】考査、実験など
【思考、判断、表現】考査、レポート、ワー

クなど
【主体性】実験、ワーク、探究活動など

○ ○ ○ 14

定期考査



○

15

合計

70

３
学
期

第１部　生命の科学
【知識及び技能】
・ヒトの生命現象にタンパク質が
関与していることや，タンパク質
が遺伝子の情報をもとにつくられ
る過程について理解することがで
きる。
・ヒトの眼の構造や視覚のしく
み，概日リズムや体内時計につい
て理解することができる。
・ホルモンによる血糖濃度の調節
のしくみと，糖尿病について理解
することができる。
・抗体による免疫のしくみと，ワ
クチン，アレルギーについてわか
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・ヒトの生命現象，タンパク質と
DNAを関連づけて考えることができ
る。
・眼の構造と視覚の性質につい
て，実験や実体験をもとに考える
ことができる。
・血糖濃度とインスリン濃度のグ
ラフを解釈し，それらと糖尿病の
関係を科学的に考察することがで
きる。
・ワクチンの種類について調べ，
比較し，表現することができる。
・免疫のしくみとワクチン，アレ
ルギーを関連づけて考えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・体をつくるタンパク質など，身
近なタンパク質について調べよう
とする。
・ヒトの視覚の性質や錯視の例な
どについて調べようとする。
・光が体内時計やヒトの行動に与
える影響について振り返って，日
常生活や社会に生かそうとする。
・血糖とヒトの健康の関係や，生
活習慣と糖尿病の関係について調
べようとする。

Ａ　タンパク質と遺伝子
・タンパク質と遺伝子の関係につ
いて理解させる。
Ｂ　ヒトの視覚と光
・光の情報によって視覚が生じ，
体内時計に影響を与えることを理
解させる。
Ｃ　血糖濃度の調節
・ホルモンの作用による血糖濃度
の調節について理解させる。
Ｄ　免疫
・抗体による生体防御について理
解させる。

【知識、技能】考査、実験など
【思考、判断、表現】考査、レポート、ワー
クなど
【主体性】実験、ワーク、探究活動など

○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ⅲ 群 組

教科担当者：

使用教科書：（東京書籍『化学基礎』（化基701） ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

6

B 単元
1　編
物質の構成
1章
物質の成分と構成元素
(ｱ) 単体・化合物・混合物につい
て
中学校では，第１分野「（2) 身の
回りの物質」で，物質は融点や沸
点を境に状態が変化することや，
沸点の違いによって物質が分離で
きること，水溶液中からの再結晶
について学習している。
ここでは，身近な物質を取り上
げ，物質の分離・精製や元素の確
認などの実験を通して，単体や化
合物，混合物について理解させる
とともに，基本的な実験操作及び
物質を探究する方法を身に付けさ
せることがねらいである。
(ｲ) 熱運動と物質の三態について
中学校では，第１分野「（2)ウ(ｱ)
状態変化と熱」で，状態変化に
よって物質の体積は変化するが質
量は変化しないことを学習してい
る。
ここでは，粒子の熱運動と粒子間
に働く力との関係により，物質の
状態変化が起こることを理解させ
ることがねらいである。
また，化学と人間生活に関する学
習活動と関連させながら，観察，
実験を通して，情報の収集，仮説
の設定，実験の計画，実験による
検証，実験データの分析・解釈な
ど化学的に探究する方法を習得さ
せるようにする。

・指導事項
・物質の成分
純物質と混合物
混合物の分離
・物質の構成元素
元素
単体と化合物
元素の確認
・物質の三態
物質の三態と状態間の変化
粒子の熱運動

【知識・技能】
・物質の成り立ちと分類方法として混合物と
純物質の考え方があることを理解・習得し，
その具体的なあてはめ方について基本的な知
識を身に付けている。

・元素の確認方法や同素体の性質確認につい
て理解・習得しており，その具体的なあては
め方について基本的な知識を身に付けてい
る。

・物質の三態変化や現象についての基本的な
概念を理解・習得しており，その具体的なあ
てはめ方について基本的な知識を身に付けて
いる。

【思考・判断・表現】
・物質の分離に関する種々の化学的方法と操
作を身に付け，その結果と意味について的確
に表現できる。

・元素の確認方法や同素体の性質確認などの
実験方法と操作を身に付け，その技能を習得
し的確に表現できる。

・物質の三態変化や現象を調べる方法を身に
付け，それらが熱運動と分子間力の関係で理
解されることを的確に表現できる。

・物質の成り立ちと分類に関する概念を基
に，それを用いて身の回りの物質を考察でき
る。

・元素という概念から化合物と単体という分
類が得られることを基に，そのことから身の
回りの物質についてもそれをあてはめて考察
できる。

・物質の状態変化や現象が温度と関係する熱
運動と分子間力とによって決まることを基
に，身の回りの現象にあてはめて考察でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・物質の成り立ちと分類に関心をもち，物質
が混合物と純物質に分類されることを基にし
て意欲的に探究しようとする。

・元素という考え方に関心をもち，それを用
いて化合物と単体の違い，さらには同素体や
元素の確認方法について意欲的に探究しよう
とする。

・物質の状態変化に関心をもち，熱運動と分
子間力との関係で理解されることおよび絶対
零度の存在に基づいて意欲的に探究しようと
する。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元
序　編
化学と人間生活とのかかわり
(ｱ) 人間生活の中の化学について
中学校では，第１分野「（2)ア(ｱ)
身の回りの物質とその性質」で，
有機物と無機物との違いや金属と
非金属との違い，代表的なプラス
チックであるポリエチレン，ポリ
エチレンテレフタラートなどにつ
いて学習している。
ここでは，生活を支える物質とし
て，その特性を生かして使われて
いる金属やプラスチックが，様々
な化学の研究成果に基づいて製造
されていることや再利用されてい
ることを学び，物質を対象とする
学問である化学への興味・関心を
高め，化学の学習の動機付けとす
ることがねらいである。
(ｲ) 化学とその役割について
ここでは，洗剤や食品添加物など
日常生活や社会で使われる物質の
性質に注目させ，これらの物質の
化学的な働きを理解させるととも
に，有効性と危険性の評価に基づ
いた適切な使用量について考察さ
せ，化学が果たしている役割を理
解させることがねらいである。

指導事項
・物質について学ぶ「化学」
１　人間生活のなかの化学
・文明は金属とともに
製錬
銅
アルミニウム
鉄
・セラミックス
陶磁器
ガラス
ファインセラミックス
・プラスチック
熱可塑性樹脂
熱硬化性樹脂
新機能プラスチック
・繊維
合成繊維
ナイロン，ビニロン，
アクリル，ポリエステル
２　化学とその役割
・食料の確保
化学肥料
農薬
・食品の保存
従来の保存法
食品添加物等
・洗剤
洗浄のしくみ
洗剤と環境
洗剤と環境
・物質のリスクとベネフィット
水道水と塩素
環境リスクと物質使用量

【知識・技能】
　・観察，実験などを通して物質と人間生
活，化学とその役割に関して具体的物質や社
会との関連，歴史についての基本的な概念や
原理・法則を理解し，知識を身に付けてい
る。
 
【思考・判断・表現】
・観察，実験の技能を習得するとともに，物
質と人間生活，化学とその役割に関して科学
的に探究する方法を身に付け，それらの過程
や結果及びそこから導き出した自らの考えを
的確に表現することができる。

・物質と人間生活，化学とその役割に関する
具体的物質や社会との関連，歴史の中に問題
を見いだし，観察，実験あるいは事実の分析
や総合的把握を通じて，実証的，論理的に考
察して問題を解決し，科学的に判断し，得ら
れた結果を表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・物質と人間生活，化学とその役割に関する
具体的物質や社会との関連，歴史に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらに取り組むとと
もに，科学的態度を身に付けている。

○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物質と
その変化について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

（Ⅲ群：風間）

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2



4

C 単元
2章
原子の構造と元素の周期表
(ｱ) 原子の構造について
中学校では，第１分野「(4)ア(ｲ)
原子・分子」で，物質は原子や分
子からできていることについて，
また，「(6)ア(ｲ) 原子の成り立ち
とイオン」で，原子は原子核と電
子から成り立っていることや，原
子核は陽子と中性子からできてい
ることについて学習している。
ここでは，原子の構造及び陽子，
中性子，電子の性質を理解させる
ことがねらいである。
(ｲ) 電子配置と周期表について
中学校では，第１分野「(4)ア(ｲ)
原子・分子」で，原子には多くの
種類が存在することを周期表を用
いて学習している。
ここでは，元素の周期律及び原子
の電子配置と周期表の族や周期と
の関係について理解させるこ
とがねらいである。

・指導事項
・原子の構造 (2h)
原子
同位体
・電子配置と周期表
原子の電子配置
元素の周期表

【知識・技能】
・物質の構成粒子としての原子の構造につい
て理解・習得し，具体的な原子の表現につい
ても規則性があること等の基本的な知識を身
に付けている。

・原子の電子配置について基本的な概念を理
解・習得し，具体的な扱い方の規則性につい
て基本的な知識を身に付けている。

・元素の性質に関わる周期律の考え方を理
解・習得し，電子配置と周期表との具体的な
関連について基本的な知識を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
・物質の構成粒子としての原子の構造を理解
するとともに，その表現方法を習得し，具体
的な原子について的確に表現できる。

・原子の電子配置について最外殻電子，価電
子等の概念を用いて，具体的な原子について
的確に表現できる。

・元素の性質について，電子配置を基に説明
できるとともに，周期表の構成とその意味に
ついて的確に表現できる。

・物質の構成粒子としての原子の構造を基
に，放射性同位元素の活用などについて考察
できる。

・原子の電子配置と価電子等の概念を基に，
原子の構造と性質について考察できる。

・元素の性質について，電子配置を基に，周
期律と周期表の構成について，族や周期の意
味を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物質の構成粒子としての原子の構造につい
て関心をもち，放射性同位体の活用について
も意欲的に探究しようとする。

・原子の電子配置の規則性について関心をも
ち，そのことが原子の性質についてどのよう
に関連しているかを意欲的に探究しようとす
る。

・元素の性質を電子配置に基づいて考えるこ
とに関心をもち，元素の周期律と周期表によ
る整理に関して意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○

6

定期考査 ○ ○ 1

B 単元
1　編
物質の構成
1章
物質の成分と構成元素
(ｱ) 単体・化合物・混合物につい
て
中学校では，第１分野「（2) 身の
回りの物質」で，物質は融点や沸
点を境に状態が変化することや，
沸点の違いによって物質が分離で
きること，水溶液中からの再結晶
について学習している。
ここでは，身近な物質を取り上
げ，物質の分離・精製や元素の確
認などの実験を通して，単体や化
合物，混合物について理解させる
とともに，基本的な実験操作及び
物質を探究する方法を身に付けさ
せることがねらいである。
(ｲ) 熱運動と物質の三態について
中学校では，第１分野「（2)ウ(ｱ)
状態変化と熱」で，状態変化に
よって物質の体積は変化するが質
量は変化しないことを学習してい
る。
ここでは，粒子の熱運動と粒子間
に働く力との関係により，物質の
状態変化が起こることを理解させ
ることがねらいである。
また，化学と人間生活に関する学
習活動と関連させながら，観察，
実験を通して，情報の収集，仮説
の設定，実験の計画，実験による
検証，実験データの分析・解釈な
ど化学的に探究する方法を習得さ
せるようにする。

・指導事項
・物質の成分
純物質と混合物
混合物の分離
・物質の構成元素
元素
単体と化合物
元素の確認
・物質の三態
物質の三態と状態間の変化
粒子の熱運動

【知識・技能】
・物質の成り立ちと分類方法として混合物と
純物質の考え方があることを理解・習得し，
その具体的なあてはめ方について基本的な知
識を身に付けている。

・元素の確認方法や同素体の性質確認につい
て理解・習得しており，その具体的なあては
め方について基本的な知識を身に付けてい
る。

・物質の三態変化や現象についての基本的な
概念を理解・習得しており，その具体的なあ
てはめ方について基本的な知識を身に付けて
いる。

【思考・判断・表現】
・物質の分離に関する種々の化学的方法と操
作を身に付け，その結果と意味について的確
に表現できる。

・元素の確認方法や同素体の性質確認などの
実験方法と操作を身に付け，その技能を習得
し的確に表現できる。

・物質の三態変化や現象を調べる方法を身に
付け，それらが熱運動と分子間力の関係で理
解されることを的確に表現できる。

・物質の成り立ちと分類に関する概念を基
に，それを用いて身の回りの物質を考察でき
る。

・元素という概念から化合物と単体という分
類が得られることを基に，そのことから身の
回りの物質についてもそれをあてはめて考察
できる。

・物質の状態変化や現象が温度と関係する熱
運動と分子間力とによって決まることを基
に，身の回りの現象にあてはめて考察でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・物質の成り立ちと分類に関心をもち，物質
が混合物と純物質に分類されることを基にし
て意欲的に探究しようとする。

・元素という考え方に関心をもち，それを用
いて化合物と単体の違い，さらには同素体や
元素の確認方法について意欲的に探究しよう
とする。

・物質の状態変化に関心をもち，熱運動と分
子間力との関係で理解されることおよび絶対
零度の存在に基づいて意欲的に探究しようと
する。

○ ○ ○

１
学
期



1

２
学
期

E 単元
第２編
物質の変化
1章
物質量と化学反応式
(ｱ) 物質量について
中学校では，第１分野「（2)イ(ｱ)
物質の溶解」で，質量パーセント
濃度について学習している。
ここでは，粒子の数に基づく量の
表し方である物質量の概念を導入
し，物質量と質量や気体の体積と
の関係について理解させることが
ねらいである。
(ｲ) 化学反応式について
中学校では，第１分野「（4) 化学
変化と原子・分子」で，簡単な化
学式や化学反応式，化学反応の前
後で物質の質量の総和が等しいこ
と，互いに反応する物質の質量比
が一定であることについて学習し
ている。
ここでは，化学反応式を用いて化
学反応における物質の変化とその
量的関係について理解させる
ことがねらいである。

・指導事項
・原子量・分子量・式量
原子の相対質量
原子量
分子量
式量
・物質量
アボガドロ数と物質量
1molの気体の体積
○アボガドロ定数を求める
・溶液の濃度
溶液の濃度
・化学反応式と量的関係
化学反応式
○複雑な化学反応式の係数の求め
方
化学反応式の表す量的関係

【知識及び技能】
・原子量，分子量，式量について正確に理
解・習得し，あらゆる物質について正しく表
現できる基本的な知識を身に付けている。

・アボガドロ数と物質量との関係を正確に理
解・習得し，モル質量，1molの気体の体積，
溶液の濃度等について基本的な知識を身に付
けている。

・化学反応式の書き方について理解・習得
し，その係数と物質量，気体の体積等の関係
について基本的な知識を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・原子量・分子量等と物質量との関係を説明
できるとともに，具体的な観察・実験を通し
て正確に測定できる技能を身に付け，その考
察結果を的確に表現できる。

・化学反応式と量的な関係について説明でき
るとともに，具体的な観察・実験を通して正
確に測定できる技能を身に付け，その考察結
果を的確に表現できる。

・12Cを基準とする相対質量の考え方を基
に，原子量，分子量，式量および同位体の存
在比の扱いについて考察できる。

・アボガドロ数と物質量の概念を基に，モル
質量，1molの気体の体積，溶液の濃度等につ
いて考察できる。

・化学反応式の書き方およびその意味すると
ころを基に，係数と物質量との関連について
も考察できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・相対質量としての原子量，分子量，式量に
ついて関心をもち，基準となる12Cや同位体
の存在比の扱い等について意欲的に探究しよ
うとする。

・原子や分子の量としての物質量について関
心をもち，アボガドロ数，モル質量，溶液の
濃度等について意欲的に探究しようとする。

・化学反応式の示すことについて関心をも
ち，係数が示す種々の量的な関係について意
欲的に探究しようとする。

〇 〇 〇 9

定期考査
○ ○

4

D 単元
3章
化学結合
(ｱ) イオンとイオン結合について
中学校では，第１分野「(6)ア(ｲ)
原子の成り立ちとイオン」で，イ
オンの存在や，イオンの生
成が原子の成り立ちに関係するこ
とについて学習している。
ここでは，イオンの生成を電子配
置と関連付けて理解させるととも
に，イオン結合がイオン間の静電
気的な引力による結合であること
や，イオン結合でできた物質の性
質を理解させることがねらいであ
る。
(ｲ) 金属と金属結合について
中学校では，第１分野「（2)ア(ｱ)
身の回りの物質とその性質」で，
金属は電気伝導性，金属光沢，展
性，延性などの共通した性質があ
ることについて学習している。
ここでは，金属結合は自由電子が
介在した結合であることや，金属
結合でできた物質の性質を理解さ
せることがねらいである。
(ｳ) 分子と共有結合について
中学校では，第１分野「（4)ア(ｲ)
原子・分子」で，分子は幾つかの
原子が結び付いて一つのまとまり
になったものであることについて
学習している。
ここでは，共有結合を電子配置と
関連付けて理解させることや，共
有結合でできた物質の性質を理解
させることがねらいである。
また，物質の構成に関する学習活
動と関連させながら，観察，実験
を通して，情報の収集，仮説の設
定，実験の計画，実験による検
証，実験データの分析・解釈など
化学的に探究する方法を習得させ
るようにする。

・指導事項
・イオンとイオン結合
イオンの生成
イオンの分類
イオン半径
イオン結合とイオン結晶
●イオン結晶の構造
・分子と共有結合
共有結合と分子の形成
配位結合
●錯イオンの構造と命名法
電気陰性度と分子の極性
●水素結合
●ファンデルワールス力
●分子間力
●分子間力と液体の沸点
分子結晶
●氷の結晶構造
共有結合の結晶
・金属と金属結合
金属結合
●金属結晶の構造
・物質の分類
化学結合と物質の分類
●原子半径の周期性

【知識・技能】
・イオンの生成，イオン結合の形成等につい
てその仕組みを理解・習得し，イオン化エネ
ルギーやイオン結晶等の概念について基本的
な知識を身に付けている。

・共有電子対，配位結合，電気陰性度等の考
え方を理解・習得し，結合の極性や構造式に
ついて基本的な知識を身に付けている。

・自由電子と金属結合，化学結合の多様性に
ついて理解・習得し，化学結合と結晶の性質
との関連について基本的な知識を身に付けて
いる。
　
【思考・判断・表現】
・イオンとイオン結合について説明できると
ともに，イオン化エネルギーやイオン結晶に
ついて的確に表現できる。

・分子の形成と共有結合について説明できる
とともに，極性分子と無極性分子の振る舞い
について的確に表現できる。

・金属と金属結晶および結合と結晶の性質に
ついて説明できるとともに，具体的な観察を
基に結合と結晶の性質の関係を的確に表現で
きる。

・イオンとイオン結合の概念を基に，イオン
化エネルギーの周期性やイオン結晶の構造等
について考察できる。

・分子と共有結合の概念を基に，分子の構
造，電気陰性度，結合の極性等について考察
できる。

・自由電子，イオン結合，共有結合について
の概念を基に，金属結合や結合と結晶の性質
について考察できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・イオンの生成とイオン結合の仕組みについ
て関心をもち，イオン結晶やイオン化エネル
ギー等についても意欲的に探究しようとす
る。

・分子の生成と共有結合の仕組みについて関
心をもち，配位結合，電気陰性度，結合の極
性等についても意欲的に探究しようとする。

・金属結合と金属結晶および結合と結晶の性
質について関心をもち，自由電子，静電気
力，共有結合，分子間力等を用いて意欲的に
探究しようとする。

○ ○ ○ 13

C 単元
2章
原子の構造と元素の周期表
(ｱ) 原子の構造について
中学校では，第１分野「(4)ア(ｲ)
原子・分子」で，物質は原子や分
子からできていることについて，
また，「(6)ア(ｲ) 原子の成り立ち
とイオン」で，原子は原子核と電
子から成り立っていることや，原
子核は陽子と中性子からできてい
ることについて学習している。
ここでは，原子の構造及び陽子，
中性子，電子の性質を理解させる
ことがねらいである。
(ｲ) 電子配置と周期表について
中学校では，第１分野「(4)ア(ｲ)
原子・分子」で，原子には多くの
種類が存在することを周期表を用
いて学習している。
ここでは，元素の周期律及び原子
の電子配置と周期表の族や周期と
の関係について理解させるこ
とがねらいである。

・指導事項
・原子の構造 (2h)
原子
同位体
・電子配置と周期表
原子の電子配置
元素の周期表

【知識・技能】
・物質の構成粒子としての原子の構造につい
て理解・習得し，具体的な原子の表現につい
ても規則性があること等の基本的な知識を身
に付けている。

・原子の電子配置について基本的な概念を理
解・習得し，具体的な扱い方の規則性につい
て基本的な知識を身に付けている。

・元素の性質に関わる周期律の考え方を理
解・習得し，電子配置と周期表との具体的な
関連について基本的な知識を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
・物質の構成粒子としての原子の構造を理解
するとともに，その表現方法を習得し，具体
的な原子について的確に表現できる。

・原子の電子配置について最外殻電子，価電
子等の概念を用いて，具体的な原子について
的確に表現できる。

・元素の性質について，電子配置を基に説明
できるとともに，周期表の構成とその意味に
ついて的確に表現できる。

・物質の構成粒子としての原子の構造を基
に，放射性同位元素の活用などについて考察
できる。

・原子の電子配置と価電子等の概念を基に，
原子の構造と性質について考察できる。

・元素の性質について，電子配置を基に，周
期律と周期表の構成について，族や周期の意
味を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物質の構成粒子としての原子の構造につい
て関心をもち，放射性同位体の活用について
も意欲的に探究しようとする。

・原子の電子配置の規則性について関心をも
ち，そのことが原子の性質についてどのよう
に関連しているかを意欲的に探究しようとす
る。

・元素の性質を電子配置に基づいて考えるこ
とに関心をもち，元素の周期律と周期表によ
る整理に関して意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○

１
学
期
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定期考査
○ ○ 1

F 単元
2章
酸と塩基
(ｱ) 酸・塩基と中和について
中学校では，第１分野「（6)イ
酸・アルカリとイオン」で，酸と
アルカリの性質や中和により水と
塩が生成すること，pH は７を中性
として酸性やアルカリ性の強さを
表していることについて学習して
いる。
ここでは，酸，塩基の性質や中和
反応におけるこれらの量的関係に
ついて理解させることをねらいと
している。

 

・指導事項
・酸と塩基
酸と塩基の性質
酸と塩基の定義
広い意味の酸・塩基
酸と塩基の価数
酸と塩基の強弱
・水素イオン濃度とpH
水素イオン濃度
水素イオン濃度とpH
●水のイオン積
●対数を用いたpHの求め方
pH指示薬とpHの測定
身近な物質のpH
・中和反応と塩の生成
中和反応と塩の生成
塩の種類
塩の性質
●塩の加水分解
・中和滴定
中和反応の量的関係
中和滴定
滴定曲線
○Na2CO3の2段階中和
●混合水溶液の2段階中和
○電気伝導度を利用した中和滴定

【知識及び技能】
・酸と塩基の複数の定義や分類について理
解・習得し，具体的な酸や塩基の価数や強弱
について基本的な知識を身に付けている。

・水素イオン濃度とｐHの関係について理
解・習得し，酸性・塩基性の定義や身の回り
の具体的な物質のｐH測定等の考察を通じて
基本的な知識を身に付けている。

・中和反応の量的関係について理解・習得
し，塩の生成や中和滴定の実験を通じて具体
的な器具や指示薬，滴定曲線についての基本
的な知識を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・酸と塩基の異なる定義について説明できる
とともに，具体的な分類方法について考察し
的確に表現できる。

・水素イオン濃度とｐHの関係について説明
できるとともに，身近な物質のｐH測定結果
や酸性・塩基性の基準について考察し的確に
表現できる。

・中和反応の定義とその量的関係について説
明できるとともに，中和反応や塩の生成に関
する実験，さらには中和滴定実験を行い，器
具の扱い方や指示薬の選択についての技能を
習得し，合わせて考察結果を的確に表現でき
る。
・酸と塩基の定義や性質を基に，具体的な酸
や塩基の価数や強弱について考察できる。

・水素イオン濃度とｐHの関係を基に，ｐHの
具体的な求め方，身近な物質のｐH値さらに
は酸性・塩基性の基準について考察できる。

・中和反応の定義を基に，具体的な反応とそ
の量的関係や生成する塩の性質についての実
験，さらには中和滴定の具体的方法や滴定曲
線に関して考察できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・酸と塩基の異なる定義や性質について関心
をもち，分類に関する価数，強弱，具体的な
酸と塩基について意欲的に探究しようとす
る。

・水素イオン濃度の目安としてのｐHについ
て関心をもち，その定義や具体的な数値，身
近な物質のｐHについて意欲的に探究しよう
とする。

・中和反応について関心をもち，反応の定義
や生成する塩の性質，量的関係，具体的な中
和滴定の方法や器具，指示薬等について意欲
的に探究しようとする。

〇 〇 〇

○ ○ 1
２
学
期

E 単元
第２編
物質の変化
1章
物質量と化学反応式
(ｱ) 物質量について
中学校では，第１分野「（2)イ(ｱ)
物質の溶解」で，質量パーセント
濃度について学習している。
ここでは，粒子の数に基づく量の
表し方である物質量の概念を導入
し，物質量と質量や気体の体積と
の関係について理解させることが
ねらいである。
(ｲ) 化学反応式について
中学校では，第１分野「（4) 化学
変化と原子・分子」で，簡単な化
学式や化学反応式，化学反応の前
後で物質の質量の総和が等しいこ
と，互いに反応する物質の質量比
が一定であることについて学習し
ている。
ここでは，化学反応式を用いて化
学反応における物質の変化とその
量的関係について理解させる
ことがねらいである。

・指導事項
・原子量・分子量・式量
原子の相対質量
原子量
分子量
式量
・物質量
アボガドロ数と物質量
1molの気体の体積
○アボガドロ定数を求める
・溶液の濃度
溶液の濃度
・化学反応式と量的関係
化学反応式
○複雑な化学反応式の係数の求め
方
化学反応式の表す量的関係

【知識及び技能】
・原子量，分子量，式量について正確に理
解・習得し，あらゆる物質について正しく表
現できる基本的な知識を身に付けている。

・アボガドロ数と物質量との関係を正確に理
解・習得し，モル質量，1molの気体の体積，
溶液の濃度等について基本的な知識を身に付
けている。

・化学反応式の書き方について理解・習得
し，その係数と物質量，気体の体積等の関係
について基本的な知識を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・原子量・分子量等と物質量との関係を説明
できるとともに，具体的な観察・実験を通し
て正確に測定できる技能を身に付け，その考
察結果を的確に表現できる。

・化学反応式と量的な関係について説明でき
るとともに，具体的な観察・実験を通して正
確に測定できる技能を身に付け，その考察結
果を的確に表現できる。

・12Cを基準とする相対質量の考え方を基
に，原子量，分子量，式量および同位体の存
在比の扱いについて考察できる。

・アボガドロ数と物質量の概念を基に，モル
質量，1molの気体の体積，溶液の濃度等につ
いて考察できる。

・化学反応式の書き方およびその意味すると
ころを基に，係数と物質量との関連について
も考察できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・相対質量としての原子量，分子量，式量に
ついて関心をもち，基準となる12Cや同位体
の存在比の扱い等について意欲的に探究しよ
うとする。

・原子や分子の量としての物質量について関
心をもち，アボガドロ数，モル質量，溶液の
濃度等について意欲的に探究しようとする。

・化学反応式の示すことについて関心をも
ち，係数が示す種々の量的な関係について意
欲的に探究しようとする。

〇 〇 〇 9

定期考査
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〇 10

合計

３
学
期

G単元
3章
酸化還元反応
(ｲ) 酸化と還元について
中学校では，第１分野「（4)イ(ｲ)
酸化と還元」で，酸化や還元が酸
素の関係する反応であることにつ
いて学習している。
ここでは，酸化還元反応が電子の
授受によって説明できることや，
それが日常生活や社会に深くかか
わっていることを理解させること
がねらいである。

・指導事項
・酸化と還元
酸化と還元
酸化数
酸化還元反応と酸化数
○原子の酸化数の範囲
・酸化剤と還元剤
酸化剤と還元剤
電子の授受と酸化還元反応式
酸化剤と還元剤のはたらきの強さ
○硫酸で酸性にした水溶液中での
酸化還元反応
酸化剤と還元剤の量的関係
○ヨウ素滴定
・金属の酸化還元反応
金属のイオン化傾向
金属の反応性
・酸化還元反応の応用
電池のしくみ
●ボルタ電池とダニエル電池
実用電池
●活物質，一次電池，二次電池，
燃料電池
金属の製錬
●電気分解
●陽極と陰極での反応
●塩化銅水溶液，水の電気分解
●電気分解の量的関係
●ファラデーの電気分解の法則，
電気量，ファラデー定数
●電気分解の応用
●標準電極電位
○川や湖の汚れを示す指標（化学
的酸素要求量COD）

【知識及び技能】
・酸化還元反応の定義を理解・習得し，電子
の授受や酸化数の変化による説明や具体的な
酸化剤・還元剤の反応に関する基本的な知識
を身に付けている。

・金属のイオン化傾向について理解・習得
し，具体的な金属の反応性について基本的な
知識を身に付けている。

・酸化還元反応の応用としての電池，電気分
解を理解し，具体的な電池の構造や電気分解
での反応について基本的な知識を身に付けて
いる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・酸化剤と還元剤の反応に関する観察・実験
を行い，その基本的操作や記録の仕方を習得
するとともに，その過程や結果を考察し，的
確に表現できる。

・金属のイオン化傾向に関する観察・実験を
行い，その結果を考察し的確に表現できる。

・酸化還元反応の応用としての電池や電気分
解を説明し，観察・実験の過程や結果を考察
し，的確に表現できる。

・酸化還元反応の定義と酸化数の定義の有効
性を基に，具体的な酸化剤や還元剤の反応に
あてはめ，事物・現象の中の共通性について
考察できる。それらに基づき酸化還元反応を
論理的に考察できる。

・金属のイオン化傾向を基に，いろいろな金
属の反応性について考察できる。

・酸化還元反応の応用としての電池，電気分
解を具体例として，酸化還元反応としての規
則性，共通性を見出し論理的に考察できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・酸化還元反応について関心をもち，電子の
授受や酸化数という観点で具体的な酸化剤や
還元剤のはたらきについて意欲的に探究しよ
うとする。

・金属のイオン化傾向について関心をもち，
空気中での反応，水や酸との反応について意
欲的に探究しようとする。

・酸化還元反応の応用としての電池や電気分
解に関心をもち，電池の分類や具体的な電池
の構造，電気分解での反応等について意欲的
に探究しようとする。

〇 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 群

教科担当者：

使用教科書：（東京書籍「改訂 化学」(化学308) ）

教科 の目標：

科目 の目標：

・指導事項
・気体
ボイルの法則
シャルルの法則
ボイル・シャルルの法則
・気体の状態方程式
気体の状態方程式
気体の分子量
混合気体
理想気体と実在気体
○実在気体と理想気体のずれ
○実在気体の状態変化
◎●実在気体の状態方程式

【知識・技能】
・ボイル・シャルルの法則の意味を理解・習得
し，その具体的なあてはめ方について基本的な
知識を身に付けている。

・気体の状態方程式・分圧の法則・理想気体と
実在気体の意味を理解・習得し，その具体的な
あてはめ方について基本的な知識を身に付けて
いる。
　
【思考・判断・表現】
・気体の状態方程式を用いて揮発性物質の分子
量を測定する化学的方法と操作を身に付け，そ
の結果と意味について的確に表現できる。

・液体どうしの混ざり方方を分子の極性の有無
の観点で調べる化学的方法と操作を身に付け，
その結果と意味について的確に表現できる。

・ボイル・シャルルの法則を用いて，気体の圧
力・体積・絶対温度の関係及び状態変化につい
て考察できる。

・気体の状態方程式，混合気体の分圧の法則，
理想気体と実在気体についての概念をもとに，
気体の分子量，混合気体の状態方程式，実在気
体における分子間力と分子の大きさの影響等に
ついて考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ボイル・シャルルの法則について関心をも
ち，絶対温度や絶対零度の概念をもとに気体の
圧力・体積・温度の関係について意欲的に探究
しようとする。

・気体の状態方程式，混合気体の性質，理想気
体と実在気体について関心をもち，気体定数・
分圧の法則・分子間力と分子の大きさという考
え方を用いてその概念形成を意欲的に探究しよ
うとする。

○ ○ ○ 6

配当
時数

１
学
期

A 単元
1編
物質の状態
1章
物質の状態
(ｱ) 状態変化について
「化学基礎」では，「(1)イ(ｲ) 熱
運動と物質の三態」で，粒子の熱運
動と物質の三態変化との関係につい
て，また，「(2)イ 物質と化学結
合」で，イオン結合，金属結合，共
有結合について学習している。
ここでは，物質の沸点，融点を分子
間力や化学結合と関連付けて理解さ
せるとともに，状態変化に伴うエネ
ルギーの出入りや，状態間の平衡と
温度や圧力との関係について理解さ
せることがねらいである。

・指導事項
・物質の三態
状態変化とエネルギー
状態変化と分子間力
・気体・液体間の状態変化(3h)
気体の圧力
○水銀柱による圧力の測定
気液平衡と蒸気圧
沸騰

【知識・技能】
・物質の三態変化について，エネルギー・温
度・分子間力の影響を理解・習得し，その具体
的なあてはめ方について基本的な知識を身に付
けている。

・気体・液体間の状態変化について，気液平
衡・沸騰の現象や状態図を理解・習得し，その
具体的なあてはめ方について基本的な知識を身
に付けている
。
【思考・判断・表現】
・水の三態変化における温度・圧力と沸騰の関
係について調べる化学的方法と操作を身に付
け，その結果と意味について的確に表現でき
る。

・イオン・金属・分子からなる物質の性質を調
べ，比べる化学的方法と操作を身に付け，その
結果と意味について的確に表現できる。

・物質の三態とその変化について，それに伴う
エネルギーの出入りや分子間力に関する概念を
もとに考察できる。

・気体・液体間の状態変化について，気液平
衡・沸騰などの現象や状態図の概念を用いて考
察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・物質の三態とその変化について関心をもち，
状態変化とエネルギーや分子間力との関係に関
して意欲的に探究しようとする。

・気体・液体間の状態変化について関心をも
ち，気液平衡・沸騰などの現象に関して状態図
を用いて意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 6

B 単元
２章
気体の性質
(ｲ) 気体の性質について
「化学基礎」では，「(1)イ(ｲ) 熱
運動と物質の三態」で，気体の温度
と粒子の熱運動との関係及び絶対温
度について，また，「(3)ア(ｱ) 物
質量」で，物質量と気体の体積との
関係について学習している。
ここでは，理想気体の体積と圧力や
絶対温度との関係を理解させること
がねらいである。

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め、科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的
に探究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【学びに向かう力、人間性等】 自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

Ⅳ・Ⅴ

（Ⅳ・Ⅴ群：風間）

理科 化学
理科 化学 4



6

D 単元
４章　固体の構造
(ｳ) 固体の構造について
「化学基礎」では，「(2)イ 物質と
化学結合」で，イオン結合，金属結
合，共有結合でできた物質について
学習している。
ここでは，固体の結晶格子の概念と
結晶の構造について理解させること
がねらいである。

・指導事項
・結晶
結晶の種類
・金属結晶の構造
金属結晶の構造
○最密構造
○充塡率
・イオン結晶の構造
イオン結晶の構造
・そのほかの結晶と非晶質
分子結晶
共有結合の結晶
○ダイヤモンドの結晶の単位格子と
密度
非晶質
◎●イオン結晶の安定性

【知識・技能】
・金属結晶の単位格子の構造と種類について理
解・習得し，原子半径と単位格子の一辺の長さ
の関係や充塡率について基本的な知識を身に付
けている。

・イオン結晶の単位格子の構造と種類について
理解・習得し，その安定性についても基本的な
知識を身に付けている。

・共有結合の結晶・分子結晶・非晶質の構造に
ついて理解・習得し，それらの特性についても
基本的な知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・球を用いて金属結晶のモデルを作り，球の重
なり方により生じる構造の違いを説明できると
ともに，単位格子の種類について的確に表現で
きる。

・イオン結晶，共有結合の結晶，分子結晶の単
位格子モデルについて，それらの構造の類似点
と相違点について観察し，その結果と意味につ
いて的確に表現できる。

・金属結晶の種類と粒子の配置について，充塡
率や原子半径と単位格子の一辺の長さ等の考え
方を用いて考察できる。

・イオン結晶の種類と単位格子の関係につい
て，イオン半径と結晶の安定性という考え方を
用いて考察できる。

・共有結合の結晶・分子結晶・非晶質につい
て，その他の結晶構造に関する考え方をもとに
考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・金属結晶の構造や種類について関心をもち，
単位格子や充塡率等について意欲的に探究しよ
うとする。

・イオン結晶の構造や種類について関心をも
ち，単位格子やイオン半径と結晶の安定性等に
ついて意欲的に探究しようとする。

・共有結合の結晶や分子結晶の構造・種類，さ
らには非晶質について関心をもち，その他の結
晶との類似点や相違点についても意欲的に探究
しようとする。

○ ○ ○

8

定期考査 ○ ○ 1

C 単元
３章
溶液の性質
(ｲ) 溶液とその性質について
ここでは，溶媒と溶液の性質の違い
を身近な現象を通して理解させると
ともに，コロイド溶液の性質につい
て理解させることがねらいである。

・指導事項
・溶解
溶解のしくみ
固体の溶解度
溶液の濃度
気体の溶解度
・希薄溶液の性質
蒸気圧降下と沸点上昇
●ラウールの法則
凝固点降下
沸点上昇・凝固点降下と分子量
浸透圧
浸透圧と分子量
・コロイド
コロイド粒子
コロイド溶液の性質
コロイド溶液の種類

【知識・技能】
・固体や気体の溶解度と温度や圧力との関係，
沸点上昇や凝固点降下と溶質の分子量，浸透圧
と溶質の分子量の関係について，その意味を理
解・習得し，その具体的なあてはめ方について
基本的な知識を身に付けている。

・コロイド粒子と溶液の性質ついて理解・習得
し，その具体的な例について基本的な知識を身
に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・溶液の冷却曲線を調べること，およびその方
法を用いて希薄溶液の凝固点降下を測定するこ
とで溶媒のモル凝固点降下を求める化学的方法
と操作を身に付ける。その上で，凝固点降下の
測定値を用いて，種々の溶質について溶液中で
の状態を推測する探究的方法を身に付け，その
結果を的確に表現できる。

・コロイド溶液の性質を調べる化学的方法と操
作を身に付け，その結果と意味について的確に
表現できる。

・溶解とそのしくみ，固体や気体の溶解度，希
薄溶液が示す沸点上昇・凝固点降下・浸透圧に
ついて，水和・溶媒や溶質分子の極性・溶解度
曲線・蒸気圧降下・凝固・溶解平衡等の概念を
用いて考察できる。

・コロイド溶液とその性質について，コロイド
粒子の大きさと分子の大きさとの違いによる特
性として考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・溶解とそのしくみ，固体や気体の溶解度，希
薄溶液が示す沸点上昇・凝固点降下・浸透圧に
ついて関心をもち，それらの現象を説明する原
理や概念について意欲的に探究しようとする。

・コロイド溶液とその性質について関心をも
ち，コロイド粒子の分類や特性について意欲的
に探究しようとする。

○ ○ ○

・指導事項
・気体
ボイルの法則
シャルルの法則
ボイル・シャルルの法則
・気体の状態方程式
気体の状態方程式
気体の分子量
混合気体
理想気体と実在気体
○実在気体と理想気体のずれ
○実在気体の状態変化
◎●実在気体の状態方程式

【知識・技能】
・ボイル・シャルルの法則の意味を理解・習得
し，その具体的なあてはめ方について基本的な
知識を身に付けている。

・気体の状態方程式・分圧の法則・理想気体と
実在気体の意味を理解・習得し，その具体的な
あてはめ方について基本的な知識を身に付けて
いる。
　
【思考・判断・表現】
・気体の状態方程式を用いて揮発性物質の分子
量を測定する化学的方法と操作を身に付け，そ
の結果と意味について的確に表現できる。

・液体どうしの混ざり方方を分子の極性の有無
の観点で調べる化学的方法と操作を身に付け，
その結果と意味について的確に表現できる。

・ボイル・シャルルの法則を用いて，気体の圧
力・体積・絶対温度の関係及び状態変化につい
て考察できる。

・気体の状態方程式，混合気体の分圧の法則，
理想気体と実在気体についての概念をもとに，
気体の分子量，混合気体の状態方程式，実在気
体における分子間力と分子の大きさの影響等に
ついて考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ボイル・シャルルの法則について関心をも
ち，絶対温度や絶対零度の概念をもとに気体の
圧力・体積・温度の関係について意欲的に探究
しようとする。

・気体の状態方程式，混合気体の性質，理想気
体と実在気体について関心をもち，気体定数・
分圧の法則・分子間力と分子の大きさという考
え方を用いてその概念形成を意欲的に探究しよ
うとする。

○ ○ ○ 6

１
学
期

B 単元
２章
気体の性質
(ｲ) 気体の性質について
「化学基礎」では，「(1)イ(ｲ) 熱
運動と物質の三態」で，気体の温度
と粒子の熱運動との関係及び絶対温
度について，また，「(3)ア(ｱ) 物
質量」で，物質量と気体の体積との
関係について学習している。
ここでは，理想気体の体積と圧力や
絶対温度との関係を理解させること
がねらいである。
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F 単元
2章
電池と電気分解
(ｲ) 電気分解について
「化学基礎」では，「（3)イ(ｲ) 酸
化と還元」で，酸化と還元が電子の
授受によることについて学習してい
る。
ここでは，電気分解においては，外
部から供給された電気エネルギーが
化学エネルギーに変換されること
や，反応に関与した物質の変化量が
流した電気量に比例することを理解
させることがねらいである。
(ｳ) 電池について
中学校では，第１分野「(6)ア(ｳ)
化学変化と電池」で，電解質水溶液
と２種類の金属などで電池の実験を
行い，化学エネルギーが電気エネル
ギーに変換されることを学習してい
る。
ここでは，電池は酸化還元反応によ
り化学エネルギーを電気エネルギー
に変換して取り出す仕組みであるこ
とを理解させることがねらいであ
る。

・指導事項
・電池
電池の原理
実用電池
○リチウムイオン電池のしくみ
○標準電極電位
・電気分解
電気分解
電気分解における反応
金属イオンの電気分解と陰極の反応
電気分解の法則
○電気分解槽の接続方法

【知識・技能】
・電池の原理と実用電池の反応の様式やしくみ
について理解・習得し，個々の具体的な反応に
ついて基本的な知識を身に付けている。

・電気分解の原理と金属のイオン化傾向や陰イ
オンの反応のしやすさ，さらにはファラデーの
法則について理解・習得し，個々の具体的な電
気分解の反応と量的関係の考察を通じて基本的
な知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・燃料電池の性能を測定し，さらに燃料の量と
電池の寿命との関係を調べることで，電極での
反応を説明できるとともに，結果を考察し的確
に表現できる。

・塩化銅(Ⅱ)水溶液及び塩化ナトリウム水溶液
の電気分解における変化の観察を通じて，両極
における反応を説明できるとともに，結果を考
察し的確に表現できる。

・硫酸銅(Ⅱ)水溶液の電気分解を用いて電気量
と電極の質量変化を測定し，ファラデー定数の
値を算出するとともに，その原理的過程を考察
し的確に表現できる。

・電池の原理をもとに実用電池のしくみと反応
について，一次電池・二次電池等の分類及びリ
チウムイオン電池や燃料電池等についても考察
できる。

・金属のイオン化傾向や陰イオンの反応のしや
すさ，さらに電気分解の量的関係を示すファラ
デーの法則をもとに，個々の反応を原理的かつ
具体的に電気分解を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電池の原理と実用電池について関心をもち，
共通する反応様式や具体的なしくみについて意
欲的に探究しようとする。

・電気分解の原理と具体的な水溶液の電気分解
について関心をもち，共通する反応様式や具体
的な反応における量的関係について意欲的に探
究しようとする。

○ ○ ○

6

E 単元
２編
化学反応とエネルギー
1章
化学反応と熱・光
(ｱ) 化学反応と熱・光について
中学校では，第１分野「(4)イ(ｳ)
化学変化と熱｣で，化学変化には熱
の出入りが伴うことについて学習し
ている。
ここでは，化学反応の前後における
物質のもつ化学エネルギーの差が
熱，光の発生や吸収となって現れる
ことや，これらのエネルギーの出入
りが熱化学方程式で表せることを理
解させることがねらいである。

・指導事項
・反応熱と熱化学方程式
化学反応と熱の出入り
熱化学方程式
いろいろな反応熱
・ヘスの法則
ヘスの法則
生成熱と反応熱の関係
結合エネルギー
・光とエネルギー
光とエネルギー
物質と光
◎●格子エネルギー

【知識・技能】
・反応熱を正確に表現できる熱化学方程式につ
いて理解・習得し，いろいろな反応熱について
正しく表現できる基本的な知識を身に付けてい
る。

・エネルギーとしての光も含めてヘスの法則の
意味するところを理解・習得し，その応用とし
ての生成熱や結合エネルギーの扱い方について
基本的な知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・具体的な発熱反応と吸熱反応の温度変化を調
べることで，「化学カイロ」や「冷却パック」
のしくみを考察し，さらにヘスの法則を検証す
ることで，観察・実験を通して正確に測定でき
る技能を身に付け，その考察結果を的確に表現
できる。

・熱化学方程式が示す化学反応と反応熱の考え
方をもとに，エネルギーとしてのいろいろな反
応熱に関して状態変化も含み考察できる。

・光のエネルギーという考え方を理解するとと
もに，生成熱や結合エネルギーという概念をも
とに，反応経路と反応熱の関係をヘスの法則を
用いて考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・化学反応に伴う熱・光の生成について関心を
もち，熱の発生・吸収やその表し方，反応熱の
種類等について意欲的に探究しようとする。

・反応熱と反応経路の関係に関心をもち，ヘス
の法則や生成熱・結合エネルギーと反応熱の量
的関係について意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 7

D 単元
４章　固体の構造
(ｳ) 固体の構造について
「化学基礎」では，「(2)イ 物質と
化学結合」で，イオン結合，金属結
合，共有結合でできた物質について
学習している。
ここでは，固体の結晶格子の概念と
結晶の構造について理解させること
がねらいである。

・指導事項
・結晶
結晶の種類
・金属結晶の構造
金属結晶の構造
○最密構造
○充塡率
・イオン結晶の構造
イオン結晶の構造
・そのほかの結晶と非晶質
分子結晶
共有結合の結晶
○ダイヤモンドの結晶の単位格子と
密度
非晶質
◎●イオン結晶の安定性

【知識・技能】
・金属結晶の単位格子の構造と種類について理
解・習得し，原子半径と単位格子の一辺の長さ
の関係や充塡率について基本的な知識を身に付
けている。

・イオン結晶の単位格子の構造と種類について
理解・習得し，その安定性についても基本的な
知識を身に付けている。

・共有結合の結晶・分子結晶・非晶質の構造に
ついて理解・習得し，それらの特性についても
基本的な知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・球を用いて金属結晶のモデルを作り，球の重
なり方により生じる構造の違いを説明できると
ともに，単位格子の種類について的確に表現で
きる。

・イオン結晶，共有結合の結晶，分子結晶の単
位格子モデルについて，それらの構造の類似点
と相違点について観察し，その結果と意味につ
いて的確に表現できる。

・金属結晶の種類と粒子の配置について，充塡
率や原子半径と単位格子の一辺の長さ等の考え
方を用いて考察できる。

・イオン結晶の種類と単位格子の関係につい
て，イオン半径と結晶の安定性という考え方を
用いて考察できる。

・共有結合の結晶・分子結晶・非晶質につい
て，その他の結晶構造に関する考え方をもとに
考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・金属結晶の構造や種類について関心をもち，
単位格子や充塡率等について意欲的に探究しよ
うとする。

・イオン結晶の構造や種類について関心をも
ち，単位格子やイオン半径と結晶の安定性等に
ついて意欲的に探究しようとする。

・共有結合の結晶や分子結晶の構造・種類，さ
らには非晶質について関心をもち，その他の結
晶との類似点や相違点についても意欲的に探究
しようとする。

○ ○ ○

１
学
期
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定期考査
○ ○ 1

H 単元
2章
化学平衡
(ｲ) 化学平衡とその移動について
ここでは，可逆反応，化学平衡及び
化学平衡の移動について理解させる
ことがねらいである。

・指導事項
・可逆反応と化学平衡
可逆反応と不可逆反応
化学平衡
平衡定数と化学平衡の法則
○反応速度定数と平衡定数
○平衡定数と気体の分圧の関係
・平衡の移動
平衡移動の原理
濃度変化と平衡の移動
○濃度変化による平衡のしくみ
圧力変化と平衡の移動
○圧力変化による平衡の移動のしく
み
○反応に関わらない成分を加えたと
きの平衡移動
温度変化と平衡の移動
○温度変化による平衡の移動のしく
み
触媒と平衡の移動
ルシャトリエの原理の化学工業への
応用
◎●化学反応の進む方向

【知識・技能】
・可逆反応における化学平衡の意味，固体反応
を含む平衡定数を理解・習得し，具体的な反応
についてあてはめる基本的な知識を身に付けて
いる。

・ルシャトリエの原理とその工業的な応用とし
てのアンモニア合成について理解・習得し，
個々の具体的な反応にあてはめる基本的な知識
を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
 ・平衡移動に与える濃度・温度の影響を調べ
る実験を通じてルシャトリエの原理を検証する
とともに，その結果を考察し的確に表現でき
る。

・2種類の錯イオン間の可逆反応について，温
度変化による平衡移動を観察することで，正反
応の発熱・吸熱をルシャトリエの原理を用いて
考察し的確に表現できる。

・固体の関与する反応を含む可逆反応の化学平
衡状態を正逆反応の速度が等しいこと及び平衡
定数を用いて考察できる。

・ルシャトリエの原理を用いて，濃度・圧力・
温度の変化及び触媒の有無による平衡移動の方
向を考察し，その応用としてのアンモニアの工
業的製法の条件を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・可逆反応と不可逆反応，化学平衡について関
心をもち，その意味や平衡状態の表し方につい
て意欲的に探究しようとする。

・化学平衡の移動とその原理や工業的応用につ
いて関心をもち，濃度・圧力・温度・触媒の影
響やアンモニア合成について意欲的に探究しよ
うとする。

○ ○ ○

8

G 単元
３編
化学反応の速さと平衡
３編
化学反応の速さと平衡
(ｱ) 反応速度について
ここでは，反応速度が単位時間内に
変化する物質の量で表わされること
や，反応速度が濃度，温度，触媒な
どの影響を受けて変わることを理解
させることがねらいである。

・指導事項
・反応の速さ
速い反応と遅い反応
反応の速さの表し方
・反応速度を変える条件
反応速度と濃度
○反応速度定数の求め方
反応速度と温度
反応速度と触媒
○固体触媒のはたらき方
反応速度を変えるほかの要因
・反応のしくみ
粒子の衝突
●複合反応と律速段階
活性化エネルギー
●活性化エネルギーと温度

【知識・技能】
・化学反応速度の意味と表現方法，濃度・温
度・触媒・固体表面積等の影響を理解・習得
し，具体的な反応についてあてはめる基本的な
知識を身に付けている。

・触媒の作用を含む反応のしくみについて理
解・習得し，具体的な反応にあてはめる基本的
な知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・過酸化水素水の分解反応による酸素発生量を
測定し，その反応速度を算出するとともに，そ
の結果を考察し的確に表現できる。

・反応速度と温度の関係を調べるために，濃度
を一定にして反応温度を変化させて反応速度を
測定する化学的方法を身に付け，さらに測定結
果と反応速度式とを関連付けて速度定数につい
て探究的に考察し，その結果を的確に表現でき
る。

・化学反応の速さに与える濃度・温度・触媒・
固体の表面積・光の作用の影響について，反応
速度式や反応速度定数等の考え方や実験データ
をもとに考察できる。

・触媒の作用を含む化学反応のしくみについ
て，反応速度式・活性化エネルギー等の考え方
を用いて考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・化学反応の速さとその決定要因について関心
をもち，その表し方や濃度・温度・触媒の作用
について意欲的に探究しようとする。

・化学反応のしくみについて関心をもち，衝突
頻度，活性化エネルギーと触媒の関係について
意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 5

F 単元
2章
電池と電気分解
(ｲ) 電気分解について
「化学基礎」では，「（3)イ(ｲ) 酸
化と還元」で，酸化と還元が電子の
授受によることについて学習してい
る。
ここでは，電気分解においては，外
部から供給された電気エネルギーが
化学エネルギーに変換されること
や，反応に関与した物質の変化量が
流した電気量に比例することを理解
させることがねらいである。
(ｳ) 電池について
中学校では，第１分野「(6)ア(ｳ)
化学変化と電池」で，電解質水溶液
と２種類の金属などで電池の実験を
行い，化学エネルギーが電気エネル
ギーに変換されることを学習してい
る。
ここでは，電池は酸化還元反応によ
り化学エネルギーを電気エネルギー
に変換して取り出す仕組みであるこ
とを理解させることがねらいであ
る。

・指導事項
・電池
電池の原理
実用電池
○リチウムイオン電池のしくみ
○標準電極電位
・電気分解
電気分解
電気分解における反応
金属イオンの電気分解と陰極の反応
電気分解の法則
○電気分解槽の接続方法

【知識・技能】
・電池の原理と実用電池の反応の様式やしくみ
について理解・習得し，個々の具体的な反応に
ついて基本的な知識を身に付けている。

・電気分解の原理と金属のイオン化傾向や陰イ
オンの反応のしやすさ，さらにはファラデーの
法則について理解・習得し，個々の具体的な電
気分解の反応と量的関係の考察を通じて基本的
な知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・燃料電池の性能を測定し，さらに燃料の量と
電池の寿命との関係を調べることで，電極での
反応を説明できるとともに，結果を考察し的確
に表現できる。

・塩化銅(Ⅱ)水溶液及び塩化ナトリウム水溶液
の電気分解における変化の観察を通じて，両極
における反応を説明できるとともに，結果を考
察し的確に表現できる。

・硫酸銅(Ⅱ)水溶液の電気分解を用いて電気量
と電極の質量変化を測定し，ファラデー定数の
値を算出するとともに，その原理的過程を考察
し的確に表現できる。

・電池の原理をもとに実用電池のしくみと反応
について，一次電池・二次電池等の分類及びリ
チウムイオン電池や燃料電池等についても考察
できる。

・金属のイオン化傾向や陰イオンの反応のしや
すさ，さらに電気分解の量的関係を示すファラ
デーの法則をもとに，個々の反応を原理的かつ
具体的に電気分解を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電池の原理と実用電池について関心をもち，
共通する反応様式や具体的なしくみについて意
欲的に探究しようとする。

・電気分解の原理と具体的な水溶液の電気分解
について関心をもち，共通する反応様式や具体
的な反応における量的関係について意欲的に探
究しようとする。

○ ○ ○

１
学
期
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J 単元
４編
無機物質
1章
周期表と元素
2章
非金属元素の単体と化合物
3章
典型金属元素の単体と化合物
4章
遷移元素の単体と化合物
5章
無機物質と人間生活
(ｱ) 典型元素について
「化学基礎」では，「(2)イ 物質と
化学結合」で，化学結合に関連して
幾つかの無機物質について学習して
いる。
ここでは，典型元素の単体及びその
化合物の性質や反応について,周期
表と関連付けて理解させることがね
らいである。
(ｲ) 遷移元素について
ここでは，遷移元素の単体及びその
化合物の性質や反応について理解さ
せることがねらいである。
(ｳ) 無機物質と人間生活について
ここでは，アで取り上げた物質のほ
か，人間生活に広く利用されている
無機物質を扱う。

・指導事項
・周期表と元素
元素の分類
・水素と希ガス（貴ガス）
水素
希ガス（貴ガス）
・ハロゲンとその化合物
ハロゲン
ハロゲンの化合物
・酸素・硫黄とその化合物
酸素
酸化物の性質とオキソ酸
硫黄とその化合物
○硫酸の製造と発煙硫酸
・窒素・リンとその化合物
窒素とその化合物
リンとその化合物
・炭素・ケイ素とその化合物
炭素とその化合物
ケイ素とその化合物
◎●さまざまな無機化合物とオク
テット則
○気体の発生と捕集方法
・アルカリ金属とその化合物
アルカリ金属
ナトリウムの化合物
・2族元素とその化合物
2族元素の単体
2族元素の化合物
・1，2族以外の典型金属元素とその
化合物
アルミニウムとその化合物
・遷移元素とその化合物
遷移元素の特徴
錯イオン
鉄とその化合物
銅とその化合物
○硫酸銅（Ⅱ）五水和物の構造
銀とその化合物
クロムとその化合物
マンガンとその化合物
・金属イオンの分離・確認
塩化物イオンCl-との反応
硫化物イオンS2-との反応
水酸化物イオンとOH-との反応
炭酸イオンCO32-・硫酸イオンSO42-
との反応
○金属イオンの反応のまとめ
金属イオンの系統分離
・金属
金属の分類と製錬
金属の利用
・セラミックス
セラミックス
ガラス
陶磁器とセメント
ファインセラミックス

【知識・技能】
・単体や無機化合物の性質や反応に関する基本
的な概念や原理・法則及び周期表との関係を理
解し，知識を身に付けている。

・単体や無機化合物について，化学工業に関連
付けて理解し，知識を身に付けている。

・単体や無機化合物について，人間生活と関連
付けて理解し，知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・単体や無機化合物の性質や反応に関する観
察，実験を行い，その基本的操作や記録の仕方
を習得している。

・単体や無機化合物に関する観察，実験の過程
や結果から導き出した自らの考えを的確に表現
できる。
 
・単体や無機化合物の性質や反応などを，周期
表と関連付けて考察できる。

・日常生活と関わりの深い無機物質とそのイオ
ンについて観察，実験などを行い，規則性を見
いだし，さまざまな事物・現象の生じる要因や
仕組みを科学的に考察できる。

・無機物質と化学工業との関係をさまざまな観
点で捉え，無機物質の工業的製造法などを科学
的に考察できる。

・単体や無機化合物が人間生活にどのように関
わっているかを科学的に考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・単体や無機化合物の性質や反応に関する事
物・現象に関心をもち，それらに関する基本的
な概念や法則を意欲的に探究しようとする。

・単体や無機化合物について観察，実験を行う
とともに，それらの利用としての化学工業と関
連付けて意欲的に探究しようとする。

・単体や無機化合物と日常生活や社会との関連
について関心をもち，人間生活との関わりにつ
いて意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 20
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I 単元
3章
水溶液中の化学平衡
(ｳ) 電離平衡について
「化学基礎」では，「(3)イ(ｱ)
酸・塩基と中和」で，酸，塩基の強
弱と電離度の大小との関係について
学習している。また，水素イオン濃
度と pH との関係について学習して
いる。
ここでは，水のイオン積，pH 及び
弱酸や弱塩基の電離平衡について理
解させることがねらいである。

・指導事項
・電離平衡
電離平衡
水の電離平衡とpH
・塩の水への溶解
塩の加水分解
●加水分解を受けやすい酸とは
緩衝液とpH
○緩衝液の例
○緩衝作用と滴定曲線
●中和点のpHの算出法
溶解平衡
○H2Sの電離平衡
○複数のイオンの溶解度積の差を利
用した塩化物イオンの定量法

【知識・技能】
・弱酸・弱塩基の電離平衡と電離度，水のイオ
ン積と水溶液のpH等を理解・習得し，具体的な
水溶液についてあてはめる基本的な知識を身に
付けている。

・弱酸・弱塩基からなる塩の加水分解，緩衝作
用とpH変動，難溶性塩の溶解平衡について理
解・習得し，平衡移動・溶解度積・共通イオン
効果等の考え方を個々の具体的な反応にあては
める基本的な知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・酢酸の電離平衡定数の測定，緩衝作用の確
認，弱酸・弱塩基の滴定曲線の作成を通じて，
水溶液中の化学平衡について調べ，その結果を
考察し的確に表現できる。

・緩衝液を作製してそのpH変化に関する性質を
純水と比較することで，緩衝作用を理解し，そ
の結果を考察し的確に表現できる。

・難溶性塩の微少な濃度における溶解平衡を観
察し，その結果を溶解度積の大小関係を用いて
考察し的確に表現できる。

・弱酸・弱塩基の電離平衡や水溶液のpH等を電
離平衡定数と電離度の関係，水のイオン積を用
いて考察できる。

・弱酸・弱塩基からなる塩の水溶液の性質や加
水分解，緩衝作用，難溶性塩の溶解平衡等につ
いて平衡定数・溶解度積・ルシャトリエの原理
と共通イオン効果等の考え方を用いて説明し，
考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・弱酸・弱塩基の電離平衡，水の電離平衡と水
溶液のpHについて関心をもち，その意味や平衡
状態の表し方について意欲的に探究しようとす
る。

・塩の加水分解，緩衝液とpH，難溶性塩の溶解
平衡について関心をもち，各種平衡定数の関係
や溶解度積について意欲的に探究しようとす
る。

○ ○
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K 単元
5編
有機化合物
1章
有機化合物の特徴と構造
2章
炭化水素
3章
アルコールと関連化合物
4章
芳香族化合物
5章
有機化合物と人間生活
(ｱ) 炭化水素について
「化学基礎」では，「(2)イ 物質と
化学結合」で，化学結合に関連して
幾つかの有機化合物について学習し
ている。
ここでは，脂肪族炭化水素の性質や
反応を，その構造と関連付けて理解
させることがねらいである。
(ｲ) 官能基をもつ化合物について
ここでは，官能基をもつ脂肪族化合
物の性質や反応について理解させる
ことがねらいである。
(ｳ) 芳香族化合物について
ここでは，芳香族化合物の構造，性
質及び反応について理解させること
がねらいである。
(エ)有機化合物と人間生活
ここでは，身の回りで利用されてい
る有機化合物を取り上げ，それらが
どのような特徴を生かして人間生活
の中で利用されているかを理解させ
ることがねらいである。

・指導事項
・有機化合物の特徴
有機化合物と無機化合物
有機化合物の多様性と特徴
炭化水素の分類
官能基による分類
有機化合物の表し方
異性体
・有機化合物の構造式の決定
構造式決定の手順
◎●質量分析とNMR
・飽和炭化水素
アルカンの構造
アルカンの性質
○分子の形と沸点，融点
アルカンの反応
シクロアルカン
○シクロヘキサンの構造
・不飽和炭化水素
アルケンの構造
シス-トランス異性体
アルケンの製法と性質
●マルコフニコフの法則
●アルケンの酸化反応
アルキン
○エノール形とケト形
○炭化水素の分子式と構造
◎●共有結合の種類
・アルコールとエーテル
アルコールの構造と分類
アルコールの性質
○ブタノールの融点・沸点の高低
アルコールの反応
●脱離反応の方向性（ザイツェフの
法則）
さまざまなアルコール
エーテル
・アルデヒドとケトン
カルボニル化合物
アルデヒド
ケトン
・カルボン酸とエステル
カルボン酸の構造と分類
カルボン酸の性質
さまざまなカルボン酸
○マレイン酸とフマル酸の融点
鏡像異性体
●旋光性について
エステル
〇エステル化の反応機構
・油脂とセッケン
油脂
セッケン
界面活性剤
合成洗剤
○油脂のけん化価とヨウ素価
◎●エステル化の反応機構
・芳香族炭化水素
ベンゼン
●ベンゼン環の安定性
芳香族炭化水素
芳香族炭化水素の反応
・酸素を含む芳香族化合物
フェノール類
フェノール類の性質
フェノール
○芳香族化合物の置換基の配向性
芳香族カルボン酸
・窒素を含む芳香族化合物
芳香族アミン
アゾ化合物
○ニトロベンゼンからアニリンを合
成する反応式のつくり方
・芳香族化合物の分離
◎●有機化合物と酸化数
・食品
炭水化物
タンパク質
脂質
○ビタミン
・医薬品
医薬品の歴史
医薬品の種類
医薬品の作用
・染料
染料の分類
染色のしくみ
合成染料の種類
・洗剤
セッケンと合成洗剤
合成洗剤の種類
○洗浄補助剤

【知識・技能】
・有機化合物の特徴や反応性について,日常生
活に関連付けて理解している。

・炭化水素の分類とその反応性との関係,構造
異性体の関係等を理解し,知識を身に付けてい
る。

・官能基を含む有機化合物を脂肪族化合物,芳
香族化合物等を通して理解し，有機化合物相互
の関連性についての知識を身に付けている。

・代表的な個々の官能基の性質に対する知識を
身に付けている。

・油脂やセッケンなどの性質や反応性につい
て，日常生活に関連付けて理解している。

・有機化合物全般について，人間生活と関連付
けて理解し，知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・有機化合物の特徴や炭化水素に関する観察，
実験を行い，その基本的操作及び記録の仕方を
習得している。

・有機化合物の特徴や炭化水素の観察，実験の
過程や結果から導き出した自らの考えを的確に
表現できる。

・官能基を含む有機化合物に関する観察，実験
を行い，その基本的操作及び記録の仕方を習得
している。

・官能基を含む有機化合物に関する観察，実験
の過程や結果から導き出した自らの考えを的確
に表現できる。

・有機化合物の性質や反応性において，無機化
合物とは異なる特徴があることを見いだすこと
ができる。

・炭化水素の性質や反応性が，炭素鎖の構造に
特徴付けられることを見いだし，構造異性体な
どを論理的に考察できる。

・官能基を含む有機化合物の性質や反応性が，
その官能基に特徴付けられることを見いだし，
論理的に考察できる。

・酸素及び窒素を含む代表的な官能基の反応性
と有機化合物の相互の関連について，観察，実
験などを行い考察できる。

・有機化合物が人間生活にどのように関わって
いるかを科学的に考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・有機化合物の特徴について観察，実験を行う
とともに，それらを日常生活と関連付けて意欲
的に探究しようとする。

・炭化水素の性質や反応に関する事物・現象に
関心をもち，その構造や性質，反応性について
意欲的に探究しようとする。

・官能基を含む有機化合物の性質や反応に関す
る事物・現象に関心をもち，その構造や性質，
反応性について意欲的に探究しようとする。

・有機化合物と日常生活や社会との関連につい
て関心をもち，人間生活との関わりについて意
欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 22

J 単元
４編
無機物質
1章
周期表と元素
2章
非金属元素の単体と化合物
3章
典型金属元素の単体と化合物
4章
遷移元素の単体と化合物
5章
無機物質と人間生活
(ｱ) 典型元素について
「化学基礎」では，「(2)イ 物質と
化学結合」で，化学結合に関連して
幾つかの無機物質について学習して
いる。
ここでは，典型元素の単体及びその
化合物の性質や反応について,周期
表と関連付けて理解させることがね
らいである。
(ｲ) 遷移元素について
ここでは，遷移元素の単体及びその
化合物の性質や反応について理解さ
せることがねらいである。
(ｳ) 無機物質と人間生活について
ここでは，アで取り上げた物質のほ
か，人間生活に広く利用されている
無機物質を扱う。

・指導事項
・周期表と元素
元素の分類
・水素と希ガス（貴ガス）
水素
希ガス（貴ガス）
・ハロゲンとその化合物
ハロゲン
ハロゲンの化合物
・酸素・硫黄とその化合物
酸素
酸化物の性質とオキソ酸
硫黄とその化合物
○硫酸の製造と発煙硫酸
・窒素・リンとその化合物
窒素とその化合物
リンとその化合物
・炭素・ケイ素とその化合物
炭素とその化合物
ケイ素とその化合物
◎●さまざまな無機化合物とオク
テット則
○気体の発生と捕集方法
・アルカリ金属とその化合物
アルカリ金属
ナトリウムの化合物
・2族元素とその化合物
2族元素の単体
2族元素の化合物
・1，2族以外の典型金属元素とその
化合物
アルミニウムとその化合物
・遷移元素とその化合物
遷移元素の特徴
錯イオン
鉄とその化合物
銅とその化合物
○硫酸銅（Ⅱ）五水和物の構造
銀とその化合物
クロムとその化合物
マンガンとその化合物
・金属イオンの分離・確認
塩化物イオンCl-との反応
硫化物イオンS2-との反応
水酸化物イオンとOH-との反応
炭酸イオンCO32-・硫酸イオンSO42-
との反応
○金属イオンの反応のまとめ
金属イオンの系統分離
・金属
金属の分類と製錬
金属の利用
・セラミックス
セラミックス
ガラス
陶磁器とセメント
ファインセラミックス

【知識・技能】
・単体や無機化合物の性質や反応に関する基本
的な概念や原理・法則及び周期表との関係を理
解し，知識を身に付けている。

・単体や無機化合物について，化学工業に関連
付けて理解し，知識を身に付けている。

・単体や無機化合物について，人間生活と関連
付けて理解し，知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・単体や無機化合物の性質や反応に関する観
察，実験を行い，その基本的操作や記録の仕方
を習得している。

・単体や無機化合物に関する観察，実験の過程
や結果から導き出した自らの考えを的確に表現
できる。
 
・単体や無機化合物の性質や反応などを，周期
表と関連付けて考察できる。

・日常生活と関わりの深い無機物質とそのイオ
ンについて観察，実験などを行い，規則性を見
いだし，さまざまな事物・現象の生じる要因や
仕組みを科学的に考察できる。

・無機物質と化学工業との関係をさまざまな観
点で捉え，無機物質の工業的製造法などを科学
的に考察できる。

・単体や無機化合物が人間生活にどのように関
わっているかを科学的に考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・単体や無機化合物の性質や反応に関する事
物・現象に関心をもち，それらに関する基本的
な概念や法則を意欲的に探究しようとする。

・単体や無機化合物について観察，実験を行う
とともに，それらの利用としての化学工業と関
連付けて意欲的に探究しようとする。

・単体や無機化合物と日常生活や社会との関連
について関心をもち，人間生活との関わりにつ
いて意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 20

２
学
期

定期考査
○



合計
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３
学
期

L 単元
6編
高分子化合物
1章
天然高分子化合物
2章
合成高分子化合物
3章
高分子化合物と人間生活
(ｱ) 合成高分子化合物について
「化学基礎」では，「(2)イ 物質と
化学結合」で，プラスチックなどの
高分子化合物の構造について学習し
ている。
ここでは，合成繊維やプラスチック
などの合成高分子化合物の構造，性
質及び合成について理解させること
がねらいである。
(ｲ) 天然高分子化合物について
ここでは，天然繊維や食物の主な構
成成分である天然高分子化合物の構
造や性質について理解させることが
ねらいである。
(ｳ)高分子化合物と人間生活につい
て
ここでは，身の回りで利用されてい
る高分子化合物を取り上げ，それら
がどのような特徴を生かして人間生
活の中で利用されているかを理解さ
せることがねらいである。

・指導事項
・天然高分子化合物
高分子化合物の分類
高分子化合物の構造
・単糖類・二糖類
糖の分類
単糖類
二糖類
・多糖類
デンプン・グリコーゲン
セルロース
セルロースの利用
再生繊維
半合成繊維
・アミノ酸
アミノ酸の種類
アミノ酸の性質・反応
○等電点の計算
ペプチド
・タンパク質
タンパク質の種類
タンパク質の構造
タンパク質の反応
タンパク質の呈色反応
酵素
・核酸
核酸の構成
DNAの構造とはたらき
●DNAの複製
●RNAの種類とはたらき
◎●グルコースの立体異性体
◎●酵素反応の速度
・合成高分子化合物
合成高分子の種類
単量体の重合反応
合成高分子の特徴
・合成繊維
縮合重合で得られる合成繊維
付加重合で得られる合成繊維
・プラスチック
プラスチックの分類
熱可塑性樹脂
熱硬化性樹脂
イオン交換樹脂
・ゴム
天然ゴム
合成ゴム
◎●高分子の立体構造と性質
◎●繊維の構造と性質
 ・プラスチック利用の拡大と環境
問題
プラスチックの利用の拡大
　プラスチックの再生処理

【知識及び技能】
・高分子化合物の特徴や反応性について,日常
生活に関連付けて理解している。

・天然高分子化合物の性質や反応性について，
糖類,アミノ酸とタンパク質，酵素，核酸等を
通して理解し，天然高分子化合物相互の相違と
関連性についての知識を身に付けている。

・合成高分子化合物の合成反応や性質・反応性
について，合成繊維，プラスチック，ゴム等の
用途別の代表的な合成高分子化合物について理
解し，相互の相違と関連性についての知識を身
に付けている。

・合成高分子化合物について，人間生活と関連
付けて理解し，知識を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・天然高分子化合物の性質や反応性に関する観
察，実験を行い，その基本的操作及び記録の仕
方を習得している。

・天然高分子化合物の性質や反応性の観察，実
験の過程や結果から導き出した自らの考えを的
確に表現できる。

・合成高分子化合物に関する観察，実験を行
い，その基本的操作及び記録の仕方を習得して
いる。

・合成高分子化合物に関する観察，実験の過程
や結果から導き出した自らの考えを的確に表現
できる。

・高分子化合物の性質や反応性において，無機
物質や有機化合物とは異なる特徴があることを
見いだすことができる。

・天然高分子化合物の構造・性質・反応性につ
いて，単量体の官能基のはたらきとの関連性を
見いだし，論理的に考察できる。

・合成高分子化合物の構造・性質・反応性につ
いて，単量体の官能基のはたらきとの関連性を
見いだし，論理的に考察できる。

・高分子化合物が人間生活にどのように関わっ
ているかを科学的に考察できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・高分子化合物の特徴について観察，実験を行
うとともに，それらを日常生活と関連付けて意
欲的に探究しようとする。

・天然高分子化合物の性質や反応に関する事
物・現象に関心をもち，その構造や性質，反応
性について意欲的に探究しようとする。

・合成高分子化合物の性質や反応に関する事
物・現象に関心をもち，その構造や性質，反応
性について意欲的に探究しようとする。

・高分子化合物と日常生活や社会との関連につ
いて関心をもち，人間生活との関わりについて
意欲的に探究しようとする。
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定期考査
○ ○

K 単元
5編
有機化合物
1章
有機化合物の特徴と構造
2章
炭化水素
3章
アルコールと関連化合物
4章
芳香族化合物
5章
有機化合物と人間生活
(ｱ) 炭化水素について
「化学基礎」では，「(2)イ 物質と
化学結合」で，化学結合に関連して
幾つかの有機化合物について学習し
ている。
ここでは，脂肪族炭化水素の性質や
反応を，その構造と関連付けて理解
させることがねらいである。
(ｲ) 官能基をもつ化合物について
ここでは，官能基をもつ脂肪族化合
物の性質や反応について理解させる
ことがねらいである。
(ｳ) 芳香族化合物について
ここでは，芳香族化合物の構造，性
質及び反応について理解させること
がねらいである。
(エ)有機化合物と人間生活
ここでは，身の回りで利用されてい
る有機化合物を取り上げ，それらが
どのような特徴を生かして人間生活
の中で利用されているかを理解させ
ることがねらいである。

・指導事項
・有機化合物の特徴
有機化合物と無機化合物
有機化合物の多様性と特徴
炭化水素の分類
官能基による分類
有機化合物の表し方
異性体
・有機化合物の構造式の決定
構造式決定の手順
◎●質量分析とNMR
・飽和炭化水素
アルカンの構造
アルカンの性質
○分子の形と沸点，融点
アルカンの反応
シクロアルカン
○シクロヘキサンの構造
・不飽和炭化水素
アルケンの構造
シス-トランス異性体
アルケンの製法と性質
●マルコフニコフの法則
●アルケンの酸化反応
アルキン
○エノール形とケト形
○炭化水素の分子式と構造
◎●共有結合の種類
・アルコールとエーテル
アルコールの構造と分類
アルコールの性質
○ブタノールの融点・沸点の高低
アルコールの反応
●脱離反応の方向性（ザイツェフの
法則）
さまざまなアルコール
エーテル
・アルデヒドとケトン
カルボニル化合物
アルデヒド
ケトン
・カルボン酸とエステル
カルボン酸の構造と分類
カルボン酸の性質
さまざまなカルボン酸
○マレイン酸とフマル酸の融点
鏡像異性体
●旋光性について
エステル
〇エステル化の反応機構
・油脂とセッケン
油脂
セッケン
界面活性剤
合成洗剤
○油脂のけん化価とヨウ素価
◎●エステル化の反応機構
・芳香族炭化水素
ベンゼン
●ベンゼン環の安定性
芳香族炭化水素
芳香族炭化水素の反応
・酸素を含む芳香族化合物
フェノール類
フェノール類の性質
フェノール
○芳香族化合物の置換基の配向性
芳香族カルボン酸
・窒素を含む芳香族化合物
芳香族アミン
アゾ化合物
○ニトロベンゼンからアニリンを合
成する反応式のつくり方
・芳香族化合物の分離
◎●有機化合物と酸化数
・食品
炭水化物
タンパク質
脂質
○ビタミン
・医薬品
医薬品の歴史
医薬品の種類
医薬品の作用
・染料
染料の分類
染色のしくみ
合成染料の種類
・洗剤
セッケンと合成洗剤
合成洗剤の種類
○洗浄補助剤

【知識・技能】
・有機化合物の特徴や反応性について,日常生
活に関連付けて理解している。

・炭化水素の分類とその反応性との関係,構造
異性体の関係等を理解し,知識を身に付けてい
る。

・官能基を含む有機化合物を脂肪族化合物,芳
香族化合物等を通して理解し，有機化合物相互
の関連性についての知識を身に付けている。

・代表的な個々の官能基の性質に対する知識を
身に付けている。

・油脂やセッケンなどの性質や反応性につい
て，日常生活に関連付けて理解している。

・有機化合物全般について，人間生活と関連付
けて理解し，知識を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
・有機化合物の特徴や炭化水素に関する観察，
実験を行い，その基本的操作及び記録の仕方を
習得している。

・有機化合物の特徴や炭化水素の観察，実験の
過程や結果から導き出した自らの考えを的確に
表現できる。

・官能基を含む有機化合物に関する観察，実験
を行い，その基本的操作及び記録の仕方を習得
している。

・官能基を含む有機化合物に関する観察，実験
の過程や結果から導き出した自らの考えを的確
に表現できる。

・有機化合物の性質や反応性において，無機化
合物とは異なる特徴があることを見いだすこと
ができる。

・炭化水素の性質や反応性が，炭素鎖の構造に
特徴付けられることを見いだし，構造異性体な
どを論理的に考察できる。

・官能基を含む有機化合物の性質や反応性が，
その官能基に特徴付けられることを見いだし，
論理的に考察できる。

・酸素及び窒素を含む代表的な官能基の反応性
と有機化合物の相互の関連について，観察，実
験などを行い考察できる。

・有機化合物が人間生活にどのように関わって
いるかを科学的に考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・有機化合物の特徴について観察，実験を行う
とともに，それらを日常生活と関連付けて意欲
的に探究しようとする。

・炭化水素の性質や反応に関する事物・現象に
関心をもち，その構造や性質，反応性について
意欲的に探究しようとする。

・官能基を含む有機化合物の性質や反応に関す
る事物・現象に関心をもち，その構造や性質，
反応性について意欲的に探究しようとする。

・有機化合物と日常生活や社会との関連につい
て関心をもち，人間生活との関わりについて意
欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 22
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

１
学
期

【巻頭　物理量の測定と扱い方】
・物理学を学習する上で必要な物理
量の表し方や測定における不確か
さ,測定値の扱い方,有効数字の計算
や科学表記の方法を理解する。
・記録タイマーとテープを使って，
自分自身の運動について調べ，レ
ポートを作成したり他の人の運動と
比べたりする。
・実験を行う際の記録タイマーの使
い方と，結果を整理する際の表やグ
ラフで表す方法とその注意点を理解
する。

【１節　運動の表し方】
・切り取った物体の写真を観察し，
物体の運動を伝えるにはどのような
情報が必要か考える。
・運動している物体のようすを表す
のに必要な物理量のうち，時刻や時
間の違い，位置について理解する。
・運動している物体のようすを表す
のに必要な物理量のうち，速さにつ
いて理解する。
・速さには瞬間の速さと平均の速さ
があることを理解する。
・物体の運動を表すには，時刻や位
置，速さだけでなく，向きが必要で
あることを理解する。
・物体の運動の向きと移動距離を合
わせた量である変位について理解
し，移動距離と変位の違いを知る。
・物体の運動の向きと速さを合わせ
た量である速度について理解し，速
さと速度の違いを知る。
・ベクトルとスカラーの違いについ
て知る。
・一直線上を運動する物体の速度
は，正・負で表すことができること
を理解する。
・変位と時刻の関係や，速度と時刻
の関係をグラフに表す方法（x-tグ
ラフ，v-tグラフ）を理解する。
・平均の速度と瞬間の速度の違いに
ついて理解する。
【２節　等速直線運動】
・直線を走っている人の速さについ
て，速さが一定であることを確かめ
る方法について考える。
・等速で一直線上を動く運動を等速
直線運動ということを理解する。
・連続写真などを用いて，等速直線
運動する物体のx-tグラフやv-tグラ
フを表現したり，グラフを読み取っ
たりし，その特徴について理解す
る。
【３節　合成速度と相対速度】
・電車での体験を例に，2つの物体
の運動を観測するときについて考え
る。
・合成速度とその求め方について理
解する。
・相対速度とその求め方について理
解する。
・平面上での合成速度や相対速度に
ついての考え方を知る。
・さまざまなスポーツの場面を参考
に，合成速度と相対速度について理
解を深める。
【４節　直線運動の加速度】
・これまでの学習を生かし，水平面
上を運動する小球のストロボ写真か
ら小球の運動がどのようなものか考
える。
・水平面上を進む物体と斜面を下る
物体の運動のようすの違いについて
比較し，斜面を下るときには速度が
変化することを理解する。
・斜面を下る力学台車の運動のよう
すをこれまで学習したv-tグラフや
x-tグラフに表して結果について考
察し，速度と時間の関係を見いだ
す。
・実験結果をふまえ，速度の変化を
加速度ということ，その求め方を理
解する。
・実験1を応用し，曲面上を下る場
合の運動がどのようになるか考察す

巻頭　物理量の測定と扱い方
　物理量の表し方
　有効数字と不確かさ
　測定値を使った計算
　科学表記
　実験結果の整理
１節　運動の表し方
　A 運動の表し方
　B 変位と速度
２節　等速直線運動
　A 等速直線運動
３節　合成速度と相対速度
　A 速度の合成
　B 相対速度
４節　直線運動の加速度
　A 斜面上を運動する物体
〈実験1〉斜面上を下る力学台車
５節　落体の運動
　A 自由落下
　B 鉛直投射
　　・鉛直投げ下ろし
　　・鉛直投げ上げ
　C 水平投射

【知識・技能】
・運動している物体のようすを表す物理量の
うち，時刻と時間の違い，位置や速さについ
て理解している。
・物体の運動を表すには，向きが必要である
ことを理解し，移動距離と変位の違い，速さ
と速度の違いを理解している。
・等速直線運動のv-tグラフ，x-tグラフの特
徴を理解している。
・動くものの上で動く物体の速度や動くもの
から見たほかの動いている物体の速度につい
て理解している。
・等加速度直線運動について，運動の特徴や
グラフで表したときの特徴を理解している。
・等加速度直線運動の式の意味を理解し，正
しく使えている。
・自由落下運動がどのような運動か理解し，
その加速度について理解している。
・投げ下ろした物体や投げ上げた物体がどの
ような運動をするか理解している。

【思考・判断・表現】
・運動のようすを表す量を用いて，地図アプ
リ等に表示させた自分の位置や運動を相手に
伝える方法を考え，表現している。
・一直線上を運動する物体の速度は，正・負
の量で表すことができることを理解し，問題
を通して表現できる。
・等加速度直線運動の式から，自由落下運動
のようすを表す式の導き方を理解し，表現し
ている。
・等加速度直線運動の式から，投げ下ろした
物体や投げ上げた物体の運動のようすを表す
式の導き方を理解し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身近なスポーツに見られる合成速度や相対
速度について，自分の体験等を踏まえて考え
ようとしている。
・既習事項を踏まえ，斜面を下る物体の速度
の変化を調べるための方法や分析のしかたを
自分なりに考え，その考えに基づいて実験を
実施している。
・自由落下運動する物体の加速度と質量の関
係について，実験を通して友達の結果と比較
しながら調べようとしている。
・1編1章で学習した内容で理解が不十分な点
について，自ら振り返って理解を深めてい
る。

○ ○ ○ 11

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の
運動と様々なエネルギーについて理解するとと
もに，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する基本的な技能を身に付けるよう
にする。

物理学の観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関
わり，科学的に探究しようとする態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的にかかわり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（2年物理基礎選択：木村　嘉尚）

改訂　物理　（東京書籍）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技術
を身に付けるようにする。

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2
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2章　さまざまな力とそのはたらき
【１節　力とつり合い】
・物体が「落ちない」ということを
どのように説明すればよいか考え
る。
・力の3要素について理解する。
・力の矢印の書き方について理解す
る。
・2力のつり合いについて理解す
る。
・物体にはたらく力にはさまざまな
種類があること，その特徴やはたら
いているとわかる理由を理解する。
・フックの法則について理解する。
・離れていてもはたらく力について
知る。
・力の分解のしかたと成分について
理解する。
・力を分解するときには，任意の方
向に分解できることを理解する。
・斜張橋を例に，実際に力の分解が
応用されている理由を考える。
・力（ベクトル）は成分に分けて表
すことができることとその表し方を
理解する。
・3つ以上の力がはたらいている場
合の力のつり合いについて理解す
る。
・斜面上に置かれている物体を例
に，抗力について理解する。
・鉄棒の例をもとに，3力のつり合
いについて考え，理解を深める。
【2節　運動の法則】
・宇宙ステーションでの物体の運動
をもと，物体に力が加わり続けると
物体の運動がどうなるか考える。
・ガリレオの思考実験をもとに，摩
擦や空気抵抗がない場合の物体の運
動について考える。
・身近な例をもとに，慣性の法則に
ついて理解する。
・身のまわりにあるものを利用し
て，慣性を実感する。
・物体に力がはたらくと運動のよう
すはどのように変わるかを図23，24
を用いて考察する。
・物体にはたらく力と物体に生じる
加速度の関係が具体的な数値として
どのような関係にあるかを調べるた
めの実験計画を立てる。
・ばねばかりで引いた力学台車の運
動のようすについて， v-tグラフや
a-Fグラフに表し，物体にはたらく
力と物体に生じる加速度の間にどの
ような関係があるかを見いだす。
・物体にはたらく力と物体に生じる
加速度の関係を定性的に考える。
・実験2をもとに，物体の質量と，
物体に生じる加速度の関係がどのよ
うになるかを予想し，それを調べる
ための実験方法を考え，実験し，物
体の質量と，物体に生じる加速度の
関係を見いだす。
・物体の質量と，物体に生じる加速
度の関係について理解する。
・物体にはたらく力，物体に生じる
加速度，物体の質量についての関係
（運動の法則）と運動方程式につい
て理解する。
・作用・反作用の法則について理解
する。
・力学台車の衝突をもとに，作用。
反作用の法則について調べる。
・これまでに学習したニュートンの
運動の3法則についてまとめる。
【3節　さまざまな運動とはたらく
力】
・身のまわりで加速度運動している
例を挙げ，運動方程式をもとに物体
にはたらく力について考える。
・自然現象に運動方程式を適用する
例として重力について考え，重力加
速度と，地球上の物体にはたらく重
力の大きさについて理解する。
・運動方程式を適用する例を，さま
ざまな物体の運動をもとに演習を行
いながら理解する。

・カーリングを例に，身近なところ
にある動摩擦力について考える。
・動摩擦力の性質について理解す
る。
・動摩擦力の性質を探るための実験
について考える。
・物体が滑って止まるまでの速さと
時間の関係をグラフに表し，動摩擦
力の性質を調べる。
・面の材質などが動摩擦力にどのよ
うな影響を与えるかを調べて知る。
・静止摩擦力について知る。
・やってみようの実験データをもと
に，最大摩擦力と垂直抗力の関係を
理解する。
・静止摩擦係数と動摩擦係数の大小
関係について理解する。
・大気圧や水圧について知る。
・水深と水圧の関係，大気圧につい
て理解する。
・水中の物体にはたらく浮力の大き
さと向きについて理解する。
・アルキメデスの原理について知
る。
・アルキメデスの原理を発見するに
至った故事をもとに，アルキメデス
の原理の利用について考える。
・空気中を落下する物体にはたらく
抵抗力や終端速度について知る。
・必要に応じ，力と加速度の関係を
調べる実験，質量と加速度の関係を
調べる実験の結果例を通して，デー
タの読み取りやグラフの描き方など
を考える。
・必要に応じ，演習を通して，物体
にはたらく力の図示や運動方程式の
扱い方について理解を深める。

2章　さまざまな力とそのはたらき
１節　力とつり合い
　A　力のはたらきと表し方
　B　2力のつり合い
　C　さまざまな力
　D　力の合成と分解
　E　3力のつり合い
2節　運動の法則
　A　慣性の法則
　B　運動の法則
〈実験2〉力と加速度の関係
〈実験3〉質量と加速度の関係
　C　作用・反作用の法則
　D　ニュートンの運動の3法則
3節　さまざまな運動とはたらく力
　A　落体の運動とはたらく力
　B　滑らかな面上を運動する物体
とはたらく力
　C　粗い面上を運動する物体とは
たらく力
　D　空気中や水中を運動する物体

【知識・技能】
・力が物体にはたらくとき，物体の運動のよ
うすが変わったり物体が変形したりすること
を理解し，力の3要素と，2つの力が物体には
たらくときの力のつり合いの条件について理
解している。
・力の合成と分解について，作図を通して理
解している。
・力がはたらかないか，つり合っているとき
の物体の運動の様子や，慣性の法則について
理解している。
・物体にはたらく力，物体に生じる加速度，
物体の質量についての関係（運動の法則）と
運動方程式について理解している。
・物体の落下運動を運動方程式の身近な適用
例として理解し，物体にはたらく重力の大き
さを理解している。
・グラフをもとに，動摩擦力や最大摩擦力が
垂直抗力と比例することを理解し，静止摩擦
力と動摩擦力の共通点や相違点を理解してい
る。
・水中の物体にはたらく水圧や浮力と，アル
キメデスの原理ついて理解している。

【思考・判断・表現】
・力のつり合いの学習をもとに，斜面上に置
かれている物体にはたらく力の存在を推察し
ている。
・日常で見られる現象などに対して慣性がど
のように関わっているか，今までの学習と関
連付けて考察している。
・物体にはたらく力，物体に生じる加速度，
物体の質量についての関係を定量的に調べる
ためにどのような実験を行えばよいか考え，
得られた実験結果を科学的に分析，考察し，
表現している。
・物体にはたらく力と物体の運動について，
力のつり合いの式や運動方程式を用いて正し
く表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身のまわりのさまざまな物体にはたらく力
について主体的に考え，その性質や共通点な
どについて考えようとしている。
・物体にはたらく力，物体に生じる加速度，
物体の質量についての関係を定量的に調べる
ためにどのような実験を行えばよいか自分な
りに考え，その考えに基づいて実験を実施し
ている。また，得られた実験結果を科学的に
分析，考察し，他人の実験結果や考察と比較
しながら議論して深く考えようとしている。
・動摩擦力と関係しそうな物理量を自分なり
に予想し，その物理量と動摩擦力との関係を
調べたり考えたりしようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 1

１
学
期

【巻頭　物理量の測定と扱い方】
・物理学を学習する上で必要な物理
量の表し方や測定における不確か
さ,測定値の扱い方,有効数字の計算
や科学表記の方法を理解する。
・記録タイマーとテープを使って，
自分自身の運動について調べ，レ
ポートを作成したり他の人の運動と
比べたりする。
・実験を行う際の記録タイマーの使
い方と，結果を整理する際の表やグ
ラフで表す方法とその注意点を理解
する。

【１節　運動の表し方】
・切り取った物体の写真を観察し，
物体の運動を伝えるにはどのような
情報が必要か考える。
・運動している物体のようすを表す
のに必要な物理量のうち，時刻や時
間の違い，位置について理解する。
・運動している物体のようすを表す
のに必要な物理量のうち，速さにつ
いて理解する。
・速さには瞬間の速さと平均の速さ
があることを理解する。
・物体の運動を表すには，時刻や位
置，速さだけでなく，向きが必要で
あることを理解する。
・物体の運動の向きと移動距離を合
わせた量である変位について理解
し，移動距離と変位の違いを知る。
・物体の運動の向きと速さを合わせ
た量である速度について理解し，速
さと速度の違いを知る。
・ベクトルとスカラーの違いについ
て知る。
・一直線上を運動する物体の速度
は，正・負で表すことができること
を理解する。
・変位と時刻の関係や，速度と時刻
の関係をグラフに表す方法（x-tグ
ラフ，v-tグラフ）を理解する。
・平均の速度と瞬間の速度の違いに
ついて理解する。
【２節　等速直線運動】
・直線を走っている人の速さについ
て，速さが一定であることを確かめ
る方法について考える。
・等速で一直線上を動く運動を等速
直線運動ということを理解する。
・連続写真などを用いて，等速直線
運動する物体のx-tグラフやv-tグラ
フを表現したり，グラフを読み取っ
たりし，その特徴について理解す
る。
【３節　合成速度と相対速度】
・電車での体験を例に，2つの物体
の運動を観測するときについて考え
る。
・合成速度とその求め方について理
解する。
・相対速度とその求め方について理
解する。
・平面上での合成速度や相対速度に
ついての考え方を知る。
・さまざまなスポーツの場面を参考
に，合成速度と相対速度について理
解を深める。
【４節　直線運動の加速度】
・これまでの学習を生かし，水平面
上を運動する小球のストロボ写真か
ら小球の運動がどのようなものか考
える。
・水平面上を進む物体と斜面を下る
物体の運動のようすの違いについて
比較し，斜面を下るときには速度が
変化することを理解する。
・斜面を下る力学台車の運動のよう
すをこれまで学習したv-tグラフや
x-tグラフに表して結果について考
察し，速度と時間の関係を見いだ
す。
・実験結果をふまえ，速度の変化を
加速度ということ，その求め方を理
解する。
・実験1を応用し，曲面上を下る場
合の運動がどのようになるか考察す

巻頭　物理量の測定と扱い方
　物理量の表し方
　有効数字と不確かさ
　測定値を使った計算
　科学表記
　実験結果の整理
１節　運動の表し方
　A 運動の表し方
　B 変位と速度
２節　等速直線運動
　A 等速直線運動
３節　合成速度と相対速度
　A 速度の合成
　B 相対速度
４節　直線運動の加速度
　A 斜面上を運動する物体
〈実験1〉斜面上を下る力学台車
５節　落体の運動
　A 自由落下
　B 鉛直投射
　　・鉛直投げ下ろし
　　・鉛直投げ上げ
　C 水平投射

【知識・技能】
・運動している物体のようすを表す物理量の
うち，時刻と時間の違い，位置や速さについ
て理解している。
・物体の運動を表すには，向きが必要である
ことを理解し，移動距離と変位の違い，速さ
と速度の違いを理解している。
・等速直線運動のv-tグラフ，x-tグラフの特
徴を理解している。
・動くものの上で動く物体の速度や動くもの
から見たほかの動いている物体の速度につい
て理解している。
・等加速度直線運動について，運動の特徴や
グラフで表したときの特徴を理解している。
・等加速度直線運動の式の意味を理解し，正
しく使えている。
・自由落下運動がどのような運動か理解し，
その加速度について理解している。
・投げ下ろした物体や投げ上げた物体がどの
ような運動をするか理解している。

【思考・判断・表現】
・運動のようすを表す量を用いて，地図アプ
リ等に表示させた自分の位置や運動を相手に
伝える方法を考え，表現している。
・一直線上を運動する物体の速度は，正・負
の量で表すことができることを理解し，問題
を通して表現できる。
・等加速度直線運動の式から，自由落下運動
のようすを表す式の導き方を理解し，表現し
ている。
・等加速度直線運動の式から，投げ下ろした
物体や投げ上げた物体の運動のようすを表す
式の導き方を理解し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身近なスポーツに見られる合成速度や相対
速度について，自分の体験等を踏まえて考え
ようとしている。
・既習事項を踏まえ，斜面を下る物体の速度
の変化を調べるための方法や分析のしかたを
自分なりに考え，その考えに基づいて実験を
実施している。
・自由落下運動する物体の加速度と質量の関
係について，実験を通して友達の結果と比較
しながら調べようとしている。
・1編1章で学習した内容で理解が不十分な点
について，自ら振り返って理解を深めてい
る。

○ ○ ○ 11

定期考査
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2章　さまざまな力とそのはたらき
【１節　力とつり合い】
・物体が「落ちない」ということを
どのように説明すればよいか考え
る。
・力の3要素について理解する。
・力の矢印の書き方について理解す
る。
・2力のつり合いについて理解す
る。
・物体にはたらく力にはさまざまな
種類があること，その特徴やはたら
いているとわかる理由を理解する。
・フックの法則について理解する。
・離れていてもはたらく力について
知る。
・力の分解のしかたと成分について
理解する。
・力を分解するときには，任意の方
向に分解できることを理解する。
・斜張橋を例に，実際に力の分解が
応用されている理由を考える。
・力（ベクトル）は成分に分けて表
すことができることとその表し方を
理解する。
・3つ以上の力がはたらいている場
合の力のつり合いについて理解す
る。
・斜面上に置かれている物体を例
に，抗力について理解する。
・鉄棒の例をもとに，3力のつり合
いについて考え，理解を深める。
【2節　運動の法則】
・宇宙ステーションでの物体の運動
をもと，物体に力が加わり続けると
物体の運動がどうなるか考える。
・ガリレオの思考実験をもとに，摩
擦や空気抵抗がない場合の物体の運
動について考える。
・身近な例をもとに，慣性の法則に
ついて理解する。
・身のまわりにあるものを利用し
て，慣性を実感する。
・物体に力がはたらくと運動のよう
すはどのように変わるかを図23，24
を用いて考察する。
・物体にはたらく力と物体に生じる
加速度の関係が具体的な数値として
どのような関係にあるかを調べるた
めの実験計画を立てる。
・ばねばかりで引いた力学台車の運
動のようすについて， v-tグラフや
a-Fグラフに表し，物体にはたらく
力と物体に生じる加速度の間にどの
ような関係があるかを見いだす。
・物体にはたらく力と物体に生じる
加速度の関係を定性的に考える。
・実験2をもとに，物体の質量と，
物体に生じる加速度の関係がどのよ
うになるかを予想し，それを調べる
ための実験方法を考え，実験し，物
体の質量と，物体に生じる加速度の
関係を見いだす。
・物体の質量と，物体に生じる加速
度の関係について理解する。
・物体にはたらく力，物体に生じる
加速度，物体の質量についての関係
（運動の法則）と運動方程式につい
て理解する。
・作用・反作用の法則について理解
する。
・力学台車の衝突をもとに，作用。
反作用の法則について調べる。
・これまでに学習したニュートンの
運動の3法則についてまとめる。
【3節　さまざまな運動とはたらく
力】
・身のまわりで加速度運動している
例を挙げ，運動方程式をもとに物体
にはたらく力について考える。
・自然現象に運動方程式を適用する
例として重力について考え，重力加
速度と，地球上の物体にはたらく重
力の大きさについて理解する。
・運動方程式を適用する例を，さま
ざまな物体の運動をもとに演習を行
いながら理解する。

・カーリングを例に，身近なところ
にある動摩擦力について考える。
・動摩擦力の性質について理解す
る。
・動摩擦力の性質を探るための実験
について考える。
・物体が滑って止まるまでの速さと
時間の関係をグラフに表し，動摩擦
力の性質を調べる。
・面の材質などが動摩擦力にどのよ
うな影響を与えるかを調べて知る。
・静止摩擦力について知る。
・やってみようの実験データをもと
に，最大摩擦力と垂直抗力の関係を
理解する。
・静止摩擦係数と動摩擦係数の大小
関係について理解する。
・大気圧や水圧について知る。
・水深と水圧の関係，大気圧につい
て理解する。
・水中の物体にはたらく浮力の大き
さと向きについて理解する。
・アルキメデスの原理について知
る。
・アルキメデスの原理を発見するに
至った故事をもとに，アルキメデス
の原理の利用について考える。
・空気中を落下する物体にはたらく
抵抗力や終端速度について知る。
・必要に応じ，力と加速度の関係を
調べる実験，質量と加速度の関係を
調べる実験の結果例を通して，デー
タの読み取りやグラフの描き方など
を考える。
・必要に応じ，演習を通して，物体
にはたらく力の図示や運動方程式の
扱い方について理解を深める。

2章　さまざまな力とそのはたらき
１節　力とつり合い
　A　力のはたらきと表し方
　B　2力のつり合い
　C　さまざまな力
　D　力の合成と分解
　E　3力のつり合い
2節　運動の法則
　A　慣性の法則
　B　運動の法則
〈実験2〉力と加速度の関係
〈実験3〉質量と加速度の関係
　C　作用・反作用の法則
　D　ニュートンの運動の3法則
3節　さまざまな運動とはたらく力
　A　落体の運動とはたらく力
　B　滑らかな面上を運動する物体
とはたらく力
　C　粗い面上を運動する物体とは
たらく力
　D　空気中や水中を運動する物体

【知識・技能】
・力が物体にはたらくとき，物体の運動のよ
うすが変わったり物体が変形したりすること
を理解し，力の3要素と，2つの力が物体には
たらくときの力のつり合いの条件について理
解している。
・力の合成と分解について，作図を通して理
解している。
・力がはたらかないか，つり合っているとき
の物体の運動の様子や，慣性の法則について
理解している。
・物体にはたらく力，物体に生じる加速度，
物体の質量についての関係（運動の法則）と
運動方程式について理解している。
・物体の落下運動を運動方程式の身近な適用
例として理解し，物体にはたらく重力の大き
さを理解している。
・グラフをもとに，動摩擦力や最大摩擦力が
垂直抗力と比例することを理解し，静止摩擦
力と動摩擦力の共通点や相違点を理解してい
る。
・水中の物体にはたらく水圧や浮力と，アル
キメデスの原理ついて理解している。

【思考・判断・表現】
・力のつり合いの学習をもとに，斜面上に置
かれている物体にはたらく力の存在を推察し
ている。
・日常で見られる現象などに対して慣性がど
のように関わっているか，今までの学習と関
連付けて考察している。
・物体にはたらく力，物体に生じる加速度，
物体の質量についての関係を定量的に調べる
ためにどのような実験を行えばよいか考え，
得られた実験結果を科学的に分析，考察し，
表現している。
・物体にはたらく力と物体の運動について，
力のつり合いの式や運動方程式を用いて正し
く表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身のまわりのさまざまな物体にはたらく力
について主体的に考え，その性質や共通点な
どについて考えようとしている。
・物体にはたらく力，物体に生じる加速度，
物体の質量についての関係を定量的に調べる
ためにどのような実験を行えばよいか自分な
りに考え，その考えに基づいて実験を実施し
ている。また，得られた実験結果を科学的に
分析，考察し，他人の実験結果や考察と比較
しながら議論して深く考えようとしている。
・動摩擦力と関係しそうな物理量を自分なり
に予想し，その物理量と動摩擦力との関係を
調べたり考えたりしようとしている。

○ ○ ○

１
学
期
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２
学
期

3章　力学的エネルギー
【1節　エネルギーと仕事】
・日常生活の中で使用するエネル
ギーに着目してその例を挙げ，エネ
ルギーについて考える。
・やってみようの，道具を使用する
場合としない場合のデータをもと
に，物理における仕事の表し方と仕
事の原理について理解する。
・力の向きと仕事の関係について理
解する。
・物理における「仕事をしていない
例」を考える。
・力の向きと移動の向きが任意のと
きの仕事の表し方について理解す
る。
・表のデータをもとに，仕事率につ
いて理解する。
・物体が一定の速さで運動している
ときの仕事と速さの関係を理解す
る。
【2節　運動エネルギーと位置エネ
ルギー】
・ボウリングのピンの飛び方が異な
る写真を見て，運動エネルギーに関
係する物理量について考える。
・やってみようの方法をもとに，運
動エネルギーを定量的に表す方法を
理解する。
・運動エネルギーの変化と仕事の関
係について理解する。
・重力による位置エネルギーを定量
的に表す方法を理解する。
・重力による位置エネルギーは基準
の取り方によってその量が異なるこ
とを知る。
・弾性力による位置エネルギーを定
量的に表す方法を理解する。
【3節　力学的エネルギーの保存】
・ブランコを例に，位置エネルギー
の移り変わりについて考える。
・運動エネルギーと位置エネルギー
が移り変わる運動にどのようなもの
があるか知る。
・運動エネルギーと位置エネルギー
が移り変わる運動について定量的な
実験を行い，運動エネルギー，位置
エネルギー，力学的エネルギーの関
係について理解する。
・重力のみが仕事をする運動につい
て，物体の運動エネルギー，位置エ
ネルギーを考え，力学的エネルギー
が保存されることを理解する。
・弾性力のみが仕事をする運動でも
力学的エネルギーが保存されること
を理解する。
・一般的に力学的エネルギーが保存
される場合の条件と，力学的エネル
ギー保存の法則について理解する。
・振り子の運動について力学的エネ
ルギー保存の法則を適用することを
考える。
【4節　力学的エネルギーが保存さ
れない場合】
・実際のすべり台を例に，力学的エ
ネルギーが保存されない場合がある
ことに気付く。
・保存力以外の力が仕事をする場合
の力学的エネルギーの変化とその仕
事の関係を理解する。
・エネルギー保存の法則について理
解する。
・必要に応じ，演習を通して，力学
的エネルギー保存の法則について理
解を深める。

3章　力学的エネルギー
1節　エネルギーと仕事
　A　仕事
　B　仕事率
2節　運動エネルギーと位置エネル
ギー
　A　運動エネルギー
　B　位置エネルギー
3節　力学的エネルギーの保存
　A　運動エネルギーと位置エネル
ギーが同時に変化する運動
〈実験4〉運動エネルギーと位置エ
ネルギーが同時に変化する運動
　B　重力のみが仕事をする運動
　C　弾性力のみが仕事をする運動
　D　保存力
4節　力学的エネルギーが保存され
ない場合
　A　保存力以外の力が仕事をする
運動

【知識・技能】
・仕事とエネルギーの関係，仕事の原理につ
いて理解している。
・力の向きと仕事の関係について理解してい
る。また，仕事率について理解している。
・運動エネルギーについて理解し，定量的に
表すことができる。また，仕事と運動エネル
ギーの関係について理解している。
・重力による位置エネルギーと弾性力による
位置エネルギーについて理解し，定量的に表
すことができる。
・力学的エネルギー保存の法則と，力学的エ
ネルギーが保存される条件について理解して
いる。
・力学的エネルギーが保存されない場合につ
いて理解している。また，熱などまで含めれ
ば全てのエネルギーが保存されている（エネ
ルギー保存の法則が成り立つ）ことを理解し
ている。

【思考・判断・表現】
・運動エネルギーと位置エネルギーが同時に
変化する運動について，それらの関係がどう
なっているかを調べるために実験を行い，得
られた実験結果を科学的に分析，考察し，表
現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・仕事やかかった時間をもとに，仕事の効率
のよさについて考察し，表現しようとしてい
る。
・運動エネルギーと位置エネルギーが同時に
変化する運動について，それらの関係がどう
なっているかを調べるために実験を行い，得
られた実験結果を科学的に分析，考察し，他
人の実験結果や考察と比較しながら議論して
深く考えようとしている。

〇 〇
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定期考査
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２
学
期

2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
1章　熱
【1節　温度と熱】
・温度計の例をもとに，温度をどの
ように測っているのか考える。
・ブラウン運動を観察し，熱運動に
ついて理解を深める。
・温度が熱運動の激しさを表すこと
を理解する。
・絶対温度とセルシウス温度の関係
について理解する。
・熱膨張について知る。
・熱運動は温度の高い物体から低い
物体へ伝わることを理解し，熱平衡
について理解する。
・熱がエネルギーであることについ
て理解する。
・水に熱を加えたときの温度変化と
状態変化について理解する。
・物質の三態と物質の分子の状態を
関連付けて理解する。
・原子・分子の熱運動と潜熱につい
て関連付けて理解する。
【2節　熱の移動と保存】
・パスタをゆでる際を例に，物質の
量と温度の関係について考える。
・熱量の保存について理解する。
・物質の種類による物質の温まりや
すさの違いについて理解し，実験
データの分析をもとに，熱容量と比
熱容量について理解する。
・熱の単元では質量の単位にgを使
用することが多いことを知る。
・熱量の保存を用いて比熱容量を求
める方法について理解する。
【3節　熱と仕事】
・寒いときに手をこすり合わせるこ
とや自転車の空気入れを例に，直接
熱を加えずに温度を上げることがで
きることに気付き，その理由を考え
る。
・内部エネルギーについて理解す
る。
・熱を加えずに物体の温度が上がる
ことを確かめる。
・直接熱を加える以外の内部エネル
ギーを増加させる方法について，実
験を通して知る。
・内部エネルギーと仕事の関係（熱
力学第1法則）について理解する。
・気体の状態変化の例として，断熱
変化や断熱膨張があり，熱力学第1
法則とどのような関係があるか知
る。
【4節　熱効率と不可逆変化】
・蒸気機関車やエンジンなどを例
に，燃料から発生した熱をどの程度
仕事に変換できるのかを考え，効率
がそれぞれ異なることに気付く。
・熱機関と熱効率について理解す
る。
・可逆変化と不可逆変化について理
解し，熱効率が１となる熱機関が存
在しないことを理解する。
・熱現象の不可逆性に関連して，熱
力学第2法則について知り，理解を
深める。
・学習内容を振り返り，熱機関に
よって排出する熱の有効活用につい
て考える。

2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
1章　熱
1節　温度と熱
　A　温度
　B　熱膨張
　C　熱平衡
　D　熱
　E　物質の三態
　F　潜熱
2節　熱の移動と保存
　A　熱量の保存
　B　熱容量と比熱容量
〈実験5〉熱の移動
3節　熱と仕事
　A　内部エネルギー
　B　熱力学第1法則

【知識・技能】
・熱と温度について，原子や分子の熱運動の
観点から定性的に理解している。
・熱がエネルギーであることを理解し，物質
の三態と潜熱について理解している。
・高温の物体が失った熱量と低温の物体が受
け取った熱量との関係（熱量の保存）につい
て理解している。
・熱容量と比熱容量，それらの関係について
理解している。
・内部エネルギーの変化と物体に加えた熱
量，物体にした仕事との関係（熱力学第１法
則）を理解している。
・熱効率と可逆変化，不可逆変化について理
解し，熱効率が１以上の熱機関が存在しない
ことを理解している。

【思考・判断・表現】
・物質の種類によって温度変化に必要な熱量
が異なるか調べるために実験を行い，得られ
た実験結果を科学的に分析，考察し，表現し
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・物質の種類によって温度変化に必要な熱量
が異なるか調べるために実験を行い，得られ
た実験結果を科学的に分析，考察し，表現し
ている。
・日常の経験から温度を上げる原因について
自分なりに考え，表現しようとしている。

〇
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３
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期

2章　波
【1節　波を表す】
・自然現象の波や，人が作るウェー
ブをもとに，波とは何か考える。
・音や地震，水面の波などをもと
に，波に共通する点は何か考える。
・つる巻きばねを使って，波は媒質
が移動することではないことを観察
から知る。
・振動が伝わっていく現象を波とい
うことを理解し，波源や媒質につい
て理解する。
・波には，横波と縦波（疎密波）が
あることを理解する。
・波が波源の振動のエネルギーや情
報を伝える現象であることを知る。
・横波がy-xグラフで表せることを
理解する。
・縦波が横波と同じようにy-xグラ
フとして表すことができることを理
解する。
・波の速さ，波長，周期，振動数の
関係を理解する。
・媒質の変位と媒質の速さの関係を
知る。
・正弦波と単振動の関係を知る。
・媒質の1点の振動をy-tグラフで表
せることを理解し，y-xグラフとy-t
グラフの関係について理解する。
・位相について理解し，同位相や逆
位相を理解する。
【2節　波の重ね合わせ】
・ノイズキャンセリングが波の性質
を利用していることを知り，どのよ
うなしくみになっているのか考え
る。
・身近な例をもとに，波の独立性に
ついて理解する。
・ウェーブマシンをもとに，波の重
ね合わせの原理について理解する。
・定在波が起こることを知り，その
際波がどうなっているのか考える。
・定在波ともとの進行波の関係を理
解し，定在波の腹と節について理解
する。
・波の反射について理解し，固定端
反射と自由端反射の違いについて理
解する。
・ウェーブマシンやロープを使っ
て，反射波を実際につくり，ようす
を観察する。
・図21，22を用いて，自由端や固定
端での反射波の生じ方について理解
する。
・正弦波が反射するときのようすに
ついて理解する。
【3節　音の性質】
・いろいろな楽器の音を例に，同じ
音の高さでも楽器によって聞こえ方
が異なることに気付き，その理由を
考える。
・音が縦波であることを理解し，空
気中での音の速さについて理解す
る。
・媒質による音の速さの違いについ
て知る。
・音の性質の1つとして，音の反射
について理解する。
・音の三要素について理解する。
・オシロスコープなどを利用して，
音の三要素と関連付けて音波の波形
を観察する。
・うなりについて理解し，1秒間あ
たりのうなりの回数の考え方につい
て理解する。
【4節　弦の固有振動】
・弦楽器において，音を変える方法
に共通することに気付き，弦楽器が
どのようにして音を出しているか考
える。
・物体には固有振動（数）があるこ
とを理解し，共振（共鳴）について
理解する。
・弦に振動を与えて固有振動を観察
し，固有振動の腹の数と固有振動の
振動数の関係について見いだして理
解する。
・弦にはたらく張力や弦の線密度と
弦を伝わる波の速さとの関係を知
る。
【5節　気柱の固有振動】
・管楽器で音階をどのように決めて
いるか考える。
・管の内部の空気を気柱ということ
を知り，気柱が共鳴することで特定
の音が出ることを知る。
・気柱が共鳴しているとき，気柱内
に定在波が生じているという仮定の
もと実験を行い，閉口端と開口端の
ときとで音源の振動数と関連付けて
理解する。
・開口端補正について理解する。
・閉管，開管の気柱にできる定在波
の振動数，気柱の長さ，波長，音速
の関係について理解する。
・気柱の変位の変化と密度変化の違
いについて知る。

2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
2章　波
1節　波を表す
　A　波とは
　B　波をグラフで表す
2節　波の重ね合わせ
　A　波の重ね合わせ
　B　定在波（定常波）
　C　自由端や固定端での反射
3節　音の性質
　A　音とは
　B　音の三要素
　C　うなり
4節　弦の固有振動
　A　物体固有の振動
　B　弦の固有振動
〈実験6〉弦の固有振動

【知識・技能】
・波は振動であることを理解し，波源や媒質
について理解している。また，直線状に伝わ
る波の波形について理解している。
・波形をy－xグラフで表すことができ，ｙ－
ｔグラフとの関係を理解している。また，波
の速さ，周期，振動数，波長の関係を理解し
ている。
・振動の方向の違いによる縦波や横波を理解
し，縦波のグラフでの表し方を理解してい
る。
・波の独立性と波の重ね合わせの原理につい
て理解している。
・定在波がどのようなときに見られるか，ま
た，定在波の特徴について理解している。
・波が媒質の端や異なる媒質との境界で反射
することを理解し，自由端反射，固定端反射
について理解している。
・音の3要素，空気中での音の速さについて理
解している。また，うなりの生じる理由や，1
秒間あたりに生じるうなりの回数について理
解している。
・共鳴がどのようなときに起こるのか，固有
振動数との関係を理解している。
・弦の固有振動数，倍振動について，弦のよ
うすと合わせて理解している。
・気柱内に生じる定在波のようすを，開管，
閉管それぞれの場合について理解している。

【思考・判断・表現】
・中学校の既習事項から，P波やS波について
考え，自分なりにそれらの相違点について考
え，表現している。
・定在波がどのようなときに見られるか，ま
た，定在波の特徴について理解している。
・固有振動の特徴を調べるために実験を行
い，得られた実験結果を科学的に分析，考察
し，表現している。
・弦の固有振動数，倍振動について，弦のよ
うすと合わせて理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・固有振動の特徴を調べるために実験を行
い，得られた実験結果を科学的に分析，考察
し，他人の実験結果や考察と比較しながら議
論して深く考えようとしている。
・気柱内に定在波が生じると予測し，それを
調べるために実験を行い，得られた実験結果
を科学的に分析，考察し，他人の実験結果や
考察と比較しながら議論して深く考えようと
している。

〇 〇
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2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
3章　電気と磁気
【1節　電流と電圧】
・冬に起こりやすいドアを開けると
きのビリっという現象を思い出し，
静電気の影響に気付く。
・静電気や静電気力について理解す
る。
・原子の構成について理解し，電気
素量や静電気が生じる原因について
理解する。
・電流の正体を理解し，電流の表し
方と，電流の向きと電子の移動の向
きの関係を理解する。
・電流のミクロな視点での考え方を
知り，電流の大きさがどのように表
されるか知る。
・電圧や起電力について，水流モデ
ルと比較しながら理解する。
【2節　電気抵抗】
・白熱電球を例に，同じ電圧を加え
ても電球の明るさが異なる理由につ
いて考える。
・オームの法則について理解する。
・同じ材質でも形状が異なると抵抗
値がどのようになるか，仮説を立
て，検証方法を考え，実際に準備を
して実験を行う。
・電流を流す物質の長さや太さと抵
抗値の関係を実験結果から見いだし
て理解する。
・材質が異なると抵抗値がどのよう
になるか実験し，比較する。
・同じ材質でつくられた抵抗の抵抗
値について，長さと断面積との関係
を理解する。
・材質によって異なる抵抗率につい
て理解する。また，金属の抵抗値は
温度が高くなると大きくなる理由に
ついて知る。
・物質の種類が抵抗率の違いによっ
て，導体，半導体，不導体（絶縁
体）に分類されることを理解する。
【3節　抵抗の接続】
・多くの電気製品を一度に接続した
場合になぜ危険なのかを考える。
・２つの抵抗を直列接続，並列接続
したときの電流や電圧の関係を理解
し，複数の抵抗を接続した際の合成
抵抗について理解する。
【4節　電気とエネルギー】
・電気料金等領収書を見ながら，電
気料金が何で決まるのか考える。
・ジュールの法則について理解し，
ジュール熱が発生する理由について
知る。
・電力量と電力がどのように表され
るか理解する。
【5節　直流と交流】
・直流と交流について歴史的背景を
知り，送電する際に高電圧にする理
由や交流で送電する理由について考
える。
・直流と交流の違いについて理解
し，交流の表し方について理解す
る。
・東日本と西日本で交流の周波数が
異なることを知る。
・必要に応じて，中学校で学習した
電気と磁気に関する内容を振り返
り，高等学校での学習へつなげる。
・必要に応じて，中学校の学習内容
の理解を深める。
・交流発電機のしくみや各種発電所
での発電方法について知る。
・交流が直流に比べて優位な点につ
いて知り，理想的な変圧器につい
て，一次コイルと二次コイルの巻数
と電圧の関係について理解する。
・電力輸送の流れを知り，送電によ
る電力損失について考えることで，
送電に高電圧を用いる理由を理解す
る。
・交流を直流に変換する方法や，日
常生活での電気の利用についての方
法や工夫を知る。
【6節　電磁波】
・電磁波が身のまわりでどのように
利用されているか考える。
・電磁波とは何かを理解する。
・電磁波は波長（振動数）によって
さまざまな種類に分類され，その性
質に応じて利用されていることを理
解する。

2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
3章　電気と磁気
1節　電流と電圧
　A　静電気
　B　電流
　C　電圧
2節　電気抵抗
　A　電気抵抗
　B　物質による電気抵抗の違い
〈実験8〉抵抗値の形状による変化
3節　抵抗の接続
　A　抵抗の接続
4節　電気とエネルギー
　A　電気とエネルギー
5節　直流と交流
　A　直流と交流
　B　交流の発生
　C　変圧器
　D　電力の輸送
　E　日常生活で利用する電気
6節　電磁波
　A　電磁波の性質
　B　電磁波の利用

【知識・技能】
・静電気や原子構造，電流の大きさの表し方
や向き，電圧について理解している。
・オームの法則について理解している。
・同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵
抗値の関係を理解している。また，物質に
よって抵抗率が異なることを理解している。
・２つの抵抗を直列接続，もしくは並列接続
したときの合成抵抗について理解している。
・電力と電力量，ジュール熱について理解し
ている。
・電磁誘導の法則を理解している。また，発
電所では，発電機を回転させることで発電を
行っていることを理解している。
・直流と交流の違いについて理解し，発電所
で発電した交流を変圧して送電していること
を理解している。
・電磁波が周波数の違いによって分類され，
それぞれの性質に合わせて身のまわりでさま
ざまに利用されていることを理解している。

【思考・判断・表現】
・抵抗の形状と抵抗値の大きさにどのような
関係があるか仮説を立て，それを調べるため
に実験を行い，得られた実験結果を科学的に
分析，考察し，表現している。
・中学校での既習事項をもとに，電流を流し
た導線のまわりに起きる変化について考察
し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵
抗値の大きさにどのような関係があるか調べ
るために実験を行い，得られた実験結果を科
学的に分析，考察し，他人の実験結果や考察
と比較しながら議論して深く考えようとして
いる。

〇 〇 〇 10

３
学
期

2章　波
【1節　波を表す】
・自然現象の波や，人が作るウェー
ブをもとに，波とは何か考える。
・音や地震，水面の波などをもと
に，波に共通する点は何か考える。
・つる巻きばねを使って，波は媒質
が移動することではないことを観察
から知る。
・振動が伝わっていく現象を波とい
うことを理解し，波源や媒質につい
て理解する。
・波には，横波と縦波（疎密波）が
あることを理解する。
・波が波源の振動のエネルギーや情
報を伝える現象であることを知る。
・横波がy-xグラフで表せることを
理解する。
・縦波が横波と同じようにy-xグラ
フとして表すことができることを理
解する。
・波の速さ，波長，周期，振動数の
関係を理解する。
・媒質の変位と媒質の速さの関係を
知る。
・正弦波と単振動の関係を知る。
・媒質の1点の振動をy-tグラフで表
せることを理解し，y-xグラフとy-t
グラフの関係について理解する。
・位相について理解し，同位相や逆
位相を理解する。
【2節　波の重ね合わせ】
・ノイズキャンセリングが波の性質
を利用していることを知り，どのよ
うなしくみになっているのか考え
る。
・身近な例をもとに，波の独立性に
ついて理解する。
・ウェーブマシンをもとに，波の重
ね合わせの原理について理解する。
・定在波が起こることを知り，その
際波がどうなっているのか考える。
・定在波ともとの進行波の関係を理
解し，定在波の腹と節について理解
する。
・波の反射について理解し，固定端
反射と自由端反射の違いについて理
解する。
・ウェーブマシンやロープを使っ
て，反射波を実際につくり，ようす
を観察する。
・図21，22を用いて，自由端や固定
端での反射波の生じ方について理解
する。
・正弦波が反射するときのようすに
ついて理解する。
【3節　音の性質】
・いろいろな楽器の音を例に，同じ
音の高さでも楽器によって聞こえ方
が異なることに気付き，その理由を
考える。
・音が縦波であることを理解し，空
気中での音の速さについて理解す
る。
・媒質による音の速さの違いについ
て知る。
・音の性質の1つとして，音の反射
について理解する。
・音の三要素について理解する。
・オシロスコープなどを利用して，
音の三要素と関連付けて音波の波形
を観察する。
・うなりについて理解し，1秒間あ
たりのうなりの回数の考え方につい
て理解する。
【4節　弦の固有振動】
・弦楽器において，音を変える方法
に共通することに気付き，弦楽器が
どのようにして音を出しているか考
える。
・物体には固有振動（数）があるこ
とを理解し，共振（共鳴）について
理解する。
・弦に振動を与えて固有振動を観察
し，固有振動の腹の数と固有振動の
振動数の関係について見いだして理
解する。
・弦にはたらく張力や弦の線密度と
弦を伝わる波の速さとの関係を知
る。
【5節　気柱の固有振動】
・管楽器で音階をどのように決めて
いるか考える。
・管の内部の空気を気柱ということ
を知り，気柱が共鳴することで特定
の音が出ることを知る。
・気柱が共鳴しているとき，気柱内
に定在波が生じているという仮定の
もと実験を行い，閉口端と開口端の
ときとで音源の振動数と関連付けて
理解する。
・開口端補正について理解する。
・閉管，開管の気柱にできる定在波
の振動数，気柱の長さ，波長，音速
の関係について理解する。
・気柱の変位の変化と密度変化の違
いについて知る。

2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
2章　波
1節　波を表す
　A　波とは
　B　波をグラフで表す
2節　波の重ね合わせ
　A　波の重ね合わせ
　B　定在波（定常波）
　C　自由端や固定端での反射
3節　音の性質
　A　音とは
　B　音の三要素
　C　うなり
4節　弦の固有振動
　A　物体固有の振動
　B　弦の固有振動
〈実験6〉弦の固有振動

【知識・技能】
・波は振動であることを理解し，波源や媒質
について理解している。また，直線状に伝わ
る波の波形について理解している。
・波形をy－xグラフで表すことができ，ｙ－
ｔグラフとの関係を理解している。また，波
の速さ，周期，振動数，波長の関係を理解し
ている。
・振動の方向の違いによる縦波や横波を理解
し，縦波のグラフでの表し方を理解してい
る。
・波の独立性と波の重ね合わせの原理につい
て理解している。
・定在波がどのようなときに見られるか，ま
た，定在波の特徴について理解している。
・波が媒質の端や異なる媒質との境界で反射
することを理解し，自由端反射，固定端反射
について理解している。
・音の3要素，空気中での音の速さについて理
解している。また，うなりの生じる理由や，1
秒間あたりに生じるうなりの回数について理
解している。
・共鳴がどのようなときに起こるのか，固有
振動数との関係を理解している。
・弦の固有振動数，倍振動について，弦のよ
うすと合わせて理解している。
・気柱内に生じる定在波のようすを，開管，
閉管それぞれの場合について理解している。

【思考・判断・表現】
・中学校の既習事項から，P波やS波について
考え，自分なりにそれらの相違点について考
え，表現している。
・定在波がどのようなときに見られるか，ま
た，定在波の特徴について理解している。
・固有振動の特徴を調べるために実験を行
い，得られた実験結果を科学的に分析，考察
し，表現している。
・弦の固有振動数，倍振動について，弦のよ
うすと合わせて理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・固有振動の特徴を調べるために実験を行
い，得られた実験結果を科学的に分析，考察
し，他人の実験結果や考察と比較しながら議
論して深く考えようとしている。
・気柱内に定在波が生じると予測し，それを
調べるために実験を行い，得られた実験結果
を科学的に分析，考察し，他人の実験結果や
考察と比較しながら議論して深く考えようと
している。

〇 〇
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2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
3章　電気と磁気
【1節　電流と電圧】
・冬に起こりやすいドアを開けると
きのビリっという現象を思い出し，
静電気の影響に気付く。
・静電気や静電気力について理解す
る。
・原子の構成について理解し，電気
素量や静電気が生じる原因について
理解する。
・電流の正体を理解し，電流の表し
方と，電流の向きと電子の移動の向
きの関係を理解する。
・電流のミクロな視点での考え方を
知り，電流の大きさがどのように表
されるか知る。
・電圧や起電力について，水流モデ
ルと比較しながら理解する。
【2節　電気抵抗】
・白熱電球を例に，同じ電圧を加え
ても電球の明るさが異なる理由につ
いて考える。
・オームの法則について理解する。
・同じ材質でも形状が異なると抵抗
値がどのようになるか，仮説を立
て，検証方法を考え，実際に準備を
して実験を行う。
・電流を流す物質の長さや太さと抵
抗値の関係を実験結果から見いだし
て理解する。
・材質が異なると抵抗値がどのよう
になるか実験し，比較する。
・同じ材質でつくられた抵抗の抵抗
値について，長さと断面積との関係
を理解する。
・材質によって異なる抵抗率につい
て理解する。また，金属の抵抗値は
温度が高くなると大きくなる理由に
ついて知る。
・物質の種類が抵抗率の違いによっ
て，導体，半導体，不導体（絶縁
体）に分類されることを理解する。
【3節　抵抗の接続】
・多くの電気製品を一度に接続した
場合になぜ危険なのかを考える。
・２つの抵抗を直列接続，並列接続
したときの電流や電圧の関係を理解
し，複数の抵抗を接続した際の合成
抵抗について理解する。
【4節　電気とエネルギー】
・電気料金等領収書を見ながら，電
気料金が何で決まるのか考える。
・ジュールの法則について理解し，
ジュール熱が発生する理由について
知る。
・電力量と電力がどのように表され
るか理解する。
【5節　直流と交流】
・直流と交流について歴史的背景を
知り，送電する際に高電圧にする理
由や交流で送電する理由について考
える。
・直流と交流の違いについて理解
し，交流の表し方について理解す
る。
・東日本と西日本で交流の周波数が
異なることを知る。
・必要に応じて，中学校で学習した
電気と磁気に関する内容を振り返
り，高等学校での学習へつなげる。
・必要に応じて，中学校の学習内容
の理解を深める。
・交流発電機のしくみや各種発電所
での発電方法について知る。
・交流が直流に比べて優位な点につ
いて知り，理想的な変圧器につい
て，一次コイルと二次コイルの巻数
と電圧の関係について理解する。
・電力輸送の流れを知り，送電によ
る電力損失について考えることで，
送電に高電圧を用いる理由を理解す
る。
・交流を直流に変換する方法や，日
常生活での電気の利用についての方
法や工夫を知る。
【6節　電磁波】
・電磁波が身のまわりでどのように
利用されているか考える。
・電磁波とは何かを理解する。
・電磁波は波長（振動数）によって
さまざまな種類に分類され，その性
質に応じて利用されていることを理
解する。

2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
3章　電気と磁気
1節　電流と電圧
　A　静電気
　B　電流
　C　電圧
2節　電気抵抗
　A　電気抵抗
　B　物質による電気抵抗の違い
〈実験8〉抵抗値の形状による変化
3節　抵抗の接続
　A　抵抗の接続
4節　電気とエネルギー
　A　電気とエネルギー
5節　直流と交流
　A　直流と交流
　B　交流の発生
　C　変圧器
　D　電力の輸送
　E　日常生活で利用する電気
6節　電磁波
　A　電磁波の性質
　B　電磁波の利用

【知識・技能】
・静電気や原子構造，電流の大きさの表し方
や向き，電圧について理解している。
・オームの法則について理解している。
・同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵
抗値の関係を理解している。また，物質に
よって抵抗率が異なることを理解している。
・２つの抵抗を直列接続，もしくは並列接続
したときの合成抵抗について理解している。
・電力と電力量，ジュール熱について理解し
ている。
・電磁誘導の法則を理解している。また，発
電所では，発電機を回転させることで発電を
行っていることを理解している。
・直流と交流の違いについて理解し，発電所
で発電した交流を変圧して送電していること
を理解している。
・電磁波が周波数の違いによって分類され，
それぞれの性質に合わせて身のまわりでさま
ざまに利用されていることを理解している。

【思考・判断・表現】
・抵抗の形状と抵抗値の大きさにどのような
関係があるか仮説を立て，それを調べるため
に実験を行い，得られた実験結果を科学的に
分析，考察し，表現している。
・中学校での既習事項をもとに，電流を流し
た導線のまわりに起きる変化について考察
し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵
抗値の大きさにどのような関係があるか調べ
るために実験を行い，得られた実験結果を科
学的に分析，考察し，他人の実験結果や考察
と比較しながら議論して深く考えようとして
いる。
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３
学
期

2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
4章　エネルギーとその利用
【1節　エネルギーの変換と保存】
・エネルギーの量について考える。
・エネルギーとは何かについて理解
する。
・エネルギーという概念がどのよう
に生まれたか，語源とともに知る。
・中学校で学習した内容や「物理基
礎」でこれまでに学習した内容を振
り返り，さまざまなエネルギーにつ
いて理解する。
・エネルギーはさまざまに形を変え
ることと，エネルギー保存の法則に
ついて理解する。
【2節　原子核のエネルギー】
・胸部X線検査を例に，X線が人体に
どの程度影響を及ぼすか考える。
・原子の構造とその表し方，同位体
について理解する。
・放射性崩壊によって放射線を放出
することを知り，原子核に蓄えられ
ている核エネルギーが放射線や熱の
エネルギーに変換されることを理解
する。
・放射能の強さを表す量を知り，半
減期について理解する。
・放射線には，α線，β線，γ線な
どがあることを理解し，その性質に
応じてさまざまな分野で利用されて
いることを知る。
・放射線の人体への影響について，
その表し方とともに理解する。
・外部被ばくを低減するための3原
則について知る。
【3節　原子核のエネルギー②核分
裂と核融合】
・核エネルギーを利用する方法とし
て，原子炉と太陽の内部でそれぞれ
どのようなことが起こっているのか
を考える。
・核分裂と連鎖反応について理解
し，原子力発電での利用について理
解する。
・原子力発電における長所と短所に
ついて知り，原子力発電や放射線に
ついて考える。
・太陽で起こっている核融合につい
て理解し，研究が進められている核
融合発電について知る。
【4節　エネルギーの利用と課題】
・電気エネルギーがさまざまなとこ
ろで利用されていることに気付くと
ともに，どのようなエネルギーに変
換して利用しているか考える。
・生命のエネルギーの源が体様から
もたらされる光エネルギーであるこ
とを理解する。
・自然界に存在するエネルギー源に
はどのようなものがあるか知り，枯
渇性エネルギーをもとに，エネル
ギー資源をどのように活用していく
べきかエネルギー変換効率も踏まえ
ながら考える。
・電気エネルギーが幅広く使われて
いることをその理由とともに理解す
る。
・さまざまな発電方式のしくみや特
徴などについて調べる。
・持続可能な社会に向けて，どのよ
うな取り組みが行われているか理解
する。
・SDGsなどについて調べ，持続可能
な社会の実現について考える。

2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
4章　エネルギーとその利用
1節　エネルギーの変換と保存
　A　エネルギーとは何か
　B　さまざまなエネルギー
　C　エネルギーの変換と保存
2節　原子核のエネルギー
　A　原子の構造
　B　放射線と核（原子力）エネル
ギーの発見
　C　放射能の強さと半減期
　D　放射線の種類と利用
　E　放射線の人体への影響
3節　原子核のエネルギー②
核分裂と核融合
　A　核分裂
　B　核融合
4節　エネルギーの利用と課題
　A　生命の営みとエネルギー
　B　人間生活とエネルギー
　C　使いやすいエネルギーの形
～電気エネルギー～
　D　持続可能な社会の実現に向け
て

【知識・技能】
・エネルギーがどのように形を変えるかを理
解し，形を変えてもその総量は変わらないこ
と（エネルギー保存の法則）を理解してい
る。
・原子核の表し方と同位体，放射線と半減期
について理解している。
・放射線の性質を理解し，放射線が身のまわ
りで利用されていることを理解している。ま
た，放射線に関する単位と，人体へ与える影
響について理解している。
・原子力発電では，核分裂によってエネル
ギーが発生していることを理解している。
・身のまわりではさまざまな形でエネルギー
が使用されていることを理解し，持続可能な
社会の実現へ向けて，エネルギーの利用にお
いてさまざまな課題への取り組みが世界的に
進められていることを理解している。

【思考・判断・表現】
・放射線測定器で身のまわりの放射線を測定
したり，放射線源と測定器の距離を変えなが
ら放射線を測定したりすることで，放射線か
ら身を守るためにどのようなことが有効か科
学的に考察している。
・太陽で起こっているような核融合につい
て，そのしくみと進行中の研究について自ら
知ろうとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・持続可能な社会の実現へ向けたエネルギー
利用の取り組みに関して自ら調べるなどし，
その結果について議論し，表現しようとして
いる。

〇



合計

70

〇 〇 7

３
学
期

2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
4章　エネルギーとその利用
【1節　エネルギーの変換と保存】
・エネルギーの量について考える。
・エネルギーとは何かについて理解
する。
・エネルギーという概念がどのよう
に生まれたか，語源とともに知る。
・中学校で学習した内容や「物理基
礎」でこれまでに学習した内容を振
り返り，さまざまなエネルギーにつ
いて理解する。
・エネルギーはさまざまに形を変え
ることと，エネルギー保存の法則に
ついて理解する。
【2節　原子核のエネルギー】
・胸部X線検査を例に，X線が人体に
どの程度影響を及ぼすか考える。
・原子の構造とその表し方，同位体
について理解する。
・放射性崩壊によって放射線を放出
することを知り，原子核に蓄えられ
ている核エネルギーが放射線や熱の
エネルギーに変換されることを理解
する。
・放射能の強さを表す量を知り，半
減期について理解する。
・放射線には，α線，β線，γ線な
どがあることを理解し，その性質に
応じてさまざまな分野で利用されて
いることを知る。
・放射線の人体への影響について，
その表し方とともに理解する。
・外部被ばくを低減するための3原
則について知る。
【3節　原子核のエネルギー②核分
裂と核融合】
・核エネルギーを利用する方法とし
て，原子炉と太陽の内部でそれぞれ
どのようなことが起こっているのか
を考える。
・核分裂と連鎖反応について理解
し，原子力発電での利用について理
解する。
・原子力発電における長所と短所に
ついて知り，原子力発電や放射線に
ついて考える。
・太陽で起こっている核融合につい
て理解し，研究が進められている核
融合発電について知る。
【4節　エネルギーの利用と課題】
・電気エネルギーがさまざまなとこ
ろで利用されていることに気付くと
ともに，どのようなエネルギーに変
換して利用しているか考える。
・生命のエネルギーの源が体様から
もたらされる光エネルギーであるこ
とを理解する。
・自然界に存在するエネルギー源に
はどのようなものがあるか知り，枯
渇性エネルギーをもとに，エネル
ギー資源をどのように活用していく
べきかエネルギー変換効率も踏まえ
ながら考える。
・電気エネルギーが幅広く使われて
いることをその理由とともに理解す
る。
・さまざまな発電方式のしくみや特
徴などについて調べる。
・持続可能な社会に向けて，どのよ
うな取り組みが行われているか理解
する。
・SDGsなどについて調べ，持続可能
な社会の実現について考える。

2編　さまざまな物理現象とエネル
ギー
4章　エネルギーとその利用
1節　エネルギーの変換と保存
　A　エネルギーとは何か
　B　さまざまなエネルギー
　C　エネルギーの変換と保存
2節　原子核のエネルギー
　A　原子の構造
　B　放射線と核（原子力）エネル
ギーの発見
　C　放射能の強さと半減期
　D　放射線の種類と利用
　E　放射線の人体への影響
3節　原子核のエネルギー②
核分裂と核融合
　A　核分裂
　B　核融合
4節　エネルギーの利用と課題
　A　生命の営みとエネルギー
　B　人間生活とエネルギー
　C　使いやすいエネルギーの形
～電気エネルギー～
　D　持続可能な社会の実現に向け
て

【知識・技能】
・エネルギーがどのように形を変えるかを理
解し，形を変えてもその総量は変わらないこ
と（エネルギー保存の法則）を理解してい
る。
・原子核の表し方と同位体，放射線と半減期
について理解している。
・放射線の性質を理解し，放射線が身のまわ
りで利用されていることを理解している。ま
た，放射線に関する単位と，人体へ与える影
響について理解している。
・原子力発電では，核分裂によってエネル
ギーが発生していることを理解している。
・身のまわりではさまざまな形でエネルギー
が使用されていることを理解し，持続可能な
社会の実現へ向けて，エネルギーの利用にお
いてさまざまな課題への取り組みが世界的に
進められていることを理解している。

【思考・判断・表現】
・放射線測定器で身のまわりの放射線を測定
したり，放射線源と測定器の距離を変えなが
ら放射線を測定したりすることで，放射線か
ら身を守るためにどのようなことが有効か科
学的に考察している。
・太陽で起こっているような核融合につい
て，そのしくみと進行中の研究について自ら
知ろうとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・持続可能な社会の実現へ向けたエネルギー
利用の取り組みに関して自ら調べるなどし，
その結果について議論し，表現しようとして
いる。

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

１
学
期

１編　力と運動
【知識及び技能】
・剛体にはたらく力のつり合いに関
する基本的な概念、平面上を運動す
る物体や放物運動する物体にはらた
く力と運動との関係、円運動する物
体にはたらく力と運動との関係，円
運動に関する基本的な概念、単振動
する物体にはたらく力と運動との関
係、力積・運動量という基本的な概
念を理解し，運動量保存の法則につ
いて成立条件を含めてや公式を理解
し，正しく知識を身につけ活用や、
解析する方法を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
剛体にいろいろな力がはたらくとき
の力のつり合いについて，観察・実
験を通して理解を深め，剛体にはた
らく力と力のつり合いとの関係を的
確に表現できる。また，身の回りの
物体が転倒しない条件などを正しく
解析し考察できる。
・平面上の等加速度運動をもとにし
て，多くの複雑な運動の理解に至る
ことを知り，運動の多様性と簡単な
解析の方法を習得し，考察できる。
・日常に見られる円運動や天体の運
動を通して，力の性質や運動との関
わりについて考察ができる。また，
これらに関する観察・実験を通し
て，力と運動との関係についての理
解を深め，身の回りに生じる様々な
現象に対して正しく解析し判断でき
る。
・日常に見られる単振動を通して，
力の性質や運動との関わりについて
考察ができる。また，これらに関す
る観察・実験を通して，力と運動と
の関係についての理解を深め，身の
回りに生じる様々な現象に対して正
しく解析し判断できる。
・力積と運動量の定義から導
かれる法則性を見いだし，スポーツ
や身近な現象について力積と運動量
の考え方から説明できる。さらに，
運動量とその保存の法則を使いこな
して予測活動ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・力とつり合いの関係について，日
常に見られる様々な運動を通して関
心を持ち，科学的に探究しようとす
る。
・日常の様々な物体の運動に関心を
持ち，意欲的に探究しようとする。
それらの運動を理解する端緒として
の平面上の運動に対して関心を抱
き，意欲的に探究しようとする。
・日常の様々な物体の運動に関心を
持ち，意欲的に探究しようとする。
円運動と万有引力及び天体の運動に
対して関心を抱き，意欲的に探究し
ようとする。
・日常の様々な物体の運動に関心を
持ち，意欲的に探究しようとする。
単振動に対して関心を抱き，意欲的
に探究しようとする。
・力積と運動量が関わる日常
の運動について関心を持ち，意欲的
に探究しようとする。また，運動量
保存の法則の有用性を知り，その法
則をいろいろな運動を分析するため
に活用しようとする。

１編　力と運動
１章　剛体にはたらく力のつり合
い
２章　さまざまな運動①
３章　さまざまな運動②
４章　さまざまな運動③
５章　運動量

【知識・技能】
・剛体にはたらく力のつり合いに関する基本
的な概念や公式を理解し，それらの関係を解
析する方法を身につけている。
・平面上を運動する物体や放物運動する物体
にはらたく力と運動との関係を正しく理解
し，それらに関する基本的な概念や公式を理
解し，運動を解析する方法を身につけてい
る。
・円運動する物体にはたらく力と運動との関
係を正しく理解し，円運動に関する基本的な
概念や公式を理解し，運動を解析する方法を
身につけている。
・単振動する物体にはたらく力と運動との関
係を正しく理解し，単振動に関する基本的な
概念や公式を理解し，運動を解析する方法を
身につけている。
・力積・運動量という基本的な
概念を理解し，運動量保存の法則について成
立条件を含めて正しく知識を身につけ活用で
きる。

【思考・判断・表現】
・剛体にいろいろな力がはたらくときの力の
つり合いについて，観察・実験を通して理解
を深め，剛体にはたらく力と力のつり合いと
の関係を的確に表現できる。また，身の回り
の物体が転倒しない条件などを正しく解析し
考察できる。
・平面上の等加速度運動をもとにして，多く
の複雑な運動の理解に至ることを知り，運動
の多様性と簡単な解析の方法を習得し，考察
できる。
・日常に見られる円運動や天体の運動を通し
て，力の性質や運動との関わりについて考察
ができる。また，これらに関する観察・実験
を通して，力と運動との関係についての理解
を深め，身の回りに生じる様々な現象に対し
て正しく解析し判断できる。
・日常に見られる単振動を通して，力の性質
や運動との関わりについて考察ができる。ま
た，これらに関する観察・実験を通して，力
と運動との関係についての理解を深め，身の
回りに生じる様々な現象
に対して正しく解析し判断できる。
・力積と運動量の定義から導
かれる法則性を見いだし，スポーツや身近な
現象について力積と運動量の考え方から説明
できる。さらに，運動量とその保存の法則を
使いこなして予測活動ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・力とつり合いの関係について，日常に見ら
れる様々な運動を通して関心を持ち，科学的
に探究しようとする。
・日常の様々な物体の運動に関心を持ち，意
欲的に探究しようとする。それらの運動を理
解する端緒としての平面上の運動に対して関
心を抱き，意欲的に探究しようとする。
・日常の様々な物体の運動に関心を持ち，意
欲的に探究しようとする。円運動と万有引力
及び天体の運動に対して関心を抱き，意欲的
に探究しようとする。
・日常の様々な物体の運動に関心を持ち，意
欲的に探究しようとする。単振動に対して関
心を抱き，意欲的に探究しようとする。
・力積と運動量が関わる日常
の運動について関心を持ち，意欲的に探究し
ようとする。また，運動量保存の法則の有用
性を知り，その法則をいろいろな運動を分析
するために活用しようとする。

○ ○ ○ 40

物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する技能を身に付けるよ
うにする。

物理学の観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。

物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的にかかわり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（Ⅵ群、A群：木村　嘉尚）

改訂　物理　（東京書籍）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技術
を身に付けるようにする。

理科 物理
理科 物理 5



30

２
学
期

３編　波
【知識及び技能】
・波の波長・振動数・速度・屈折・
反射や波の種類，そして特有の性質
としての回折・干渉などについて理
解し身につけている。また，波動現
象の原理・法則を活用できる。
・音が疎密波であることや，共振
（共鳴）や定常波について理解し，
楽器の原理を量的関係で捉えること
ができる。さらに，建物や橋などの
地震対策が共振と関係していること
を知る。
・光が波の性質を持つことや，光の
屈折・反射・回折・干渉などの法則
性について理解し，それらの知識に
基づいて身の回りの現象を捉えるこ
とができる。また，光の色と波長と
の関係について観察・実験などを通
して理解し，知識を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 様々な波動現象から波動現象に
共通している性質・特徴を考察する
ことによって，波動現象の本質を見
いだし判断できる。
・音を波動として捉えられ，統一的
に判断できる。また，音や振動に関
係している日常の様々な現象に対し
て的確に考察・洞察し判断できる。
・光を波動として捉えることがで
き，屈折，反射，回折，干渉，偏光
について統一的に判断できる。ま
た，光に関係している日常の様々な
現象に対して的確に考察・洞察し判
断できる。
【学びに向かう力、人間性等

３編　波
１章　波の性質
２章　音
３章　光

【知識・技能】
・波の波長・振動数・速度・屈折・反射や波
の種類，そして特有の性質としての回折・干
渉などについて理解し身につけている。ま
た，波動現象の原理・法則を活用できる。
・水波実験器や波動実験器などを用いて，波
の種類・基本的性質を観察・実験する方法を
習得する。また，縦波の横波表現やホイヘン
スの原理に基づいた様々な波動現象の作図が
できる。
弦楽器や管楽器の実験・観察を通して，定常
波・共振・共鳴等に関する実験技能を習得
し，得られた結果をグラフなどを使って分析
できる。
音が疎密波であることや，共振（共鳴）や定
常波について理解し，楽器の原理を量的関係
で捉えることができる。さらに，建物や橋な
どの地震対策が共振と関係していることを知
る。
・光が波の性質を持つことや，光の屈折・反
射・回折・干渉などの法則性について理解
し，それらの知識に基づいて身の回りの現象
を捉えることができる。また，光の色と波長
との関係について観察・実験などを通して理
解し，知識を身につけている。
・スリット・回折格子・偏光板を用いた観
察・実験の技能を習得するとともに，その結
果について考察し的確に表現できる。また，
簡単な実験機器を製作することができる。

【思考・判断・表現】
・様々な波動現象から波動現象に共通してい
る性質・特徴を考察することによって，波動
現象の本質を見いだし判断できる。
・音を波動として捉えられ，統一的に判断で
きる。また，音や振動に関係している日常の
様々な現象に対して的確に考察・洞察し判断
できる。
・光を波動として捉えることができ，屈折，
反射，回折，干渉，偏光について統一的に判
断できる。また，光に関係している日常の
様々な現象に対して的確に考察・洞察し判断
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身の回りの波動現象に関心を持ち，それら
の性質に関する現象に対して意欲的・科学的
に探究する態度を身につけようとしている。
・音波の特徴や性質・伝わり方に関心を持
ち，意欲的に探究しようとしている。また，
音波の発生装置である楽器等に興味を持ち，
波の基本的性質と関連づけて探究しようとす
る。
・身の回りの光の現象に関心を持ち，それら
の性質に関する現象に対して意欲的・科学的
に探究する態度を身につけようとしている。

16

定期考査
○ ○ 2

２編　熱
【知識及び技能】
・気体の分子運動・圧力・温度・内
部エネルギーの基本的な概念につい
て理解し，それらの知識を使って日
常の現象を捉えることができる。
・気体の状態変化における熱・仕
事・内部エネルギーの関係について
理解する。また，内部エネルギーを

２編　熱
１章　気体分子の運動と圧力
１章　気体分子の運動と圧力
２章　気体の状態変化

【知識・技能】
・気体の分子運動・圧力・温度・内部エネル
ギーの基本的な概念について理解し，それら
の知識を使って日常の現象を捉えることがで
きる。
・気体の状態変化における熱・仕事・内部エ
ネルギーの関係について理解する。また，内
部エネルギーを含めたエネルギー保存の法則
として熱力学第１法測が成り立つことを理解

○ ○ ○

○ ○ 2

１
学
期

１編　力と運動
【知識及び技能】
・剛体にはたらく力のつり合いに関
する基本的な概念、平面上を運動す
る物体や放物運動する物体にはらた
く力と運動との関係、円運動する物
体にはたらく力と運動との関係，円
運動に関する基本的な概念、単振動
する物体にはたらく力と運動との関
係、力積・運動量という基本的な概
念を理解し，運動量保存の法則につ
いて成立条件を含めてや公式を理解
し，正しく知識を身につけ活用や、
解析する方法を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
剛体にいろいろな力がはたらくとき
の力のつり合いについて，観察・実
験を通して理解を深め，剛体にはた
らく力と力のつり合いとの関係を的
確に表現できる。また，身の回りの
物体が転倒しない条件などを正しく
解析し考察できる。
・平面上の等加速度運動をもとにし
て，多くの複雑な運動の理解に至る
ことを知り，運動の多様性と簡単な
解析の方法を習得し，考察できる。
・日常に見られる円運動や天体の運
動を通して，力の性質や運動との関
わりについて考察ができる。また，
これらに関する観察・実験を通し
て，力と運動との関係についての理
解を深め，身の回りに生じる様々な
現象に対して正しく解析し判断でき
る。
・日常に見られる単振動を通して，
力の性質や運動との関わりについて
考察ができる。また，これらに関す
る観察・実験を通して，力と運動と
の関係についての理解を深め，身の
回りに生じる様々な現象に対して正
しく解析し判断できる。
・力積と運動量の定義から導
かれる法則性を見いだし，スポーツ
や身近な現象について力積と運動量
の考え方から説明できる。さらに，
運動量とその保存の法則を使いこな
して予測活動ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・力とつり合いの関係について，日
常に見られる様々な運動を通して関
心を持ち，科学的に探究しようとす
る。
・日常の様々な物体の運動に関心を
持ち，意欲的に探究しようとする。
それらの運動を理解する端緒として
の平面上の運動に対して関心を抱
き，意欲的に探究しようとする。
・日常の様々な物体の運動に関心を
持ち，意欲的に探究しようとする。
円運動と万有引力及び天体の運動に
対して関心を抱き，意欲的に探究し
ようとする。
・日常の様々な物体の運動に関心を
持ち，意欲的に探究しようとする。
単振動に対して関心を抱き，意欲的
に探究しようとする。
・力積と運動量が関わる日常
の運動について関心を持ち，意欲的
に探究しようとする。また，運動量
保存の法則の有用性を知り，その法
則をいろいろな運動を分析するため
に活用しようとする。

１編　力と運動
１章　剛体にはたらく力のつり合
い
２章　さまざまな運動①
３章　さまざまな運動②
４章　さまざまな運動③
５章　運動量

【知識・技能】
・剛体にはたらく力のつり合いに関する基本
的な概念や公式を理解し，それらの関係を解
析する方法を身につけている。
・平面上を運動する物体や放物運動する物体
にはらたく力と運動との関係を正しく理解
し，それらに関する基本的な概念や公式を理
解し，運動を解析する方法を身につけてい
る。
・円運動する物体にはたらく力と運動との関
係を正しく理解し，円運動に関する基本的な
概念や公式を理解し，運動を解析する方法を
身につけている。
・単振動する物体にはたらく力と運動との関
係を正しく理解し，単振動に関する基本的な
概念や公式を理解し，運動を解析する方法を
身につけている。
・力積・運動量という基本的な
概念を理解し，運動量保存の法則について成
立条件を含めて正しく知識を身につけ活用で
きる。

【思考・判断・表現】
・剛体にいろいろな力がはたらくときの力の
つり合いについて，観察・実験を通して理解
を深め，剛体にはたらく力と力のつり合いと
の関係を的確に表現できる。また，身の回り
の物体が転倒しない条件などを正しく解析し
考察できる。
・平面上の等加速度運動をもとにして，多く
の複雑な運動の理解に至ることを知り，運動
の多様性と簡単な解析の方法を習得し，考察
できる。
・日常に見られる円運動や天体の運動を通し
て，力の性質や運動との関わりについて考察
ができる。また，これらに関する観察・実験
を通して，力と運動との関係についての理解
を深め，身の回りに生じる様々な現象に対し
て正しく解析し判断できる。
・日常に見られる単振動を通して，力の性質
や運動との関わりについて考察ができる。ま
た，これらに関する観察・実験を通して，力
と運動との関係についての理解を深め，身の
回りに生じる様々な現象
に対して正しく解析し判断できる。
・力積と運動量の定義から導
かれる法則性を見いだし，スポーツや身近な
現象について力積と運動量の考え方から説明
できる。さらに，運動量とその保存の法則を
使いこなして予測活動ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・力とつり合いの関係について，日常に見ら
れる様々な運動を通して関心を持ち，科学的
に探究しようとする。
・日常の様々な物体の運動に関心を持ち，意
欲的に探究しようとする。それらの運動を理
解する端緒としての平面上の運動に対して関
心を抱き，意欲的に探究しようとする。
・日常の様々な物体の運動に関心を持ち，意
欲的に探究しようとする。円運動と万有引力
及び天体の運動に対して関心を抱き，意欲的
に探究しようとする。
・日常の様々な物体の運動に関心を持ち，意
欲的に探究しようとする。単振動に対して関
心を抱き，意欲的に探究しようとする。
・力積と運動量が関わる日常
の運動について関心を持ち，意欲的に探究し
ようとする。また，運動量保存の法則の有用
性を知り，その法則をいろいろな運動を分析
するために活用しようとする。

○ ○ ○ 40

定期考査
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２
学
期

３編　波
【知識及び技能】
・波の波長・振動数・速度・屈折・
反射や波の種類，そして特有の性質
としての回折・干渉などについて理
解し身につけている。また，波動現
象の原理・法則を活用できる。
・音が疎密波であることや，共振
（共鳴）や定常波について理解し，
楽器の原理を量的関係で捉えること
ができる。さらに，建物や橋などの
地震対策が共振と関係していること
を知る。
・光が波の性質を持つことや，光の
屈折・反射・回折・干渉などの法則
性について理解し，それらの知識に
基づいて身の回りの現象を捉えるこ
とができる。また，光の色と波長と
の関係について観察・実験などを通
して理解し，知識を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 様々な波動現象から波動現象に
共通している性質・特徴を考察する
ことによって，波動現象の本質を見
いだし判断できる。
・音を波動として捉えられ，統一的
に判断できる。また，音や振動に関
係している日常の様々な現象に対し
て的確に考察・洞察し判断できる。
・光を波動として捉えることがで
き，屈折，反射，回折，干渉，偏光
について統一的に判断できる。ま
た，光に関係している日常の様々な
現象に対して的確に考察・洞察し判
断できる。
【学びに向かう力、人間性等

３編　波
１章　波の性質
２章　音
３章　光

【知識・技能】
・波の波長・振動数・速度・屈折・反射や波
の種類，そして特有の性質としての回折・干
渉などについて理解し身につけている。ま
た，波動現象の原理・法則を活用できる。
・水波実験器や波動実験器などを用いて，波
の種類・基本的性質を観察・実験する方法を
習得する。また，縦波の横波表現やホイヘン
スの原理に基づいた様々な波動現象の作図が
できる。
弦楽器や管楽器の実験・観察を通して，定常
波・共振・共鳴等に関する実験技能を習得
し，得られた結果をグラフなどを使って分析
できる。
音が疎密波であることや，共振（共鳴）や定
常波について理解し，楽器の原理を量的関係
で捉えることができる。さらに，建物や橋な
どの地震対策が共振と関係していることを知
る。
・光が波の性質を持つことや，光の屈折・反
射・回折・干渉などの法則性について理解
し，それらの知識に基づいて身の回りの現象
を捉えることができる。また，光の色と波長
との関係について観察・実験などを通して理
解し，知識を身につけている。
・スリット・回折格子・偏光板を用いた観
察・実験の技能を習得するとともに，その結
果について考察し的確に表現できる。また，
簡単な実験機器を製作することができる。

【思考・判断・表現】
・様々な波動現象から波動現象に共通してい
る性質・特徴を考察することによって，波動
現象の本質を見いだし判断できる。
・音を波動として捉えられ，統一的に判断で
きる。また，音や振動に関係している日常の
様々な現象に対して的確に考察・洞察し判断
できる。
・光を波動として捉えることができ，屈折，
反射，回折，干渉，偏光について統一的に判
断できる。また，光に関係している日常の
様々な現象に対して的確に考察・洞察し判断
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身の回りの波動現象に関心を持ち，それら
の性質に関する現象に対して意欲的・科学的
に探究する態度を身につけようとしている。
・音波の特徴や性質・伝わり方に関心を持
ち，意欲的に探究しようとしている。また，
音波の発生装置である楽器等に興味を持ち，
波の基本的性質と関連づけて探究しようとす
る。
・身の回りの光の現象に関心を持ち，それら
の性質に関する現象に対して意欲的・科学的
に探究する態度を身につけようとしている。

４編　電気と磁気
【知識及び技能】
・電場と電位の関係やコンデンサー
の性質について理解し，それらの知
識に基づいて電場の様子をイメージ
し定量的に扱うことができる。
・電流に関する現象について，電流
の基本的な概念を形成しているとと
もに，電流回路における規則性を理
解している。また，電流が現代の生
活で重要な役割を担っていることを
理解している。
・電流と磁場の関係について基本的
な概念を身につけており，電流がつ
くる磁場や，電流が磁場から受ける
力についての法則や公式を理解し活
用できる。
・電磁誘導に関する現象について，
それらの基本的な概念を形成してい
るとともに，電場と磁場の相互作用
によるエネルギー変換が発電機に利
用されていることを理解している。
また，発電所でつくられ利用されて
いる交流の概念と利点を理解してい
る。さらに，光や放射線を含めた電
磁波の基本的な性質と種類について
の知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
・電気的な力や空間の性質につい
て，電場と電位という新しい概念で
捉え，表現することができる。ま
た，これらの知識を使ってコンデン
サーの原理について考察し判断でき
る。
・電流回路の基本的な性質とその利
用法を的確に判断できる。また，目
的に応じて適切な電流回路を自分で
考案し，表現することができる。
・電流がつくる磁場の基本的な性質
を理解し，様々なパターンの電流に
よる磁場の様子を考察し，表現する
ことができる。また，モーターの仕
組みから，電流と磁場との関係を見
いだすことができる。
・身の回りの電気機器や通信機器な
どと電磁誘導との関わりを的確に判
断できる。また，交流について，そ
の発電の原理や利点を見いだし，生
活の中での利用のされ方を総合的に
考察できる。さらに，電磁波の利用
のされ方と性質との関係を的確に判
断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・電場と電位に関心を持ち，それら
の性質に関する現象に対して意欲的
に探究し実験を行おうとしている。
・日常生活における電流の利用に興
味・関心を抱き，電流の基本的な性
質と使われ方について意欲的に探究
しようとする。また，電流を効率的
かつ安全に使う方法について関心を
持ち，自ら実践しようとする態度を
身につけようとしている。
・電流と磁場との関係や，電流が磁
場から受ける力を利用したモーター
の原理について興味・関心を抱き，
電流と磁場の基本的な性質と使われ
方について意欲的に探究しようとす
る。
・電場と磁場との相互作用に興味・
関心を持ち，それらを繋げる法則と
実際の機器の仕組みの探究に意欲的
に取り組もうとする。また，今日の
人間生活と電磁波との関わりに興
味・関心を抱き，それらの基本的な
性質と使われ方について意欲的に探
究しようとする。

４編　電気と磁気
１章　電界と電位
２章　電流
３章　電流と磁界
４章　電磁誘導と電磁波

【知識・技能】
・ 電場と電位の関係やコンデンサーの性質に
ついて理解し，それらの知識に基づいて電場
の様子をイメージし定量的に扱うことができ
る。
・電場の様子の観察やコンデンサーの実験な
どを通して，電場と電位についてイメージで
きるようになる。また，電場に関する観察・
実験の技能を習得している。
電流に関する現象について，電流の基本的な
概念を形成しているとともに，電流回路にお
ける規則性を理解している。また，電流が現
代の生活で重要な役割を担っていることを理
解している。
・電流の基本的な性質とその利用のされ方を
観察や実験を行いながら理解し，基本的な電
流回路の接続のきまりや測定方法を習得でき
ている。
・電流と磁場の関係について基本的な概念を
身につけており，電流がつくる磁場や，電流
が磁場から受ける力についての法則や公式を
理解し活用できる。
・観察や実験を行いながら，電流がつくる磁
場や，電流が磁場から受ける力をイメージで
きるようになる。また，電流と磁場に関する
観察・実験の方法とデータの扱い方を習得し
ている。
・電磁誘導に関する現象について，それらの
基本的な概念を形成しているとともに，電場
と磁場の相互作用によるエネルギー変換が発
電機に利用されていることを理解している。
また，発電所でつくられ利用されている交流
の概念と利点を理解している。さらに，光や
放射線を含めた電磁波の基本的な性質と種類
についての知識を身につけている。
・磁石，コイル，抵抗，コンデンサー，検流
計などを用いて実験・観察を行い，実験機器
の操作や探究・測定の方法を習得し，結果の
表現を的確にできる。また，電磁波の性質を
探究するための観察・実験を通して，目に見
えない電磁波についてイメージできるように
なる。

【思考・判断・表現】
・電気的な力や空間の性質について，電場と
電位という新しい概念で捉え，表現すること
ができる。また，これらの知識を使ってコン
デンサーの原理について考察し判断できる。
・電流回路の基本的な性質とその利用法を的
確に判断できる。また，目的に応じて適切な
電流回路を自分で考案し，表現することがで
きる。
・電流がつくる磁場の基本的な性質を理解
し，様々なパターンの電流による磁場の様子
を考察し，表現することができる。また，
モーターの仕組みから，電流と磁場との関係
を見いだすことができる。
・身の回りの電気機器や通信機器などと電磁
誘導との関わりを的確に判断できる。また，
交流について，その発電の原理や利点を見い
だし，生活の中での利用のされ方を総合的に
考察できる。さらに，電磁波の利用のされ方
と性質との関係を的確に判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電場と電位に関心を持ち，それらの性質に
関する現象に対して意欲的に探究し実験を行
おうとしている。
・日常生活における電流の利用に興味・関心
を抱き，電流の基本的な性質と使われ方につ
いて意欲的に探究しようとする。また，電流
を効率的かつ安全に使う方法について関心を
持ち，自ら実践しようとする態度を身につけ
ようとしている。
・電流と磁場との関係や，電流が磁場から受
ける力を利用したモーターの原理について興
味・関心を抱き，電流と磁場の基本的な性質
と使われ方について意欲的に探究しようとす
る。
・電場と磁場との相互作用に興味・関心を持
ち，それらを繋げる法則と実際の機器の仕組
みの探究に意欲的に取り組もうとする。
　また，今日の人間生活と電磁波との関わり
に興味・関心を抱き，それらの基本的な性質
と使われ方について意欲的に探究しようとす
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３
学
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５編　原子
【知識及び技能】
・電子の発見に関する歴史的な実験
について知るとともに，電子の電荷
と質量について理解している。ま
た，電子や光の粒子性と波動性に関
する歴史的な実験について知るとと
もに，その基本的な概念について理
解している。さらにＸ線の性質とそ
の利用についての知識を身につけて
いる。
・原子構造や素粒子の発見に関する
歴史的な実験について知るととも
に，スペクトルと電子のエネルギー
準位との関係や，原子核の崩壊およ
び核反応について理解している。ま
た，原子力や放射線の利用とそのリ
スクについての知識を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・電子の電荷と質量について理解
し，電子の比電荷や電気素量との関
係について考察し判断することがで
きる。また，電子や光の粒子性と波
動性について理解し，それを発見し
た歴史的な実験やプランク定数と関
連づけて考察し表現できる。
・原子構造とスペクトル，原子核，
素粒子について理解し，それらを発
見した歴史的な実験と関連づけて考
察し表現できる。また，原子力や放
射線の利用に関するデータについ
て，その妥当性，信頼性，客観性を
科学的に考察し判断することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・電子の発見の歴史や，電子や光の
粒子性と波動性について興味・関心
を抱き，こうした科学的な探究の活
動について調べたり，自ら参加しよ
うとする。
・原子の構造に関する科学的探究の
プロセスに興味・関心を抱き，意欲
的に探究しようとしている。また，
人類が手に入れた原子力や放射線の
技術を安全に利用するためにはどう
したらよいかについて，自分で調べ
たり，仲間と一緒に話し合ったりし
ようとする。

５編　原子
１章　電子と光
２章　原子と原子核

【知識・技能】
・電子の発見に関する歴史的な実験について
知るとともに，電子の電荷と質量について理
解している。また，電子や光の粒子性と波動
性に関する歴史的な実験について知るととも
に，その基本的な概念について理解してい
る。さらにＸ線の性質とその利用についての
知識を身につけている。
・電子や光についての観察・実験を通して，
電子のイメージや粒子性・波動性の概念を形
成している。また，こうした実験に際しての
安全な方法について習得している。
・原子構造や素粒子の発見に関する歴史的な
実験について知るとともに，スペクトルと電
子のエネルギー準位との関係や，原子核の崩
壊および核反応について理解している。ま
た，原子力や放射線の利用とそのリスクにつ
いての知識を身につけている。
・スペクトル観察や半減期の実験などを通し
て，原子構造や原子核反応の概念を形成して
いる。また，こうした実験に際しての安全な
方法とデータの扱い方について習得してい
る。

【思考・判断・表現】
・電子の電荷と質量について理解し，電子の
比電荷や電気素量との関係について考察し判
断することができる。また，電子や光の粒子
性と波動性について理解し，それを発見した
歴史的な実験やプランク定数と関連づけて考
察し表現できる。
・原子構造とスペクトル，原子核，素粒子に
ついて理解し，それらを発見した歴史的な実
験と関連づけて考察し表現できる。
　また，原子力や放射線の利用に関するデー
タについて，その妥当性，信頼性，客観性を
科学的に考察し判断することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電子の発見の歴史や，電子や光の粒子性と
波動性について興味・関心を抱き，こうした
科学的な探究の活動について調べたり，自ら
参加しようとする。
・原子の構造に関する科学的探究のプロセス
に興味・関心を抱き，意欲的に探究しようと
している。
　また，人類が手に入れた原子力や放射線の
技術を安全に利用するためにはどうしたらよ
いかについて，自分で調べたり，仲間と一緒
に話し合ったりしようとする。
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４編　電気と磁気
【知識及び技能】
・電場と電位の関係やコンデンサー
の性質について理解し，それらの知
識に基づいて電場の様子をイメージ
し定量的に扱うことができる。
・電流に関する現象について，電流
の基本的な概念を形成しているとと
もに，電流回路における規則性を理
解している。また，電流が現代の生
活で重要な役割を担っていることを
理解している。
・電流と磁場の関係について基本的
な概念を身につけており，電流がつ
くる磁場や，電流が磁場から受ける
力についての法則や公式を理解し活
用できる。
・電磁誘導に関する現象について，
それらの基本的な概念を形成してい
るとともに，電場と磁場の相互作用
によるエネルギー変換が発電機に利
用されていることを理解している。
また，発電所でつくられ利用されて
いる交流の概念と利点を理解してい
る。さらに，光や放射線を含めた電
磁波の基本的な性質と種類について
の知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
・電気的な力や空間の性質につい
て，電場と電位という新しい概念で
捉え，表現することができる。ま
た，これらの知識を使ってコンデン
サーの原理について考察し判断でき
る。
・電流回路の基本的な性質とその利
用法を的確に判断できる。また，目
的に応じて適切な電流回路を自分で
考案し，表現することができる。
・電流がつくる磁場の基本的な性質
を理解し，様々なパターンの電流に
よる磁場の様子を考察し，表現する
ことができる。また，モーターの仕
組みから，電流と磁場との関係を見
いだすことができる。
・身の回りの電気機器や通信機器な
どと電磁誘導との関わりを的確に判
断できる。また，交流について，そ
の発電の原理や利点を見いだし，生
活の中での利用のされ方を総合的に
考察できる。さらに，電磁波の利用
のされ方と性質との関係を的確に判
断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・電場と電位に関心を持ち，それら
の性質に関する現象に対して意欲的
に探究し実験を行おうとしている。
・日常生活における電流の利用に興
味・関心を抱き，電流の基本的な性
質と使われ方について意欲的に探究
しようとする。また，電流を効率的
かつ安全に使う方法について関心を
持ち，自ら実践しようとする態度を
身につけようとしている。
・電流と磁場との関係や，電流が磁
場から受ける力を利用したモーター
の原理について興味・関心を抱き，
電流と磁場の基本的な性質と使われ
方について意欲的に探究しようとす
る。
・電場と磁場との相互作用に興味・
関心を持ち，それらを繋げる法則と
実際の機器の仕組みの探究に意欲的
に取り組もうとする。また，今日の
人間生活と電磁波との関わりに興
味・関心を抱き，それらの基本的な
性質と使われ方について意欲的に探
究しようとする。

４編　電気と磁気
１章　電界と電位
２章　電流
３章　電流と磁界
４章　電磁誘導と電磁波

【知識・技能】
・ 電場と電位の関係やコンデンサーの性質に
ついて理解し，それらの知識に基づいて電場
の様子をイメージし定量的に扱うことができ
る。
・電場の様子の観察やコンデンサーの実験な
どを通して，電場と電位についてイメージで
きるようになる。また，電場に関する観察・
実験の技能を習得している。
電流に関する現象について，電流の基本的な
概念を形成しているとともに，電流回路にお
ける規則性を理解している。また，電流が現
代の生活で重要な役割を担っていることを理
解している。
・電流の基本的な性質とその利用のされ方を
観察や実験を行いながら理解し，基本的な電
流回路の接続のきまりや測定方法を習得でき
ている。
・電流と磁場の関係について基本的な概念を
身につけており，電流がつくる磁場や，電流
が磁場から受ける力についての法則や公式を
理解し活用できる。
・観察や実験を行いながら，電流がつくる磁
場や，電流が磁場から受ける力をイメージで
きるようになる。また，電流と磁場に関する
観察・実験の方法とデータの扱い方を習得し
ている。
・電磁誘導に関する現象について，それらの
基本的な概念を形成しているとともに，電場
と磁場の相互作用によるエネルギー変換が発
電機に利用されていることを理解している。
また，発電所でつくられ利用されている交流
の概念と利点を理解している。さらに，光や
放射線を含めた電磁波の基本的な性質と種類
についての知識を身につけている。
・磁石，コイル，抵抗，コンデンサー，検流
計などを用いて実験・観察を行い，実験機器
の操作や探究・測定の方法を習得し，結果の
表現を的確にできる。また，電磁波の性質を
探究するための観察・実験を通して，目に見
えない電磁波についてイメージできるように
なる。

【思考・判断・表現】
・電気的な力や空間の性質について，電場と
電位という新しい概念で捉え，表現すること
ができる。また，これらの知識を使ってコン
デンサーの原理について考察し判断できる。
・電流回路の基本的な性質とその利用法を的
確に判断できる。また，目的に応じて適切な
電流回路を自分で考案し，表現することがで
きる。
・電流がつくる磁場の基本的な性質を理解
し，様々なパターンの電流による磁場の様子
を考察し，表現することができる。また，
モーターの仕組みから，電流と磁場との関係
を見いだすことができる。
・身の回りの電気機器や通信機器などと電磁
誘導との関わりを的確に判断できる。また，
交流について，その発電の原理や利点を見い
だし，生活の中での利用のされ方を総合的に
考察できる。さらに，電磁波の利用のされ方
と性質との関係を的確に判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電場と電位に関心を持ち，それらの性質に
関する現象に対して意欲的に探究し実験を行
おうとしている。
・日常生活における電流の利用に興味・関心
を抱き，電流の基本的な性質と使われ方につ
いて意欲的に探究しようとする。また，電流
を効率的かつ安全に使う方法について関心を
持ち，自ら実践しようとする態度を身につけ
ようとしている。
・電流と磁場との関係や，電流が磁場から受
ける力を利用したモーターの原理について興
味・関心を抱き，電流と磁場の基本的な性質
と使われ方について意欲的に探究しようとす
る。
・電場と磁場との相互作用に興味・関心を持
ち，それらを繋げる法則と実際の機器の仕組
みの探究に意欲的に取り組もうとする。
　また，今日の人間生活と電磁波との関わり
に興味・関心を抱き，それらの基本的な性質
と使われ方について意欲的に探究しようとす


